
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　ため息いきばかりの授じゅ業ぎょう参さん観かん









「はい、はーい！」

　今日きょうは授じゅ業ぎょう参さん観かん。

　それにあわせて特とく別べつ授じゅ業ぎょうになっていて、いつもはちがう教きょう室しつで勉べん強きょうするはずの五年ねん生せいと六年ねん生せいが体たい育いく館かんで一いっ緒しょに授じゅ業ぎょうを受うけているんだ。

　教きょう室しつじゃないし、メンバーもちがうしで、キンチョウしているのか、みんなどこか恥はずかしそうにもじもじしている。

　わたしももちろんそう。だって六年ねん生せいも一いっ緒しょだし、さらに後うしろにはたくさんの大人おとながずらりと並ならんでいて、じっと様よう子すをうかがっているんだもん。

　季き節せつはまだ春はるだというのに体たい育いく館かんの熱ねっ気きはすごく、お父とうさんもお母かあさんも半はん袖そでを着きて、暑あつそうにしていた。

「はい、はい、はーい！」

　だけどそんな空くう気きを吹ふき飛とばすように、ひときわ元げん気きがいい男おとこの子こが手てをあげつづけている。

　指ゆびの先さきまでピンと伸のびていて目め立だつ。

　わたしのクラスの人にん気き者もの、広ひろ瀬せ蒼そ空らくんだ。

　そらくんは名な前まえの通とおりに晴はれた日ひの青あお空ぞらみたいに明あかるくてサワヤカな男おとこの子こだ。

　そして、クラスで一いち番ばんのイケメン男だん子し。眉まゆ毛げがキリッとしてて。しかも、目めは大おおきくってキラキラしてて、すごく眼め力ぢからがあるんだ。

　俳はい優ゆうさんに似にているって、だれかが騒さわいでいた。

　だけど、かっこいいだけじゃなくって、だれにでもやさしくて、だれとでも仲なか良よくしてる。

　クラスの女じょ子しはみんな、そらくんをかっこいいって言いってるし、つきあいたいって狙ねらってる子こもいる。

　そして、実じつはわたしも……ひっそりとかっこいいなってあこがれてるんだ。

「元げん気きがいいな！　じゃあ、そら！」

　そらくん以い外がいだれも手てをあげないものだから、先せん生せいが苦にが笑わらいをしながらそらくんを指さした。

「えーっと、答こたえは、石せっけんです！」

　……あ、それまちがいだよ。そらくん！
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　面おも白しろいまちがいにどっとみんなが笑わらうけれど、本ほん人にんは、

「あれー？　ゼッタイあってるって思おもったんだけどな！　だってサイダーって泡あわが入はいってるだろ？」

　と首くびをかしげてケロッとしてる。

　まちがえても平へい気きそうだ。というより、わざとまちがえて盛もり上あげたんじゃないかな？

　そういうところも、カラッとしてて感かんじがいいなって思おもう。そらくんがいると、みんなが笑え顔がおになるんだ。

　わたしとは大おおちがい。

　わたしなんて、答こたえを知しっているのに手てもあげずに黙だまってる。弱よわ虫むしだなって自じ分ぶんでも思おもっちゃうよ。

「ほかにわかる人ひといないかな？　今いままでに出でた答こたえは、砂さ糖とう、レモンの汁しる。それからあと一つ！　これに入はいっているものはなにかな!?」

　先せん生せいがビーカーを上うえに持もち上あげて、もう一いっ回かいたずねる。

　ビーカーの中なかには透とう明めいな液えき体たいが入はいっていて、中なかではキラキラとした泡あわが躍おどっていた。

　そらくんがもう一いっ回かい手てをあげて笑わらいをさそうけど、先せん生せいは今こん度どはほかの人ひとを当あてようとだれか手てをあげるのを待まっている。

　だけどだれも手てをあげない。体たい育いく館かんはしーんとしずまりかえったまま。

　もしかして、わかってるのって、わたしだけ？

　そう思おもうと胸むねがドキドキしてきて、手てもむずむずしたけれど、わたしはギュッとげんこつを作つくってがまんした。

　後うしろから期き待たいに満みちあふれた視し線せんが飛とんできているのがわかる。

　それでもわたしはだんまりだ。

　視し線せんを送おくってくるのはわたしのパパだ。

　わたしが手てをあげるのをパパは待まっている。得とく意いな理り科かでカツヤクしてくれるのを、待まっているんだ。

　だけどわたしはやっぱりだまったまま。

　だって、わたし、理り科かなんて……大だいキライなんだもん。








２　理り科かがキライになったわけ









「理り花か。あの問もん題だい、むずかしかった？　ずっと前まえ、パパと実じっ験けんしただろう？」

　家いえに帰かえるなり、パパがわたしにたずねた。

「んー……べつに？　ちょっとキンチョウしただけ」

　わたしはごまかした。

　理り科かがキライなんて言いって、パパを傷きずつけることはしたくない。

　パパは理り学がく博はく士しで、大だい学がくの先せん生せいをしている。そんな理り科か大だい好すきなパパの影えい響きょうで、わたしは、小ちいさな頃ころから理り科かの実じっ験けんをたくさんしていたんだ。

　虫むしを捕つかまえてきて育そだてたり、草くさや花はなで色いろ水みずを作つくったり、夜よるに月つきや星ほしの動うごきを観かん測そくしたり。

　だから、学がっ校こうの勉べん強きょうでは、理り科かが一いち番ばん好すきだった。

　家いえの中なかには昆こん虫ちゅう図ず鑑かん、動どう物ぶつ図ず鑑かん、宇う宙ちゅう図ず鑑かん、恐きょう竜りゅう図ず鑑かんや、元げん素そ図ず鑑かん……たくさんの図ず鑑かんがあるけど、何なん回かいも覚おぼえるくらいに読よんだんだ。

　昆こん虫ちゅう図ず鑑かんや動どう物ぶつ図ず鑑かんには世せ界かい中じゅうのめずらしい虫むしや動どう物ぶつがたくさんのってて、まるで動どう物ぶつ園えんに行いったみたいだったし、宇う宙ちゅう図ず鑑かんでは星ほしから星ほしへと宇う宙ちゅう旅りょ行こうをしている気き分ぶんになったし、恐きょう竜りゅう図ず鑑かんを開ひらいては、何なん万まん年ねんも前まえの地ち球きゅうがどんなふうだったかを想そう像ぞうしてワクワクした。

　そして、わたしたちの住すむ世せ界かいを作つくる、目めに見みえないくらいに小ちいさなものがのっているのが元げん素そ図ず鑑かん。この図ず鑑かんにのっているものが、わたしの体からだや、この世よの中なかすべてを作つくっているんだと考かんがえるのがとても楽たのしかったし、みんなそんなふうに思おもっているものだと信しんじていたんだ。

　だけど……。キラキラしていた世せ界かいが変かわってしまったのは、小しょう学がっ校こう三年ねんのとき。

　クラス替がえがあったばかりで、新あたらしいともだちと遊あそぶことになって。みんなが宝たから物ものを持もってくるって言いったから、わたしもはりきって準じゅん備びをした。

　宝たから物ものって言いわれたら、持もっていくものは決きまってる！

　自じ分ぶんで作つくった塩しおの結けっ晶しょう、それからお気きに入いりの元げん素そ図ず鑑かん、そして苦く労ろうして捕つかまえたタマムシの入はいった虫むしかごを並ならべて自じ信しんまんまんだった。

　すごいって言いってくれるかな？　とワクワクしてみんなの顔かおを見みたときだった。

「それが宝たから物もの？　理り花かちゃんって変かわってるよね……虫むしとか好すきなのって男おとこの子こみたい。わたし、ちょっとムリ、かも……」

「え？」

　みんなの引ひきつった顔かおに、わたしはびっくりした。

　そしてその瞬しゅん間かんに、周まわりのことが急きゅうに目めに入はいってきた。

　ともだちが持もってきたのはカワイイぬいぐるみだったり、シールだったり、カワイイイラストの本ほんだったり、ピカピカのアクセサリーだったり。

　とにかく、パステルカラーのキラキラしたカワイイものがたくさん。

『変かわってる』『男おとこの子こみたい』。その言こと葉ばがざっくりと心こころに刺ささったとたん、急きゅうにわたしの宝たから物ものは、ただのがらくたになったみたいだった。

　無む色しょく透とう明めいな塩しおの結けっ晶しょうはピンクや赤あかのアクセサリーの前まえでは地じ味みだったし、図ず鑑かんは見み向むきもされなかったし、タマムシなんてキモチワルイものでしかなかったし。

　それがわかると、急きゅうに自じ分ぶんの好すきなもののことが『変へん』に見みえて、すごく、すごく恥はずかしくなったんだ。

　ギラギラした鉱こう物ぶつののっている元げん素そ図ず鑑かんは、カワイイみんなに囲かこまれた変へんなわたしみたいで、かばんの中なかに隠かくした。

　虹にじ色いろにかがやく宝ほう石せきみたいなタマムシの羽はねも、みんなに『キモい！』と言いわれるうちに本ほん当とうにキモチワルイものに見みえてきて……わたしは『そうだよね、キモいよね』と言いって虫むしかごのフタを開あけてタマムシを逃にがしちゃったんだ。

　それ以い来らい、わたしは普ふ通つうの女じょ子しみたいに、虫むしを取とらなくなった。

　家いえにいた虫むしたちもわたしの理り科かへの思おもいと一いっ緒しょに、外そとの世せ界かいに飛とんでいっちゃった。

　そっと庭にわを見みる。

　そこには満まん開かいのハナミズキに囲かこまれた小ちいさなプレハブがある。

　パパが実じっ験けんのために特とく別べつに作つくった実じっ験けん室しつだ。

　小ちいさい頃ころからずっと、わたしはあの部へ屋やでパパとたくさんの実じっ験けんをしてきたんだ。

　おたまじゃくしを観かん察さつしたり、クワガタとカブトムシの力ちからの強つよさを調しらべたり。

　塩しおの結けっ晶しょうを作つくったり、石せっけんを作つくったり、電でん池ちを作つくったり。

　夏なつ休やすみでもないのに、自じ由ゆう研けん究きゅうをたくさんしていたんだ。

　もう実じっ験けんはやりたくないと断ことわったら、パパは「そっか、ムリしてやるものじゃないし……理り花かは理り花かが好すきなことをすればいいんだよ」と軽かるく言いっただけだった。

　それ以い来らい、虫むし取とりや実じっ験けんに誘さそってこなくなったけど……本ほん当とうは、どんなふうに思おもってるのかな。

　わたしにがっかり、してるのかも。

　だけど、もう決きめたんだ、実じっ験けんはしないって。だってあんな悲かなしい思おもい、もうしたくないんだもん。
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　そう思おもってギュッとこぶしを握にぎっていると、パパは言いった。

「元げん気きが無ないなあ。そうだ。ケーキを買かいに行いこう！」

「おととい食たべたばっかりじゃなかった？」

「たまにはいいんだよ」

　パパは甘あまいものが大だい好すきだ。

　近きん所じょのお気きに入いりのケーキ屋やさんに、週しゅうに一回かいは必かならず足あしを運はこぶ。

　そのせいでお腹なかが少すこしぷよぷよしているけれど、ぜんぜん気きにしていない。

　気きにしてくれないと困こまるんだけどな。

　ママも言いってる。「やっぱりかっこいいパパが好すきでしょ？　だから理り花かからもお菓か子しを控ひかえるように言いって」って。

　だけど、わたしが言いっても聞きかないんだよね。

　パパが言いうには、甘あまいもの──ブドウ糖とうは頭あたまの栄えい養ようになるんだって。

　パパがお仕し事ごとをがんばるために必ひつ要ようなんだって。








３　パティシエ志し望ぼうのそらくん









　てくてくと歩あるいていくと、十分ぷんくらいで目もく的てきのケーキ屋やさんが見みえてくる。

「Pâtisserie Fleur」。「パティスリー　フルール」と読よむんだと教おしえてもらった。

　フルールは花はなっていう意い味みだとパパに聞きいて、ちょっと親したしみを感かんじている。だってわたしの名な前まえが理り花かだから。

　いつも季き節せつのお花はなに囲かこまれているすてきなお店みせの入いり口ぐちが見みえてきたとき、

「何なん度ど言いえばいいんだ！　適てき当とうに入いれるな！　適てき当とうにまぜるな！　頭あたまが使つかえないやつは出でていけ！」

　大おおきな声こえに、わたしはびっくりして足あしを止とめた。

　すぐに白しろい制せい服ふくを着きた若わかい女おんなの人ひとが店みせから飛とび出だしてきた。後うしろから出でてきたのはいかつい顔かおをしたおじいさん。

　白しら髪がの交まじった髪かみの毛けに、太ふとい眉まゆ毛げ。おでこと目めの周まわりにしわがあって、いかにもガンコオヤジっていうフンイキ。この人ひとはたしかフルールのご主しゅ人じんだ。

　えっ、なに？　けんか？

　わたしとパパは顔かおを見み合あわせて、垣かき根ねの裏うらにかくれて様よう子すをうかがった。

　すると女おんなの人ひとがご主しゅ人じんに向むかってさけんだ。

「だ、だけど毎まい日にち毎まい日にち下したごしらえばっかりなのに、どこで頭あたまを使つかえっていうんですか！　わたしはすぐにでもすごいお菓か子しを作つくりたいんです！　だから『幻まぼろしの菓か子し』を作つくりたくてここに来きたのに、ぜんぜん教おしえてくれないし……！」
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　幻まぼろしの菓か子し？　不ふ思し議ぎに思おもっていると、

「『幻まぼろしの菓か子し』ってなんだろう!?」

　じゅるっ。パパがよだれをたらしそうな顔かおでささやいた。

　パパ！　目めの色いろが変かわってる！

　呆あきれていると、ご主しゅ人じんがため息いきをついた。

「幻まぼろしのって……おまえもか。どいつもこいつもキホンもできてないくせに、言いうことばかりでっかくて困こまったもんだな。そもそも『幻まぼろしの菓か子し』なんてものはない。それが目もく的てきならさっさとやめた方ほうがおまえのためだな」

「ウソはやめてください。フルールの『幻まぼろしの菓か子し』は『究きゅう極きょくの菓か子し』だっていうのは有ゆう名めいな話はなしですからね！　教おしえる気きがないなら、そう言いわれたほうがマシです！」

　女おんなの人ひとは、白しろいベレー帽ぼうを地じ面めんに投なげつけると「やってられないわ！」と言いいすてて去さっていった。

　大おおげんかにちょっとぼうぜんとしていると、足あし音おとがして帽ぼう子しをだれかが拾ひろった。

「あーあ。また、人ひといなくなっちゃったじゃん。何なん人にん目めだよ、ほんと。じいちゃん、きびしすぎるんだって」

　あれ？　どこかで聞きいたような声こえ。

　声こえにつられて垣かき根ねから少すこし顔かおをのぞかせると、そこには見みたことのある顔かお。

　キリリとした眉まゆ毛げ、そしてキラキラした大おおきな目め。

　え、え、この顔かおは！

　授じゅ業ぎょう参さん観かんで勢いきおいよく手てを上あげていた、クラスメイトの広ひろ瀬せそらくんがそこにいた。

　え、じいちゃんって。つまり、そらくん、フルールのご主しゅ人じんの孫まごってこと!?　知しらなかった！

「あいつらの根こん性じょうがないだけだ」

　むすっとしたご主しゅ人じん。そらくんは拾ひろったばかりのベレー帽ぼうをかぶると、クスクスと笑わらいながら言いった。

「じいちゃん一人ひとりじゃ大たい変へんだろ？　そろそろ……なったんじゃない？」

「ははは、なんの冗じょう談だんだ。この間あいだのテストを見みせてもらったが、ひどいもんだったぞ」

「そ、それは……あのときはちょっと……悪わるかっただけで！　……は点てん数すうよかったし！」

　テスト？　何なんの話はなしだろう？

　そらくんがこちらに背せ中なかを向むけたので、声こえが聞きき取とりづらいけれど、なんとなく気きになって耳みみをすましてしまう。

「だが菓か子し作づくりに必ひつ要ようなものがだめじゃ、問もん題だい外がいだがな」

　ガッハッハと笑わらいながらそらくんに背せを向むけたご主しゅ人じんは、

「あぁ、だが、また人ひとを募ぼ集しゅうしないといかんなあ…………うっ」

　いきなり苦くるしげに胸むねをおさえてしゃがみこんだ。

「……じいちゃん？　じいちゃん！」

　そらくんが叫さけび、わたしとパパは思おもわず店みせの前まえに飛とび出だした。

「大だい丈じょう夫ぶですか!?」とパパ。

「そ、そらくん、大だい丈じょう夫ぶ!?」とわたしもかけよる。

「佐さ々さ木き？」

　そらくんはびっくりした顔かおをしていた。けれど、すぐに心こころ細ぼそそうにパパにうったえる。

「じいちゃん、ちょっと心しん臓ぞうが弱よわくて」

「君きみはたしか広ひろ瀬せくんだね。家いえはどこ？　おうちの人ひとはいる？」

　そらくんは青あおい顔かおをしたまま必ひっ死しで言いった。

「となりです。かあちゃん呼よんできます！」

　そらくんがとなりの家いえに飛とび込こんでいく。パパがすぐに携けい帯たい電でん話わで電でん話わを掛かける。するとしばらくして救きゅう急きゅう車しゃがやってきた。

　近きん所じょの家いえから人ひとが出でてきてあたりが大おお騒さわぎになる中なか、おじいちゃんは応おう急きゅう処しょ置ちを受うけて、救きゅう急きゅう車しゃで病びょう院いんに運はこばれていく。そらくんのママが「いつもの発ほっ作さよ。大だい丈じょう夫ぶだからね、おとうさんがすぐ帰かえってくるからそれまで家いえで留る守す番ばんしてて」と安あん心しんさせるように言いうと、そらくんを置おいて救きゅう急きゅう車しゃに乗のり込こんだ。

　ぽつんと残のこされたそらくんの顔かおは曇くもっている。まるで太たい陽ように雲くもがかかったみたいだった。

　なんて声こえをかけていいかわからなくておろおろしていると、パパが言いった。

「おじいちゃん、きっと大だい丈じょう夫ぶだよ。またおいしいお菓か子しを食たべられるの、楽たのしみに待まってるよ」

「……はい！」

　そらくんがいつもみたいに笑わらってくれたから、わたしはすごくホッとした。
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　次つぎの日ひは土ど曜よう日びだった。

　学がっ校こうがないから、そらくんに会あえない。だからおじいちゃんがどうなったのか直ちょく接せつ聞きくことができなくて、わたしは一いち日にち中じゅう、なんとなくもやもやしていた。

　そらくんの曇くもった顔かおがずっと頭あたまから消きえないんだ。

　おじいちゃん、大だい丈じょう夫ぶだったかなあ。

　心しん配ぱいだったけれど、様よう子すを見みに行いくのはためらってしまう。

　だって偶ぐう然ぜんあんなところにいあわせただけだし。ふだんもほとんどしゃべったりしないし……って、あれっ？　そういえばわたし、あのとき『そらくん』って……呼よばなかった？

　みんながそらくんって呼よんでるから、とっさに名な前まえで呼よんでしまったけれど、よく考かんがえると名な前まえで呼よぶほど親したしくないんだった！　うわああ！

　わたしはいまごろになって気きがついて頭あたまを抱かかえた。

　ああああ……余よ計けいにどんな顔かおして会あえばいいかわかんないよ！

　……だけど、あんな心こころ細ぼそそうなそらくんって初はじめて見みたから、やっぱり気きになっちゃう。

　でも、お店みせに行いって、開あいていなかったら？　お家うちまで行いってそらくんを呼よび出だしてってなると、う～ん！　ムズカシイ！　だって、女おんなの子このともだちの家いえでもキンチョウするのに！　男おとこの子こ──しかもあこがれの男おとこの子この家いえとか……ムリ！

　いろいろ考かんがえすぎて疲つかれてくる。ため息いきをついたとき、時と計けいの針はりが三時じをさした。

　とたん、リビングにパパの声こえがひびきわたった。

「ああ～、糖とう分ぶんが足たりない！　頭あたまが働はたらかなくて仕し事ごとができないよ！」

　おやすみだけど、忙いそがしいパパは家いえでもお仕し事ごとをしているのだ。

「お菓か子しが食たべたいなぁ！　……あ、そういえばフルールの……広ひろ瀬せくんのおじいちゃん、大だい丈じょう夫ぶだったかなあ。心しん配ぱいだねえ、理り花か」

　パパがわたしをちらりと見みる。そのことを考かんがえていたところだったので、わたしはだまってうなずいた。

「元げん気きになってて、もうお店みせ開あいてたりしてないかなあ」

　パパはぶつぶつとつぶやく。

　そんなパパに、ママが呆あきれたように言いう。

「昨日きのう救きゅう急きゅう車しゃで運はこばれたんでしょ？　昨日きのうの今日きょうで店みせを開あけるわけないでしょ」

「そんなこと、わかんないだろう」

「大だい丈じょう夫ぶだったとしても、すぐにお菓か子しとか作つくれないわよ。スーパーで買かったのでがまんして！　ほんっとお菓か子しのことになるとうるさいんだから！」

　ああ、けんかが始はじまっちゃった。だけど、いつもすぐに仲なか直なおりするから、『けんかするほど仲なかがいい』ってやつだと思おもっている。

「だってぜんぜん味あじがちがうだろう？　あー、フルールのこと思おもい出だしたらお腹なかが空すいてきた……もうこれ以い上じょうはお菓か子しがなかったら仕し事ごとができない！　……だれか買かってきてくれないかなぁ」

　パパがちらりとわたしを見みて、ぎくりとする。

　なんとなく、『様よう子すを見みに行いきたい』っていう気き持もちを読よまれているような気きがしたんだ。

　するとママがため息いきをつき、ふとこちらを見みた。

　あ、なんだかイヤな予よ感かんがする！

「理り～花か～」

　にっこり笑え顔がおで優やさしく呼よびかけられてわたしは思おもわずあとずさり。

「な、なに!?」

「ちょっとフルールの様よう子す見みてきてくれる？　おじいちゃんも心しん配ぱいだし、お店みせが開あいてないってわかったらパパも諦あきらめるだろうし」

　ママにまでフルール行いきをお願ねがいされてわたしはあせった。こ、これはゼッタイ行いかなきゃいけなくなってきたっぽい！

「そ……それより、ママが作つくったらいいのに」

　言いい返かえすと、「ママにそれを求もとめるのはまちがってるわよ」とママの目めがつり上あがった。

　実じつはママは料りょう理りがあんまり得とく意いじゃないんだ。

　普ふ通つうのお料りょう理りは、パパと結けっ婚こんするときにすごく練れん習しゅうしたらしくてなんとかできるけど、お菓か子しはぜんぜんだめ。

　昔むかし、チャレンジしていたこともあるけれど、失しっ敗ぱい続つづきでとうとうギブアップしてしまった。

　パパが言いうにはママは食たべるほうが得とく意い、だそうだ。

「ママが行いってもいいけど」

　わたしがホッとしかけると、ママはニヤッと笑わらった。

「代かわりにお掃そう除じをやっててくれる？」

　そう言いわれてしまうと、行いくしかない。

　家いえの掃そう除じはおつかいよりずいぶんたいへんだ。それに……やっぱり、そらくんのおじいちゃんのことは気きになるから。

　お菓か子しを買かうって理り由ゆうがあるなら、行いっても大だい丈じょう夫ぶだよね？

　わたしは「わかった」と言いうと、お菓か子しのお金かねをもらって家いえを出でた。
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　フルールに着ついたけれど、入いり口ぐちの扉とびらには《Ferméフェルメ》と書かかれた札ふだがかけてあった。

　どうやらお店みせはまだ閉しまっているみたいだから、閉へい店てんって意い味みかな。

　そらくんのおじいちゃん、大だい丈じょう夫ぶかな。

　早はやく良よくなりますように。

　そう思おもいながら回まわれ右みぎをしたとき、がしゃん、という音おとがする。店みせの方ほうだ。

　つづけて「うわあああ」という聞きき覚おぼえのある叫さけび声ごえ。

　ぎょっとしたわたしはとっさに扉とびらに手てをかける。

　鍵かぎはかかっていなかった。

「……そらくん？」

　声こえをかけると、お店みせの奥おくからそらくんが出でてきた。

「え、佐さ々さ木き？　なんでここに──」

　わたしは目めを見み開ひらいた。

　エプロンをしたそらくんがボウルと泡あわ立だて器きを、それぞれの手てに持もって立たっていた。

　そらくんははっとすると、手てに持もったそれをあわてたように後うしろにかくした。だけど手てが滑すべったのか、ボウルが落おちてガッシャンとすごい音おとがひびきわたる。

「な、なにしてるの、そらくん……」
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　わたしはエプロン姿すがたでボウルを拾ひろうそらくんを見み下おろして目めを見み開ひらいた。おじいちゃんのこととかお店みせのこととかを聞きこうと思おもってたのに、全ぜん部ぶ頭あたまから飛とんでいってしまう。

「……え、お菓か子し、作つくってるの？」

　そらくんのアウトドアなイメージとちがってびっくりして思おもわず言いうと、そらくんの目めがすっと冷つめたく尖とがった。

　いつもとはちがうひんやりとした表ひょう情じょうにわたしはビクッとする。

「どうせ、佐さ々さ木きも『変へん』だって言いうんだろ」

「え……？」

　なんだか怒おこってる？　どうして……と、とまどっていると、そらくんはさらに言いった。

「帰かえってくれる？　おれ、いそがしいんだ」

　背せ中なかに氷こおりを押おし付つけられたような気き分ぶんになる。

「ご、ごめん」

　わたしは回まわれ右みぎをして店みせを出でるものの、足あしがぜんぜん動うごかない。

　なんだかそらくんが、あまりにもいつもとちがいすぎて、ショックだったんだ。

　しょんぼりとしながらも家いえに向むかって歩あるき始はじめる。

　だけど頭あたまの中なかにそらくんの冷つめたい表ひょう情じょうがちらちらと浮うかび上あがって、気きになってしかたがない。

　そらくん、怒おこった顔かおだったけれど、なんだか寂さびしそうだった。

　なんであんな顔かおしてたのかな。なにか怒おこらせるようなことしちゃったのかな？　じゃないとあのやさしいそらくんがあんなふうに言いうわけない……。

　そう考かんがえたわたしは、ふと足あしを止とめた。




「……変へん……？」




『理り花かちゃんって変かわってるよね』




　そらくんが言いった言こと葉ばが、昔むかしわたしが言いわれた言こと葉ばに重かさなった。

　あのとき、わたし、どんな気き持もちだった？　世せ界かいがひっくり返かえったみたいで、すごく、びっくりして……悲かなしくなかった？

　……もしかして！　そらくん、わたしが変へんだって思おもってるってゴカイしちゃった!?　それで悲かなしくなって、あんな顔かおしたのかも!?

　気きづいたとたん、わたしは思おもわず店みせに向むかって駆かけ出だしていた。

「──変へんとか、思おもってないよ！」

　店みせのドアを開あけると同どう時じにそう叫さけんだ。

　中なかではそらくんがびっくりした顔かおをしている。

「佐さ々さ木き、帰かえったんじゃ──」

　ぼうぜんとした顔かおを見みてはっとする。

　わあ、わたし、なに言いっちゃってるの!?　わたしって、こういう大おお声ごえ出だすようなキャラじゃないのに！

　恥はずかしくて逃にげ出だしたくなったけれど、わたしはぐっとがまんしてその場ばでふんばった。

　だって。だって、さっきみたいな寂さびしそうな顔かお、そらくんには似に合あわないし！　そんな顔かおさせたままとかイヤだもん！

「ちょっとびっくりしたけど、わたし、変へんとか、思おもってないよ！」

　ちゃんと伝つたわりますように。願ねがいながらまっすぐにそらくんを見みて言いう。

「変へんだって言いわれるの、やだよね。だからちゃんと伝つたえたかったんだ。わたしは変へんだって思おもってないって」

「佐さ々さ木き……」

　そらくんは少すこしの間あいだ目めを丸まるくしたままだったけれど、やがて、「はああ」と大おおきくため息いきをついた。

　そして、するどかった目めの力ちからをふんわりとゆるめて、カラッとしたいつもの笑え顔がおを浮うかべる。

「わざわざ言いいに来きてくれたんだ。ありがとな──ってか、ごめん！　昨日きのうもありがとな！　佐さ々さ木きのとうちゃんに救きゅう急きゅう車しゃよんでもらったのに、おれ、サイテーだな」

　おひさまが照てったような変かわりように、なんだかドギマギしてしまう。

「えっと……おじいちゃん、大だい丈じょう夫ぶだった？」

　たずねると「うん。働はたらきすぎだって。ちょっと入にゅう院いんすることにはなったけど、大だい丈じょう夫ぶ」と言いいながら、そらくんは丸まる椅い子すにどしんと腰こし掛かけた。そして小ちいさく息いきをはく。

「おれ、さ。じいちゃんみたいなパティシエになりたいって思おもってるんだ」

「ぱ、ぱてぃしえ？」

　それはたしかお菓か子しを作つくる職しょく人にんさん。

　そんなの初はじめて聞きいた！　わたしは少すこし目めを丸まるくする。けれど、そらくんは今こん度どはいつもの調ちょう子しでやさしくうなずいた。

「この店みせのフルールって名な前まえ、ばあちゃんの名な前まえからつけたんだって。ばあちゃんはもう結けっ構こう前まえに死しんじゃったんだけど、店みせの中なかにまだいるような気きがしてて。じいちゃんが倒たおれて、店みせまでつぶれたら、なにもかも消きえちゃうんじゃないかって思おもってさ……。だからおれがパティシエになって店みせを守まもるんだ」

　だから修しゅ業ぎょうしてたのか。そらくんの必ひっ死しさの理り由ゆうを知しって、わたしは胸むねがギュッと痛いたくなった。

　だけど、そらくんはぱっと顔かおを上あげると頬ほおをふくらませる。

「でも、じいちゃんさ！　いくらおれが弟で子しになって店みせを手て伝つだいたいって言いっても、ゼッタイやらせてくれないんだよ。だから働はたらきすぎで倒たおれたりするんだよな。それで店みせがつぶれたらどうするんだよ！」

「そらくんに手て伝つだってもらえばいいのにね。どうしてなのかなぁ？」

　昨日きのうまた店てん員いんさんがやめちゃって、人ひとも足たりないだろうし、お手て伝つだいとか助たすかると思おもうのに。うちのママだったらきっと大おお喜よろこびだ。

「それがさ……」

　そらくんはわたしを見みると、ちょっと迷まよったように口くちをつぐんだ。そして椅い子すから立たち上あがるとこぶしを握にぎりしめた。

「とにかく！　おれは早はやくじいちゃんの弟で子しにしてもらって、ゼッタイに『幻まぼろしの菓か子し』を作つくってみせるんだ！」
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「『幻まぼろしの菓か子し』って？」

　おじいちゃんはないって言いってたけど……あるの？

　わたしが首くびをかしげると、そらくんは苦にが笑わらいをした。

「ばあちゃんの誕たん生じょう日びに食たべてた菓か子しのことなんだ。小ちいさいときだったからどんな菓か子しかはぼやけてるんだけど、メチャクチャうまかったのは覚おぼえてる。じいちゃんには何なん回かいも作つくってくれってたのんでるんだ。でも、『もう作つくれなくなった』とか言いって、ゼッタイ作つくってくれなくって」

「だから『幻まぼろしの菓か子し』なんだね」

　わたしが言いうと、そらくんはうなずいた。

「じいちゃんが作つくれないんなら、おれが自じ分ぶんで作つくればいいだろ？」

　そう言いったそらくんの目めがすごくキラキラしてて。わたしはその力ちから強づよいまなざしにどきんとしてしまう。

　そしてそんな夢ゆめを持もってるのって、すてきだなって思おもった。

「パパ、すごく喜よろこぶと思おもう！　『幻まぼろしの菓か子し』って聞きいて、ものすごく食たべたそうな顔かおしてたもん」

　よだれをたらしそうだった顔かおを思おもい出だしてちょっとげんなりしていると、そらくんが笑わらった。

「おまえのとうちゃん、さてはそうとうな甘あま党とうだな」

　わたしはしっかりうなずく。

「だからちょっとお腹なかがぷよぷよなの」

「はははっ！」

　すっかり元もとの調ちょう子しに戻もどったそらくんにわたしも楽たのしくなる。うん。そらくんはこうでなくっちゃ。

　あぁ、戻もどってきてよかった！








４　クッキー作づくりのお手て伝つだい









「ところでなにを作つくってるの？」

　わたしがたずねると、そらくんは頬ほおを手ての甲こうでぬぐった。

　だけど手てに粉こながついていたものだから、ほっぺが白しろくなってしまう。なんだかカワイイ。

「クッキー作つくってる。じいちゃんが一いち番ばんカンタンって言いってたからさ。あ、せっかくだからおれが作つくってやるよ。佐さ々さ木きのとうちゃん用よう」

「え、いいの？」

「任まかせておけって」

　そらくんはどん、と胸むねを叩たたく。

　うわあ、さすがパティシエの孫まご。たのもしい！　そう思おもってわたしは見みていたんだけど……。




　ステンレスの作さ業ぎょう台だいの上うえには、メモが置おいてあって分ぶん量りょうが書かかれている。鉛えん筆ぴつで力ちから強づよくていねいに書かかれている文も字じは、どうやらそらくんの字じのようだ。となりにはタブレットが置おいてある。

「それ、レシピ？」

「うん。さっきタブレットで調しらべた。『一いち番ばんカンタン』って書かいてあるやつ」

「おじいちゃんのレシピはないの？」

　わたしはぐるりと工こう房ぼうを見み回まわす。

「んー、あるとしたらこれかな」

　そらくんは壁かべのフックにつり下さげられていた古ふるい一冊さつのノートを取とった。ノートとか本ほんは他ほかにはないし、たしかに一いち番ばん怪あやしい。

「でもさ。じいちゃん、なにも見みずにやってんだよな。ゼッタイ、全ぜん部ぶ頭あたまに入はいってるんだ」

　それはそうだろう。

　何なん十じゅう年ねんもずっと作つくり続つづけているものだ。

　いちいち見みなくても覚おぼえているんだ、きっと。

　ぱらぱらと開ひらいてみると、ノートにはアルファベットのようなものがたくさん書かいてある。

　だけど筆ひっ記き体たいっていうのかな？　字じが崩くずして書かかれているせいで、なんて書かいてあるかさっぱりわからなかった。

「これ、英えい語ごかな？」

「たぶん。だけどおれ、英えい語ごはぜんぜんだめなんだ」

「わたしも習ならってないから読よめそうにない」

「まあ……だから調しらべたってわけ」

　そう言いうと、そらくんはまず材ざい料りょうを量はかり始はじめた。

「んーっと」

　小こ麦むぎ粉こを取とり出だしたそらくん。だけど、そらくんが持もっているのは計けい量りょうカップだ。

　あれ？

　わたしはメモをもう一いち度ど確かく認にんして、目めをまたたかせる。

「ええっと、[image: ]グラムってことはこの線せんかな」

　そらくんは計けい量りょうカップの[image: ]の線せんまで粉こなを入いれた。

　あれれ？

　首くびをかしげていると、次つぎは砂さ糖とう。

「50グラムってこのくらいかなあ」

　そう言いって今こん度どは計けい量りょうカップに砂さ糖とうを入いれる。

　んん？？　グラム？？？　グラムって言いったよね、今いま。

　眉まゆをひそめていると、そらくんは冷れい蔵ぞう庫こからさらにバターを取とり出だす。

「うーん、これを[image: ]グラム……？　どうやって入いれるんだ？　むりやり押おし込こむ？」

　固かたまったままのバターを計けい量りょうカップに突つっ込こもうとしたので、わたしはさすがに声こえを上あげた。

「ちょっとまって！」

「え、なに？」

「そらくん、それ量はかる道どう具ぐがちがうよ！」

　そらくんが今いま量はかっているものはグラム──つまり〝重おもさ〟のはずなのに、道どう具ぐが〝量りょう〟を量はかるものなんだ。

　きょとんとしたそらくんに、わたしはどうしたら伝つたわるかなって悩なやむ。

「え、えっと、重おもさを量はかるんなら、計けい量りょうカップじゃなくって秤はかりを使つかわないとダメだと思おもう！」

「重おもさ？　はかり？」

　ああああ、これはもしかして！

「あの……そらくんってもしかして、算さん数すうとか理り科かとか、ニガテ？」

　恐おそる恐おそるたずねると、そらくんはぎくりとした顔かおをして黙だまり込こんだ。

「えっと……まず、計けい量りょうカップの目め盛もりの単たん位いは㏄シーシーって知しってる？」

　そらくんはうなずく。

「１㏄シーシーっていうのは１mlミリリットルのことだろ？　で、１mlミリリットルは１ｇグラム！」

　そらくんは胸むねを張はった。

　ああ、それはわかってやってたのか、とちょっとホッとする。

　たしかに授じゅ業ぎょうでは言いってた。だけどそれは特とく別べつな場ば合あいだけで、全ぜん部ぶが全ぜん部ぶそうじゃないんだ。

「１mlミリリットルが１ｇグラムになるのは『水みず』だけなんだ。重おもさって物ものによってちがうから。だから水みずだったら計けい量りょうカップで量はかっても大だい丈じょう夫ぶなんだけど……他ほかのものはダメだと思おもう。ほら、ええっと……文ぶん鎮ちんと消けしゴムだと同おなじ大おおきさでも重おもさがちがうよね？」

　そらくんはいまいちぴんとこない顔かおをしている。

　うん、じゃあ、実じっ際さいに見みてもらおう。

　わたしは秤はかりの上うえに計けい量りょうカップを置おいて、まず水みずを[image: ]の目め盛もりまで入いれた。

　秤はかりの表ひょう示じは[image: ]グラムになる。

　そしてもう一つ計けい量りょうカップを出だすと、今こん度どは小こ麦むぎ粉こを[image: ]の目め盛もりまで入いれる。すると──。

「ほら、83グラム！　半はん分ぶんくらいの重おもさだよ！　これだと小こ麦むぎ粉この量りょうが足たりなくなっちゃう」

「佐さ々さ木きって……すげええ。そんなことよく知しってんな！」

　一いっ気きに説せつ明めいを終おえると、そらくんが目めを丸まるくしていた。

「す、すごくなんかないよ！」

　だって全ぜん部ぶ授じゅ業ぎょうで習ならったことだ。

　ほめられてあわてていると、そらくんが急きゅうにぱん、と顔かおの前まえで手てを合あわせた。

「──佐さ々さ木き、たのむ！」

「え？　なに!?」

　思おもわず一歩ぽ後あとずさると、そらくんはぐい、と一歩ぽ近ちかづいた。

　え、ちょっと！　なんだか顔かおが近ちかい！

「おれの菓か子し作づくり、手て伝つだってくれ！　実じつはおれ、算さん数すうと理り科かがニガテで、この間あいだのテストもひどい点てん数すうで！　じいちゃんにも『料りょう理りは科か学がくなんだ。その頭あたまじゃあとてもじゃないがパティシエにはなれん』っていつも言いわれて。分ぶん量りょうの計けい算さんができるようになるまで外そとで見みてろって、手て伝つだわせてもらえなかったんだよ！」

　ひええ！　つまり見みてただけ!?　それじゃあほとんど初しょ心しん者しゃじゃない!?

「だからたのむ！」

「え、でも、ムリだよ、わたし、お菓か子し作づくりとかしたことないし！」

「大だい丈じょう夫ぶ、おれ、分ぶん量りょうの計けい算さん以い外がいは自じ主しゅ練れんしてるし！」

　たのむ、と間ま近ぢかできれいな顔かおに思おもいきり拝おがまれてしまって、わたしはハクリョクにおされる。

　っていうか、近ちかい！！！　顔かおが近ちかいよ、そらくん！

　キリリとした眉まゆ。くっきりとした二ふた重えまぶたの目め。澄すんだ瞳ひとみからは力ちから強づよい光ひかりがキラキラと出でているようで、ひきつけられて目めがはなせない。

　ひゃあああ！　いまさらだけど、そらくんって、やっぱりすごいイケメンだよね!?　眩まぶしすぎるよー!!

　息いきがかかりそうなくらい近ちかくにある顔かおに、頭あたまがグラングランとしてくる。

　この状じょう況きょう、早はやく終おわらせないと！　心しん臓ぞうがもたないよ！

「え、ええっと、わたしでいいの……？」

　わたしなんかで。そんなひくつな考かんがえが頭あたまに浮うかんだとき、

「佐さ々さ木きがいい」

　キッパリ言いわれてしまってどきんと胸むねがはねた。

『わたしがいい』……？　わたし『が』いいとか、言いわれたの、はじめてかも。

「わ、わかった……」

　わたしはいつの間まにかそう答こたえていた。

　え、えっ、わたし、なにオッケーしちゃってるの!?

　あわてたけれど、もう遅おそかった。そらくんが太たい陽ようみたいに笑わらったから、断ことわりきれなくなっちゃったんだ。




「じゃあ、さっそく作つくろう！」

　張はり切きったそらくんが言いう。

　お店みせの奥おくにある工こう房ぼうの冷れい蔵ぞう庫こには、材ざい料りょうがたくさん入はいっていた。

　けれど、ふと不ふ安あんになる。

　これ、勝かっ手てに使つかって怒おこられないのかな？

　聞きくとそらくんは何なんでもないように言いった。

「かあちゃんに聞きいたら、くさらせるほうがもったいないから、大だい事じに使つかって、って」

　なるほど。ホッとする。

　ステンレスの台だいの上うえには、道どう具ぐもたくさん。

　秤はかりに計けい量りょうカップ、ボウルに泡あわ立だて器き。

　全ぜん部ぶピカピカにみがかれている。

　二人ふたりで小こ麦むぎ粉ことバターと砂さ糖とうを今こん度どはきちんと『秤はかり』で量はかる。

　そして卵たまごと一いっ緒しょにボウルに入いれてまぜ合あわせた。

　耳みみたぶくらいの柔やわらかさになった生き地じを小こ麦むぎ粉こをふった台だいにのせて、めん棒ぼうで広ひろげる。

　型かた抜ぬきして天てんパンに並ならべると、そらくんがあっためてくれていたオーブンに入いれる。

　レシピは『一いち番ばんカンタン』なだけに、とにかく手て順じゅんがシンプルなものみたいだった。

　だけど……。

「んー……なんか、じいちゃんのクッキーと味あじ、ぜんぜんちがう……」

　バターのよい香かおりがただよう中なか、そらくんは不ふ満まんそうだ。

　わたしはおいしいと思おもうんだけど。

　だって初はじめて作つくったんだよ？　上じょう出で来きだよ。

　だけどそらくんはさすがにパティシエの孫まご。おいしいお菓か子しを食たべ慣なれている。

「じいちゃんのはもうちょっとサクサクしてるっていうか……これ、なんていうか固かたいっていうか、重おもいっていうか」

「おいしいと思おもうけどな……」

　わたしは反はん論ろんするけれど、たしかに素そ朴ぼくでお店みせの味あじとはだいぶんちがう。

　そもそもクッキーと言いっても、スーパーに売うっているのでもいろいろある。おせんべいみたいな薄うすくて固かたいのとか、逆ぎゃくにふっくらした柔やわらかいクッキーとか。だからそれぞれレシピがぜんぜんちがうのかもしれない。

　それはそっか。

　お店みせのクッキーが『一いち番ばんカンタン』にできるのなら、だれも買かいに来こないもんね。

　きっとおじいちゃんだけが知しってる、特とく別べつな技わざがあるんじゃないかな。

「サクサクにするにはどうすればいいんだ？」

「サクサクのクッキー……かあ」

　ヒントになるようなことを、最さい近きん考かんがえたような気きがするんだけど……なんだっけ？

　思おもい出だせずに考かんがえ込こんだ。

　わからないことがあると、スッキリしなくてキモチワルイよー！

　そのとき、ふとタブレットが目めに入はいった。

「もう一いっ回かい調しらべてみたらいいんじゃないかな？」

　わたしが言いうとそらくんは困こまった顔かおをした。

「それが……」

　タブレットを持もち上あげるとロックを外はずす。だけどそこには『今日きょうの使し用よう時じ間かんを超こえました』と表ひょう示じされていた。

「ゲームのやりすぎで規き制せいされてんだ。佐さ々さ木きんとこは規き制せいされてたりする？」

　そらくんの顔かおはどんよりとしている。

「わたしは自じ分ぶん用ようのタブレット持もってないから」

「そっか」

　残ざん念ねんそうにするとそらくんは外そとを見みた。

　つられて見みると外そとは少すこし暗くらくなりかけている。

　時と計けいを見みるともう少すこしで五時じだった。わたしははっとする。

「あ、もう帰かえらないと……！　お菓か子し買かいに行いくって出でかけてきたんだった！」

　そらくんはため息いきをついた。すごくがっかりしてるように見みえたので、わたしはあわてて言いう。

「あ、あの。わたし、パパのパソコン借かりて調しらべてみるね」

「え、いいの？」

「わからないことがあると、わたしも気き持もちがわるいから」

　そう言いうとそらくんの顔かおがぱっと明あかるくなる。

「じゃあ、明日あしたも一いっ緒しょにやってくれないか？　あ、午ご前ぜん中ちゅうは野や球きゅうがあるから午ご後ごから」

　あ、そういえばそらくんって野や球きゅうやってるって聞きいたことがある。ドッジボールですごく速はやい球たまを投なげててともだちが騒さわいでたんだ。たしか、ピッチャーなんだって！

　わたしはうなずく。明日あしたは特とくに用よう事じはない。

「じゃあ、明日あした」

「ちょっとまった。これ忘わすれ物もの」

　そらくんはさっき作つくった『一いち番ばんカンタンクッキー』を差さし出だす。

「いいの？」

「おまえのとうちゃんに作つくってやるって言いったろ？　……って言いっても、一いっ緒しょに作つくった、っていうかかなり手て伝つだってもらったな……じゃあこれもついでに！」

　そう言いうと、そらくんは冷れい凍とう庫この中なかからクッキーを三枚まい取とり出だす。見みると形かたちがいびつだったり少すこしこげていたり。

「じいちゃんが作つくったやつだけど、わけありでお店みせには出だせないやつ。おれのおやつなんだ」

「きっとパパ、よろこぶよ」

　だといいな、と言いうと、そらくんはすっとマジメな顔かおになって言いった。

「佐さ々さ木き。ありがとな」

　大おおきな澄すんだ目めでまっすぐに見みつめられたわたしは、

「べ、べつに大たいしたことしてないよ？」

　そう言いって、逃にげるようにお店みせを飛とび出だした。




　帰かえり道みち、じわじわと実じっ感かんが湧わき上あがってきた。

　ええと……わたし、あのそらくんとお菓か子しを作つくっちゃったんだよね!?

　急きゅうに飛とび上あがりそうになったわたしは、ドキドキする胸むねを押おさえながら、スキップまじりで家いえに帰かえったのだった。
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５　足たりないものは









　家いえに帰かえると、夕ゆう食しょくのにおいがただよっていた。だけどリビングにパパはいない。

「あれ？　ママ、パパは？」

　キッチンに向むかってたずねると、ママがひょいと顔かおを出だした。

「急きゅうにお仕し事ごとで呼よび出だしだって。夜よるは遅おそくなるって言いってた」

「えー？　せっかくおつかい行いってきたのに」

「だって理り花か遅おそいんだもん。パパ待まってたのに。なにしてたの？」

　わたしが作つくったクッキーを手て渡わたすとママはおどろいた顔かおをした。

「え、これどうしたの!?」

　おじいちゃんが働はたらきすぎで入にゅう院いんして、フルールはしばらくお休やすみみたいだということ、そしてそらくんが代かわりに作つくっていたから手て伝つだったことを説せつ明めいする。

　ママはクッキーを食たべるなり、目めを丸まるくする。

「おいしいじゃない。パパよろこぶよ、きっと」

「おじいちゃんのクッキーにはぜんぜんかなわないけどね」

「娘むすめの手て作づくりクッキーにかなうクッキーなんてないと思おもうけどねえ」

　クッキーは十枚まい。五枚まいをパパにとっておいてママと二人ふたりで分わける。一いっ緒しょに、おじいちゃんのクッキーも一枚まいずつ分わけた。

　ママが早さっ速そく食たべて「やっぱりプロはちがうわねえ」と目めを輝かがやかせると夕ゆう食しょくの準じゅん備びに戻もどった。

　わたしも一ひと口くちかじってみる。ざくっと軽かるい歯は応ごたえ。そしてバターのいいにおいが口くちの中なかに広ひろがった。そらくんがぜんぜんちがうって言いうの、すごくわかる。

「どうやったらこうなるのかなあ」

　お皿さらの上うえに、そらくん作さくクッキーとおじいちゃん作さくクッキー、二つの食たべかけクッキーを並ならべてじっと見みつめてみる。

　上うえから見みたら大だい体たい同おなじくらいの大おおきさ。チガイはあんまりない。

　じゃあ、横よこから見みたら？　とクッキーの向むきを変かえたわたしは首くびをかしげた。

　あれ？

「こっちにはたくさんすきまがある」

　そらくん作さくクッキーは生き地じが詰つまっている。だけどおじいちゃん作さくクッキーの方ほうが小ちいさな穴あながいっぱいあったのだ。

「もしかして、サクサクの原げん因いんって、これ？」

　胸むねがドキドキしはじめた。

　うーん……だとしてもこの穴あなをどう作つくったらいいかわからないよ。

　穴あな……空くう洞どう。つまり中なかに空くう気きが入はいっているってこと？

　空くう気き。ぷくぷくした泡あわ……。

　連れん想そうを続つづけていたわたしは、ふとリビングにあった金きん魚ぎょ鉢ばちを見みてひらめいた。

「泡あわ！　泡あわだ！」

　わたしは思おもわず立たち上あがると自じ分ぶんの部へ屋やに行いって、机つくえの引ひき出だしを開あけた。

　一いち番ばん上うえの引ひき出だしの奥おく。小ちいさな鍵かぎをつかむと、庭にわに出でる。

　そしてハナミズキの下したにある小こ屋やの前まえに立たつ。

　ここはわたしが理り科かをキライになってから封ふう印いんしていた、パパとわたしの実じっ験けん室しつだ。

　もう二に度どと入はいらないって、思おもってた。だけど……だけど、謎なぞを解とくためには、この実じっ験けん室しつが必ひつ要ようだ！

　えいっ！　わたしはギュッと鍵かぎを握にぎりしめると、扉とびらの鍵かぎ穴あなに差さし込こんだ。

　カチャリ、という音おとと一いっ緒しょに、扉とびらがひらく。

　風かぜが吹ふいてわたしの背せ中なかをそっと押おした。

　真まん中なかに大おおきな実じっ験けん台だいがひとつ。そして壁かべ際ぎわには、窓まどを挟はさんで大おおきな本ほん棚だなと小ちいさな冷れい蔵ぞう庫ことオーブンレンジが一台だいずつ。棚たなの中なかには実じっ験けん器き具ぐがびっしりと詰つまっている。

　ずっと使つかっていなかったはずの部へ屋やは、きれいに整せい理り整せい頓とんされているし、ほこりも落おちていなかった。まるで時じ間かんを止とめてわたしをまっていたかのように。

　わたしは棚たなの中なかからコップみたいなビーカーと、細ほそ長ながくて目め盛もりのついた容よう器き──メスシリンダーを出だす。

　昔むかしのことが昨日きのうのことのようによみがえる。

『ここに魔ま法ほうの粉こながありまーす』

　記き憶おくの中なかのパパがさらさらした白しろい粉こなを出だす。

　そして秤はかりで重おもさを量はかった。

　さらにレモン果か汁じゅうをメスシリンダーで量はかり始はじめる。

　ビーカーに粉こなを入いれて、レモン果か汁じゅうを加くわえると、シュワシュワと一いっ気きに泡あわが立たった。

「昨日きのう、授じゅ業ぎょう参さん観かんで先せん生せいが言いってたじゃん」

　そうだ、授じゅ業ぎょう参さん観かんで先せん生せいが出だした問もん題だいは──

『炭酸水サイダーには何なにが溶とけているのかな？』

　そして、最さい後ごには泡あわの正しょう体たいをたずねたのだ。

　泡あわの正しょう体たいは『二に酸さん化か炭たん素そ』。

　そして、二に酸さん化か炭たん素そを作つくるのは〝それ〟とレモン果か汁じゅうとの化か学がく変へん化か。

　パパと夏なつの自じ由ゆう研けん究きゅうでサイダーを作つくったことがあるから、わたしは答こたえを知しっていたんだ。

　棚たなから実じっ験けんノートを取とり出だす。そうだ。たしか書かいてあったはず。

『熱ねつを加くわえることや、泡あわの発はっ生せいを助たすける成せい分ぶんをまぜることで、ものをふくらませるという作さ用ようがあります』
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　わたしはそのページを見みつけて思おもわずガッツポーズをした。

『さあて、この魔ま法ほうの粉こなは何なんでしょう？』

　記き憶おくの中なかのパパがクイズを出だす。

「炭たん酸さん水すい素そナトリウム！　重じゅう曹そうだ！」

　だれもいない実じっ験けん室しつにわたしの大おおきな声こえがひびき渡わたった。




[image: ]




　次つぎの日ひ。

　もうお昼ひるだというのに、ソファではパパがぐうぐう寝ねている。昨日きのうの服ふくのまんまだ。ママが言いってたとおり、夜よる遅おそく帰かえってきたんだろうな。ぜんぜん起おきそうにない。

　そんなパパの前まえにはクッキーの包つつみ紙がみ。どうやら食たべてくれたみたいだ。

　今日きょうはもっとおいしいの作つくってあげるからね！

「パパ、おつかれさま。ちょっと行いってきます！」

　そう言いうと、わたしはダッシュでフルールへと向むかった。

　店みせはもう開あいていて、そらくんが手てを洗あらって、エプロンと三さん角かく巾きんを着つけて待まっていた。

「かあちゃんが持もってけって」

　白しろいエプロンには小ちいさな花はなの刺し繍しゅうとフルールという文も字じがワンポイントで入はいっている。

　おじいちゃんが使つかっているものなのかもしれない。

　そんなふうに思おもっていると、そらくんは、わたしにも同おなじ物ものを「これ使つかって」とわたしてくれる。

　くすぐったいような気き持もちになりながら、わたしはおそろいのエプロンと三さん角かく巾きんを身みに着つけようとする。

　すると間あいだに入はいっていた紙かみが床ゆかに落おちた。

　拾ひろおうとかがみ込こむと、テーブルの下したにもう一枚まい、黄きばんだ紙かみが落おちていた。

　ひとまず先さきに落おとした方ほうの紙かみを開ひらくと、それはお手て紙がみだった。




佐さ々さ木き理り花かさんへ

そらがムリ言いってごめんなさいね。

そらにもよく言いってあるけど、くれぐれも火ひのとりあつかいややけどには気きをつけて。

何なにかあったら、すぐに家うちまで言いいに来きてね。

どうぞよろしくおねがいします。


そらのママより









「かあちゃんも手て伝つだうって言いったんだけどさ、それだとかあちゃんが全ぜん部ぶ一人ひとりでやりそうじゃねえ？　修しゅ業ぎょうにならないから断ことわったんだ」

　わたしはそらくんに床ゆかに落おちていたもう一枚まいの紙かみを渡わたす。

「なんだろこれ……」

　開ひらくと、そこにはアルファベットと数すう字じがずらりと書かいてある。

　どうやら、レシピのノートの切きれはしのよう。文も字じもノートと同おなじ感かんじで書かいてある。

「エルエーシーアールイーエムイー……？　なんて読よむんだ？　エスユーシー……　70……読よみ方かたわかんねえ！　なんだろ、これ。なぞなぞ？　暗あん号ごう？」

　二人ふたりしてむずかしい顔かおをした。

　そらくんはしばらくカイドクしようとチャレンジしていたけれど、やがて「まったく、わかんねえ！」と言いってホワイトボードにくっつけた。

　だけど、わたしはじっとその文も字じをみつめる。気きになるから、後あとでこっそり調しらべてみようと思おもったのだ。




　手てを洗あらってエプロンを着つけ、三さん角かく巾きんをする。

　準じゅん備びをし終おわると、そらくんは「で？　わかったんだろ？」とたずねる。

　わたしがウズウズしていたから、昨日きのうの答こたえが出でたことには気きづいているみたいだ。

「あのね、この間あいだ学がっ校こうでサイダーの実じっ験けんやったでしょ。あれがヒントだったんだ！」

　じゃじゃーん、という音おとを口くちにしそうになる。

　そのくらいのハイテンションでわたしは魔ま法ほうの粉こな──重じゅう曹そうを差さし出だした。

「これを入いれて焼やくと、中なかで泡あわ──二に酸さん化か炭たん素そっていうガスなんだけど──が発はっ生せいして、中なかにすきまができるみたい。だからサクサクのクッキーになるんだって」

　実じっ験けんノートに書かいてあったことを伝つたえると、そらくんは目めを丸まるくする。

「さっそくリベンジしてみよう？」




　小こ麦むぎ粉こと砂さ糖とうとバター、それから重じゅう曹そうをていねいに量はかる。

　分ぶん量りょうはパパのパソコンで調しらべた。

　本ほん当とうはおじいちゃんに聞きくのが一いち番ばんなんだろうけど。それはムリだろうから、『重じゅう曹そうを使つかったサクサククッキー』で検けん索さくしたレシピで再さいチャレンジだ。

　バター[image: ]ｇグラムにグラニュー糖とう[image: ]ｇグラムを入いれて白しろっぽくなるまでまぜると、卵たまご１個こを溶といたものを練ねり込こむ。塩しおをひとつまみ。

　小こ麦むぎ粉こ[image: ]ｇグラムと重じゅう曹そう小こさじ２分ぶんの１をふるいにかけて、バターのはいっているボウルに入いれてさっくりまぜる。

　うーん。なんだかベトベトしてるけど大だい丈じょう夫ぶかな？

「次つぎは、生き地じを冷れい蔵ぞう庫こで最さい低ていでも三十分ぷん休やすませるって書かいてある」

「休やすませる？」

「置おいておくってことだろうけど、なんでだろ？」

「大たいしたことないって。早はやく焼やきたいから、とばそう！」

「え、でも、また失しっ敗ぱいするかもよ！」

「でも三十分ぷんかぁ……」

　そらくんはむうっと口くちを尖とがらせると、「おれちょっと素す振ぶりしてきてもいい？」と言いって庭にわに出でて行いった。

　生き地じを休やすませる理り由ゆう……わかんない。

　これもあとで調しらべてみようと思おもいながら、わたしはラップに包つつんだ生き地じを冷れい蔵ぞう庫こに入いれた。

　タイマーをセットする。

　待まち時じ間かん、30分ぷん。

　最さい低ていでもって書かいてあるってことは、本ほん当とうはもっと休やすませたほうがいいのかな。

　わたしはタイマーの残のこり時じ間かんを見みつめたあと、道どう具ぐをていねいに洗あらった。

　洗せん剤ざいをたくさん泡あわ立だてて、隅すみ々ずみまでしっかり洗あらう。

　洗あらい方かたはパパ仕じ込こみ。

　理り科かの実じっ験けん器き具ぐはきれいに洗あらって乾かわかしていないと、正ただしい実じっ験けん結けっ果かが出でないのだ。

　なんだか実じっ験けんみたいだな……と思おもった瞬しゅん間かん、手てが止とまった。

　いや、いやいやいや、実じっ験けんなんかじゃないよね!?

　だって、わたし、もう実じっ験けんなんかしないって決きめたんだもん……って、あれ？　わたし、昨日きのう実じっ験けん室しつにも入はいっちゃった!?

　いや、ちがう。うん、あれは、ちょっと調しらべ物ものをしに行いっただけだし。しかもお菓か子し作づくりに関かんすることだし！

　だけど……そらくんのおじいちゃんも『料りょう理りは科か学がく』って言いってたんだよね？　科か学がくって、理り科かのことだってパパは言いってた。つまり、これって理り科か実じっ験けんってこと？

　わたしはあわてて首くびをぶんぶんと横よこにふる。

　ちがうよ！　お菓か子し作づくり！　だって、ほら、この工こう房ぼうはどう見みても実じっ験けん室しつじゃないし、つかってるのも小こ麦むぎ粉こだし、バターだし、お砂さ糖とうだし！

　うん！　どう考かんがえても、これはりっぱなお料りょう理り！

　むくむくと湧わき上あがってくる不ふ安あんを、全ぜん部ぶたたきつぶしてしまう。

　ようやくホッとしたけれどすぐに、あれ？　とわたしは首くびをかしげた。

　……わたしなんでこんなに必ひっ死しで言いい訳わけしてるの？




　ぴぴぴ、とタイマーが鳴なってはっとする。

　音おとを聞ききつけたそらくんが飛とび込こんできて、すばやく手てを洗あらってエプロンを着つける。

　頭あたまの中なかのもやもやを吹ふき飛とばして、わたしは冷れい蔵ぞう庫この生き地じを取とり出だした。

　生き地じは冷れい蔵ぞう庫こに入いれる前まえと比くらべて、ベトベトが減へっている気きがした。

　あ、これなら手てにくっつかないかも。

「なんかちょっと固かたくなってるな」

「そっか、休やすませるのって丸まるめやすくするためなのかもね」

　生き地じを休やすませた理り由ゆうを考かんがえながら、二人ふたりで生き地じを切きり分わけてまんまるに丸まるめた。

　そしてオーブンの天てんパンに並ならべると[image: ]度どに温あたためておいたオーブンに入いれて、今こん度どは15分ふん。

「結けっ構こうかかるよなあ」

　そらくんが言いい、わたしはうなずいた。

　だけど、小こ麦むぎ粉こと砂さ糖とうとバター、重じゅう曹そうだけを食たべてもぜんぜんおいしくない。

　それをまぜて、焼やいて熱ねつを加くわえると、甘あまくておいしいお菓か子しになる。

　魔ま法ほうみたいだけど、そこにはちゃんと理り由ゆうがある。

　仕し組くみを知しりたいなって思おもうと、なんだかウズウズした。




　工こう房ぼうの中なかに甘あまいにおいがただよって、オーブンが焼やけたと合あい図ずをする。

　そらくんが、鍋なべつかみをした手てでそうっと天てんパンを出だして台だいに置おいた。

「うわああ」

　丸まるいクッキーがずらりと並ならんでいる。

　焼やく前まえはまんまるだったのに、おせんべいみたいに平ひらべったくなって、こんがりときつね色いろに焼やけていた。

　ごくんとのどが鳴なる。

「味あじ見みしよう」

　二人ふたりで一枚まいずつ食たべる。

　ドキドキしながらクッキーを口くちに入いれ、思おもわず目めが丸まるくなる。

　おじいちゃんのクッキーには届とどかないかもしれないけれど、サクサクと歯はざわりのいい、すごくおいしいクッキーだった。

　甘あまみが口くちの中なかに広ひろがるのと同どう時じに、鼻はなにバターの香かおりが広ひろがった。

　うわああ、おいしい！

[image: ]

「おれ、病びょう院いん行いってくる！」

　そらくんが大おお急いそぎでクッキーを紙かみ袋ぶくろに詰つめ込こむ。

　きれいに二つに分わけると、

「半はん分ぶんは佐さ々さ木きのとうちゃんに！」

　そう言いってわたしに一ひと袋ふくろをおしつけた。そらくんはエプロンを着つけたままで飛とび出だしていく。

　わたしはクッキーの袋ふくろをにぎりしめて、そっと祈いのる。

　このクッキーで、そらくんがおじいちゃんに認みとめてもらえますように、と。




　家いえに帰かえったらパパは復ふっ活かつしていた。

　持もち帰かえったわたしとそらくんのクッキーを食たべると、目めをうるませて、

「昨日きのうのもおいしかったけど、今日きょうのはもっと、もっと、ものすごくおいしい!!　二人ふたりとも天てん才さい！　お菓か子し屋やさん開ひらけそう！」

　と言いってくれた。

　だからきっとおじいちゃんもよろこんでくれただろうなって、わたしの心こころは温あたたかくなった。




　その晩ばん、わたしはパパのパソコンを借かりて調しらべ物ものをした。

　昼ひる間まわからなかったこと──クッキーの生き地じを休やすませる理り由ゆうが知しりたかったのだ。

「クッキー　生き地じ　休やすませる　理り由ゆう、っと」

　つぶやきながらキーボードをぽつりぽつりと叩たたいて文も字じを打うち込こんでいく。すると最さい初しょに開ひらいたページに書かいてある。





１　水すい分ぶんを全ぜん体たいになじませるため

２　生き地じを固かたくして型かた抜ぬきしやすくするため

３　味あじを生き地じによくなじませるため






「そっかあ。固かたくするのと、味あじを良よくするためなんだ……」

　自じ分ぶんで考かんがえた理り由ゆうの一つが合あっていたことにニンマリしてしまう。

　予よ想そうしたことと結けっ果かからいろいろと考かんがえるのは、クイズみたいですごく楽たのしい。もちろん正せい解かいだと嬉うれしいけど、不ふ正せい解かいでも新あたらしいことを知しることができて、別べつの楽たのしさがあった。

　つづけてわたしは本ほん棚だなから一冊さつの辞じ書しょを取とり出だした。

　背せ表びょう紙しには英えい和わ辞じ典てんと書かかれている。

　記き憶おくをたよりに、あのおじいちゃんのメモのカイドクに乗のり出だしたわたしだったけれど、すぐに音ねを上あげた。

　だって、つづりをまちがって覚おぼえてしまったのか、それともやっぱり暗あん号ごうだったのか、ぜんぜんのっていないんだもん。

　結けっ局きょく、あきらめてお布ふ団とんに行いく。

　あおむけになると、はあああ、と大おおきく息いきをついた。

　うん。メモの暗あん号ごうが解とけなかったのは残ざん念ねんだけど……なんだかすごく楽たのしい一いち日にちだったな。

　なんだか、ほら、昔むかしパパと一いっ緒しょに実じっ験けんをしていたときみたい……。

　わたしははっとする。いや、いやいや、だから、あれは実じっ験けんじゃないってば！　お菓か子し作づくりだもん！

「お菓か子し作づくり……だよね？」

　天てん井じょうに向むかってつぶやいてみるけれど、だれも答こたえてくれない。

　答こたえが出でないのが気き持もちわるくて、わたしは大おおきくため息いきをはいた。

　うん……どっちだとしても、もうそのお菓か子し作づくりも終おわりなんだけどね。きっとあのクッキーでそらくんはおじいちゃんの弟で子しにしてもらえるだろうし。そうしたら、『幻まぼろしの菓か子し』の作つくり方かただって教おしえてもらえるはず。

　目めを閉とじるとそらくんのキラキラした笑え顔がおが思おもい浮うかぶ。そして『佐さ々さ木きがいい』って言こと葉ばもよみがえる。

　それをむりやりに追おい払はらう。

　だって、わたしみたいな地じ味みな女じょ子しが、クラスのアイドルのそらくんとお菓か子し作づくりなんて、もう二に度どとないだろうし。

　うん、いい思おもい出でになったって思おもおう。そうしよう。じゃないと、明日あしたから戻もどってくる普ふ通つうの生せい活かつがつらいかもしれない。

　わたしは大おおきく深しん呼こ吸きゅうをすると、お布ふ団とんの中なかにもぐりこんだ。








６　さあ、リベンジだ！









　そうしていつも通どおりの日にち常じょうが戻もどってきたはずの、次つぎの日ひのこと。

「佐さ々さ木き！」

　そらくんが教きょう室しつで話はなしかけてきたものだから、わたしはものすごくおどろいた。

　だって、いままで学がっ校こうではほとんど話はなしたことがないんだよ!?

　だからかもしれないけど、みんなもおどろいた顔かおでわたしとそらくんを見みている。

「昨日きのうはありがとな！」

　そらくんはにっと笑わらうと、小ちいさな声こえで言いう。

「あ、えっと、うん」

　ドギマギしていると、ちょうど先せん生せいが入はいってきて朝あさの会かいがはじまった。

　わたしはホッとする。

　だけど、みんなのふしぎそうな目めはそのままで、とてもイゴコチが悪わるかった。

「理り花かちゃん、そらくんとなにかあったの？」

　後うしろの席せきの子こがこそっとたずねてくる。

　ごく普ふ通つうの質しつ問もんだと思おもう。

　わたしとそらくんの組くみ合あわせ、わたしでも不ふ自し然ぜんだと思おもうもん。だけど……。

『どうして理り花かちゃんなんかにそらくんが？』

　そんなふうに言いわれているような気きがしてチクチクと胸むねが痛いたかった。

　あれから言いわれたことはないけれど。『変かわってる』、『男おとこの子こみたい』のとげはいまだに心こころに刺ささったままだ。

「う、ううん、なんでもないよ」

　そう答こたえて前まえを向むいたけれど、ずるい、って言いわれてるような、キモチワルイ視し線せんが体からだにまとわりつく感かんじがした。




　その後あとも、そらくんは休やすみ時じ間かんごとに「話はなしをしたい」っていうオーラを出だしたけど、わたしはなんだか気きまずくて、そのたびにトイレに逃にげることにした。

　するとそらくんはあきらめたのか、それともともだちと遊あそびたかったのか、わたしに話はなしかけようとするのをやめてくれた。




[image: ]




　その日ひの放ほう課か後ご。

　家いえに向むかっててくてく進すすんでいくと、大おおきな桜さくらの木きが見みえてきた。もう花はなは全ぜん部ぶ散ちっちゃって、黄き緑みどり色いろの葉はっぱが力ちから強づよく生はえてきている。

　その角かどを左ひだりに行いくとわたしの家いえだ。だけど、いつもちょっと遠とお回まわりして、もう一本ぽん先さきの角かどで曲まがるんだ。

　わざと通とおらない道みち。そこには小ちいさな公こう園えんがあって、三年ねん生せいまでは近きん所じょの子こたちとよく遊あそんでいた。

　宝たから物ものを見みせあったのも、タマムシを逃にがしたのもその公こう園えん。だからなのかな。どうしても胸むねがチクリと痛いたむんだ。

　わたしは痛いたみを消けそうと右みぎの道みちを見みた。それはフルールへと続つづく道みちだ。見みるとどうしても昨日きのうのことが思おもい浮うかんだ。

　そらくん、どうしてるかな。

　ちらりと道みちをのぞき込こんだわたしは、目めが飛とび出でるかと思おもった。

「そ、そらくん!?」

　道みち沿ぞいの垣かき根ねに寄よりかかってそらくんがまちぶせていたのだ。

「……なあ、佐さ々さ木き。なんでおれを避さけてるわけ？」

　うわあ、そらくん、避さけてること、しっかり気きづいてた！　意い外がいにするどい！

「き、気きのせいだよ」

　わたしは大おおあわてで否ひ定ていする。そしてナットクしてなさそうなそらくんをごまかすために話はなしを変かえる。

「えっと、な、なに？　あ、おじいちゃん、退たい院いんした？」

「三みっ日か前まえに入にゅう院いんしたばっかりで、そんなわけあるかよ」

　なんだかフキゲンだ。

　避さけたことで怒おこらせちゃったのかな？

　と不ふ安あんになっていると、そらくんはイライラと言いった。

「じいちゃん、クッキー食たべて『まだまだまーだぜんぜんだめだな！』だって！　ムカつく～！　あれ、メッチャクチャうまかっただろ？　なっ!?」

「ええー!?　あれ、ほめてもらえなかったの？」

　わたしはびっくりした。

　だって、おいしかったし、なにより初はじめてつくったんだよ？

　上じょう出で来きだってほめてくれるものだと思おもってた。

　うちのパパなんて泣なきそうだったよ？

「じいちゃん、全ぜん部ぶ食たべたくせにさあ、おれが『このクッキーで、店みせを救すくう！』って言いったら『こんなもの出だされたら店みせがつぶれるから、さっさと退たい院いんするぞ』とか言いうんだぜ？　ムカつく～!!」

　ひどい！　と一いっ瞬しゅん思おもった。だけど、あれ？　さっさと退たい院いんするぞ──って。

　あ、そらくん、クッキーはちゃんと役やくに立たってるよ！

「『退たい院いんする』って言いってるってことは……おじいちゃん、元げん気きが出でたってことじゃないのかな？」

　そう言いうとそらくんははっとしたような顔かおになった。

「そっか！　そうだな！」

　そらくんは、ぱっと顔かおを輝かがやかせたあとすぐに首くびをかしげた。

「あれ？　じゃあおれ、上う手まくならないほうがいいってことか？」

　わたしは笑わらって首くびを横よこに振ふった。

「それはないよ。だって、全ぜん部ぶ食たべたんだよね？　おじいちゃんさ……たぶん、そらくんがお菓か子し作つくってくれたことがうれしかったんだよ。だから、元げん気きになったんだよ」

　きっとそうに決きまってるよ！

　わたしが笑わらうと、そらくんもうれしそうに笑わらった。

「じゃあ、もっと元げん気きになってもらわないとな！　次つぎこそは、うまいって言いってもらうんだからな！」

　そらくんのおじいちゃんへの気き持もちが伝つたわってきて、わたしはなんだかほっこりする。

　きっとおじいちゃんも、こんなそらくんを見みてたらよろこぶんじゃないかな？　まだまだがんばろうって思おもうんじゃないかな？　よかった！

　わたしがのんびり「がんばってね」と言いうと、そらくんはきょとんとした。

「何なに言いってんだ、佐さ々さ木きも手て伝つだってくれないと」

「え？」

　今こん度どはわたしがきょとんとする番ばんだった。

「佐さ々さ木きがいなかったら、あのクッキー、ゼッタイ作つくれなかったし！　手て伝つだってくれよ！　たのむ、この通とおり！」

「大おおげさだよ！　大たいしたことしてないし！　だ、だいたい、なんでわたし？」

　他ほかにお料りょう理り上じょう手ずな女おんなの子こがたくさんいると思おもうんだけど。

　手てを合あわせて拝おがまれてあわあわするわたしに、そらくんはマジメな顔かおになって言いった。

「佐さ々さ木きがおれのこと笑わらわなかったからだよ」

「え……？」

「おれが菓か子し作づくりしてるって知しると、だいたいのヤツが『変へん』って言いうんだよな。『女じょ子しみたい』で似に合あわないって。だから面めん倒どうになってさ。だれにも言いわないようにしてたんだ。だけど佐さ々さ木きは否ひ定ていしてくれたろ？　『変へん』じゃないって。おれ、あのとき、メッチャクチャ嬉うれしかったんだよな！」

　にっと笑わらうそらくんにどきんとする。そして急きゅうに親したしみを感かんじた。だって、そらくんもわたしと同おなじ。『女じょ子しみたい』、『変へん』って言いわれて傷きずついている。わたしとはぜんぜんちがうって思おもってたのに。

　それなら……力ちからになってあげたいな。

　うなずきかけたけど、一いっ瞬しゅんためらった。

「で、でも……わたし」

　学がっ校こうでのことを思おもい出だしたからだ。

　あんなふうに話はなしかけられちゃったら、みんなになんて言いわれるかわからないし！

「あれ？　理り花か？」

　その声こえに、わたしはぎょっとする。あわてて振ふり向むくとパパだった。大だい学がくで授じゅ業ぎょうがないときはたまに早はやく帰かえってくるんだ。

「あ、広ひろ瀬せくんも！　昨日きのうはクッキーありがとう！　いやあ、娘むすめの手て作づくりクッキーが食たべられるなんて幸しあわせで涙なみだが出でちゃったよ」

　パパ！　ちょっとは親おやばかを隠かくして！　恥はずかしいってば！

　だけどそらくんは笑わらったりせずに、

「手て伝つだってもらったお礼れいです。すごく助たすかったんです。また作つくったら食たべてください！　次つぎはケーキにする予よ定ていなんです！　なっ？」

　と目めをキラキラさせている。

　ケーキ!?　ムズカシすぎない!?

　そ、それに、いつの間まにかわたしも作つくる予よ定ていになってる!?

「ケーキだって!?　理り花か？　そうなのか？」

　パパの目めは、期き待たいでギラギラしている。

　う、うわあ、これは、断ことわったらパパがあばれちゃうかも！

「え、ええと……うん」

　わたしは二人ふたりのキラキラとギラギラの目めのハクリョクに、ついうなずいてしまった。すると、二人ふたりともにっこり笑わらった。

「楽たのしみにしてるよ！　あと、広ひろ瀬せくん、理り花かと仲なか良よくしてくれてありがとう！」

　パパが嬉うれしそうに家いえの方ほうに歩あるいていく。

　そらくんは「じゃあ、佐さ々さ木き、行いこうか」と右みぎの道みち──フルールの方ほうを指ゆびさした。

「今こん度どこそ、じいちゃんに合ごう格かくもらえるように、特とっ訓くんだ！」








７　ホットケーキで猛もう特とっ訓くん









「そらくん、考かんがえ直なおして。どう考かんがえてもムリだよ」

　家うちにランドセルを置おいてからフルールに行いくと、そらくんは準じゅん備びにとりかかっていた。そんなそらくんに、わたしは説せっ得とくをはじめる。

　もちろん気き持もちはわかるよ？

　早はやく上じょう達たつして、おじいちゃんの弟で子しになりたいって。大だい事じなお店みせを守まもりたいって！

　だけどね。

　だからって、急きゅうにケーキは作つくれないと思おもうんだ！

　カンタンって言いわれているクッキーでもあれだけ手てごわかったんだから。

「大だい丈じょう夫ぶだって！　カンタンなケーキだってあるだろ？」

　そらくんは言いうけれど、カンタンなケーキなんて聞きいたことない！

　わたしはそらくんをどうナットクさせようかと考かんがえる。

　だけど、そらくんが自じ信しん満まん々まんで提てい案あんしたのは、わたしもよく知しっているケーキだった。

「ホットケーキだ！」

　そらくんは胸むねを張はった。

「ふわふわのホットケーキ、今いま、専せん門もん店てんができるくらいに人にん気きだし、クリームをのせたりしたら普ふ通つうのケーキくらいにおいしいんだ。じいちゃんに一いっ回かい作つくってもらったらメチャクチャおいしかった」

「……いいと思おもう！」

　ホットケーキなら、なんだかできそうな気きがした。だってママがたまに作つくってくれるから。

　だけど……ふと不ふ安あんになった。

「たしか、ホットケーキミックスっていうのがあるよね」

　ママはいつも市し販はんのミックスを使つかっている。

　卵たまごと牛ぎゅう乳にゅうとそれをまぜて焼やくだけというものだ。

　だから何なにが入はいっているのかはよく知しらないんだけど、そんなのケーキ屋やさんで使つかうかな？

「そんなものはここにはない。なんたってケーキ屋やだからな。ミックスにはたよらない！」

　やっぱり！　イヤな予よ感かんは当あたってしまう。でも、そらくんは誇ほこらしげだ。

「じゃあ、作つくり方かたは？」

「じいちゃんの頭あたまの中なか」

　またか！　わたしはため息いきをつく。

　するとそらくんは苦にが笑わらいをして「ちょっとまってて」とタブレットを取とり出だす。

「今日きょうはまだ一いっ回かいも使つかってないから、時じ間かんはたっぷりあるんだ」

　そらくんはにっと笑わらうとタブレットを操そう作さし始はじめる。慣なれた感かんじだった。

「えーと。ホットケーキ、ミックスなし、っと」

　検けん索さくすると、ホットケーキの作つくり方かたが出でてきてホッとする。

　うん。このレシピ、ミックスは使つかっていない。

「小こ麦むぎ粉こと砂さ糖とうとベーキングパウダー、それから卵たまごと牛ぎゅう乳にゅう」

　材ざい料りょうをそらくんが探さがすとすぐに見みつかった。だけど、

「ベーキングパウダーってなんだろ？」

　ベーキングパウダーの缶かんを見みながらそらくんは首くびをかしげた。

　もう一いち度どタブレットを使つかってベーキングパウダーを調しらべる。すると説せつ明めい書がきがあった。

　それを読よみながらわたしはつぶやいた。

「重じゅう曹そうのことみたい」

「呼よび名なのちがいかな、英えい語ごだとそうとか？」

　わたしは説せつ明めいを読よみ進すすめる。

「えーっと、……ああ、入はいってるものがちょっとちがうみたい」

　そこには泡あわの発はっ生せいを助たすける成せい分ぶんが入はいっていると書かいてあった。

　それを見みたわたしは、なにか役やくに立たつかもと思おもって持もってきていた実じっ験けんノートを開ひらく。

　なんだか見み覚おぼえのある言こと葉ばがあった気きがしたのだ。

　そうだ。たしか、サイダーの実じっ験けんのページ！

『熱ねつを加くわえることや、泡あわの発はっ生せいを助たすける成せい分ぶんをまぜることで、ものをふくらませるという作さ用ようがあります』

　続つづきにはこう書かいてある。

『泡あわの発はっ生せいを助たすける成せい分ぶんをまぜると、熱ねつを加くわえるだけより、たくさんふくらみます』

　サイダーを作つくったとき、重じゅう曹そうとレモン果か汁じゅうをまぜると、すぐにシュワシュワとした泡あわがたくさん出でた。つまり、レモン果か汁じゅうが泡あわの発はっ生せいを助たすける成せい分ぶんってことかな。

　でも、重じゅう曹そうを使つかったクッキーの材ざい料りょうにはレモン果か汁じゅうみたいなものは入はいっていなかったよね？　まぜてるときに泡あわも出でなかったし。

　ってことは、あれは『熱ねつ』でできた泡あわをつかったんだ。

　クッキーは『サクサク』でふんわりふくらんでないから、きっと焼やいたときの『熱ねつ』で出でた泡あわくらいでちょうどよかったんだと思おもう。

　でも、今こん度どのホットケーキは『ふわふわ』でいっぱいふくらませないといけない。

　だからサイダーみたいにたくさん泡あわが出でるように、発はっ生せいを助たすける成せい分ぶんが入はいったベーキングパウダーを使つかうんだ、きっと。

　おんなじ重じゅう曹そうを使つかうにしても、いろんな使つかい道みちがあるんだな……。

「ベーキングパウダーには泡あわをたくさん出だすものが一いっ緒しょに入はいってるんだ。だからふわふわのお菓か子しにはこっちを使つかうみたい」

　考かんがえたことをまとめて口くちにすると、

「へえ……なるほど……っていうか佐さ々さ木き、やっぱすげえな」

　そらくんは感かん心しんしたようにわたしを見みる。大おおきな目めがキラキラしていてまぶしいくらいだった。

「そ、そんなことないよ」

　なんだか恥はずかしくて、わたしは作さ業ぎょうをしてごまかした。

　小こ麦むぎ粉こ80ｇグラム、ベーキングパウダー３ｇグラム、砂さ糖とう20ｇグラム。

　卵たまごが１個こに牛ぎゅう乳にゅう60mlミリリットル。

　二人ふたりで書かかれている量りょうを正せい確かくに量はかる。そしてボウルに入いれてまぜていく。

「さあ、焼やこう！」

　そらくんはさっそく言いった。

　ええと──とわたしは次つぎにどうするのかをたしかめるため、タブレットの説せつ明めいに目めを落おとす。

「フライパンを熱ねっして油あぶらをひいて」

　順じゅんに読よむと、ふむふむとそらくんがフライパンをコンロの上うえにのせて、火ひをつけた。

　ちちちち、と音おとがしてぼっと青あおい火ひがつく。

「あっ、そらくん、火ひ、大おおきすぎるかも」

「早はやく焼やけたほうがいいだろ」

　そらくんってちょっとせっかちかも！

「こげちゃうよ」

「そっか」

　だけど素す直なおなんだよね。だから憎にくめないなって思おもう。

　そういうそらくんだからみんな、そらくんを好すきなんだろうな……。

　わたしもそういうところがいいなって思おもうし……。

　と考かんがえかけたわたしは一いっ瞬しゅんで真まっ赤かになる。

　な、なに考かんがえてるのわたし！

　一人ひとりでドキドキしている間あいだに、そらくんは油あぶらをたらして、すぐに生き地じを鉄てつのフライパンに広ひろげてしまった。

　ちょっとまって！　そこはまだ説せつ明めいしてないよ！

「そらくん！　ちょっとまって！　まだ油あぶらが広ひろがってなかったよ!?」

「そっか？」

　そらくんは全まったく気きにしない。

　わあ、そらくんっておおざっぱ!!

　たしか油あぶらって、フライパンに材ざい料りょうがくっつかないようにするために入いれるんじゃなかったっけ!?　ママがそれでよくフライパンをこがしちゃってた気きがする！

　イヤな予よ感かんがするわたしの前まえで、さらにそらくんはホットケーキをフライ返がえしでひっくり返かえそうとする。

　ちょ、ちょっとまって！　まだ入いれたばっかりでドロドロだよ!?

「そ、そらくん！　まだ早はやいと思おもうよ！　表ひょう面めんがプツプツしてきてからって書かいてある！」

　そう言いうとそらくんはピタッと手てを止とめた。

　なんとかブレーキ成せい功こう！

　だけど、そらくんはじれた様よう子すだ。

「なかなか焼やけないな……」

　じっとタイマーを見みつめていたけれど、やがてがまんできないとでも言いうようにそっと火ひを大おおきくした。

「これ、火ひが弱よわすぎるんじゃないかな」

「だめだよ。そらくん、弱よわ火びって書かいてあるし！」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ！　ちょっとだけだし」

　そう言いうとそらくんはさらに火ひを強つよめる。不ふ安あんだけど、どのくらいの大おおきさが弱よわ火びなのかとかはどこにも書かいていなかった。

　見みているとだんだんぽつぽつができて表ひょう面めんが乾かわいてきた。ん……、なんだかこげくさい？

「そろそろいいかな」

　そう言いうと、フライ返がえしでそらくんは、えいやっと思おもいきりひっくり返かえした。

　だけど生き地じがフライパンにこびりついていて、半はん分ぶんはうまくはがれなかった。上うえの生なま焼やけの部ぶ分ぶんだけがフライ返がえしにくっついた。

　あああ、やっぱり！　油あぶらがないところに生き地じがくっついちゃったんだ！

「うわ、くっついた！　なんで!?」

　そらくんはそれをごりごりとむりやりにはがしてひっくり返かえした。

　焼やけた面めんを見みると、こげ茶ちゃ色いろになっている。

　あ、やっぱりちょっと色いろがつきすぎてる！

　そらくんは「やっべえ、ちょっとこげた」と言いいながらフライ返がえしで形かたちを整ととのえた。

　半はん分ぶんにやぶれたケーキの間あいだからどろっと生なま焼やけの生き地じがのぞいている。

　ああ、なんかこれ、どう見みても失しっ敗ぱいっぽいんだけど……！

「あれっ、なんか焼やけてない？」

　だけどそらくんはあきらめない。ドロドロの部ぶ分ぶんをフライ返がえしでぎゅうぎゅうとフライパンに押おし付つけはじめた。

　ハラハラと見み守まもるわたしの前まえで、そらくんはさらに火ひを強つよめた。

　あああああ、なんかもうこれはトドメかも！

　そして。イヤな予よ感かんは見み事ごとに的てき中ちゅうしてしまう。

「ああ………」

　表ひょう面めんは真まっ黒くろ。中なかはベチョベチョで生なま焼やけのホットケーキができてしまったんだ。




「これじゃあ、とてもじゃないけど、じいちゃんのところに行いけないな……っておれ、やっぱり向むいてないのかも。『幻まぼろしの菓か子し』どころじゃないよな」

　ケーキを前まえに、そらくんががっくりと肩かたを落おとしている。

　一いっ緒しょに落おち込こみたい気き分ぶんだったけれど、わたしまで落おち込こんじゃったら、そこで修しゅ業ぎょうは終おわっちゃう。

　こんな、失しっ敗ぱいの原げん因いんもわからない中ちゅう途と半はん端ぱな終おわりは、ゼッタイ、イヤだ。

　胸むねの奥おくでメラメラと気き持もちが燃もえ上あがる。

「……失しっ敗ぱいした理り由ゆうを考かんがえてみたらいいかも」

「理り由ゆう？」

「手て順じゅん、ちがったところがあったよね」

「んー？　そうだっけ？　佐さ々さ木きの説せつ明めいのとおりだったと思おもうけど」

　どうも覚おぼえがないようだ。

　わたしは思おもい出だしながら口くちを開ひらく。

「まずフライパンに油あぶらが広ひろがる前まえに生き地じを入いれたよね？　だからくっついたんだと思おもう」

「……」

　むう、とそらくんはむずかしい顔かおをした。

「それから、火ひ加か減げん。強つよ火びだったからこげちゃったんだよ」

「……オーブンだと温おん度ど設せっ定ていできるんだけどなあ」

「弱よわ火びと中ちゅう火びと強つよ火びがあるみたいだから、気きをつけよう？　弱よわ火びって書かいてあるから、たぶんじっくり焼やけばちゃんとできるはずだし、まだ材ざい料りょうは残のこってるから、もう一いっ回かいやってみようよ？　わたしも今こん度どは先さきにじっくりレシピ読よんでから、前まえもって説せつ明めいするね」

　励はげますと、そらくんはにっと笑わらった。

「そうだな。まだ材ざい料りょうはあるし……今こん度どこそうまく作つくってみせる！」

　そらくんの切きり替かえの速はやさがうらやましい。

　ふと思おもい出だした。

　そらくんが運うん動どう会かいのリレーで転ころんだときのこと。

　そらくんが起おき上あがったときには、他ほかの子こはずいぶん先さきに行いってしまってて、ゼッタイゼツメイってみんな思おもってた。

　だけどそらくんだけは、負まけるもんかって、顔かおを上あげてぐいぐいと走はしり出だして。最さい後ごには前まえを走はしる子こに追おいついた。

　あのときのそらくん、すごくかっこよかったんだ。

「佐さ々さ木き？」

　不ふ思し議ぎそうに呼よばれてハッとした。

　ちょっと見みとれてしまっていたみたい。恥はずかしくなったわたしはあわてて言いった。

「え、えっと、じゃあ最さい初しょから！」

　手て順じゅんは最さい初しょに戻もどる。材ざい料りょうを量はかるところからだ。

　そらくんが計けい量りょうカップを手てに持もって牛ぎゅう乳にゅうを量はかり始はじめたので、わたしはその間あいだに卵たまごを割わることにする。

　さっきそらくんがすごくカンタンにやってたから、できるかなって思おもったんだ。

　でも、ドキドキだ。わたし、家いえでのお手て伝つだいはあんまりしてなくって、せいぜい、野や菜さいを洗あらったりするくらいなんだ。

　真ま似ねして、コンコン、と恐おそる恐おそる卵たまごをテーブルに打うち付つけると、小ちいさなヒビが入はいった。

　え、えっと。これを……半はん分ぶんにする感かんじ？

　指ゆびに力ちからを入いれると、卵たまごの殻からがぐしゃっとつぶれる。

「わっ」

　殻からが入はいっちゃう！　あわてると、そらくんがわたしの手ての中なかのつぶれた卵たまごをとった。

「思おもい切きってやるのがコツかも。ヒビを入いれるときも、割わるときも」

　つぶれた面めんを上うえにすると、そらくんは割われ目めに両りょう手ての親おや指ゆびを当あてる。そして殻からをぱかっと左さ右ゆうにかるく開ひらく。すると、ボウルの中なかに卵たまごがするんと流ながれ落おちた。

「そ、そらくん、上じょう手ずだね……」

「おれもよくつぶしてたんだけどさ。かなり練れん習しゅうしたんだ」

　そらくんはにっと笑わらう。
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　自じ主しゅ練れんしてるってそういえば言いってた。こういう練れん習しゅうだったんだ。

　すごい！　かっこいい……！

　感かん心しんしながら、さらに砂さ糖とうと牛ぎゅう乳にゅうと粉こなを入いれてかきまぜる。

　いち、に、さん、し。

　ときどき粉こなが飛とび散ちる様よう子すを見みていると、ふと思おもい出だした。

　昔むかしパパに読よんでもらったなあ、《しろくまちゃんのほっとけーき》っていう絵え本ほん。

　思おもい出だしながら、10回かいまぜるとだんだん粉こなが卵たまごと牛ぎゅう乳にゅうと溶とけ合あった。

　20回かいで、クリームみたいになってくるけれど、まだ小こ麦むぎ粉このカタマリが残のこっている。

　あー、ボウルは重おもいし……なんだかうでが疲つかれてきちゃったよ！

　でも、あとちょっと！　……と30回かいまぜたら、やっとカタマリがほとんど溶とけてなくなった。

「じゃあ火ひ加か減げんに注ちゅう意いして……」

　油あぶらをひいてぬれぶきんで冷さましたフライパンに、お玉たまを使つかって生き地じを流ながし込こむ。

　まあるいクリーム色いろの円えんができる。

　じっくり、じっくり、とわたしとそらくんは静しずかにまつ。

　するとぽつぽつと泡あわが表ひょう面めんに浮うかんできた。

　頭あたまの中なかにまた絵え本ほんの絵えが思おもい浮うかぶ。

　あざやかなオレンジ色いろの表ひょう紙しで、中なかではしろくまの親おや子こがホットケーキを焼やいている。

「ねえ、『しろくまちゃんのほっとけーき』って本ほん、知しってる？」

　わたしがたずねると、そらくんはうなずいた。

「じいちゃんが読よんでくれたんだよな。あれと、あとは『ぐりとぐら』のカステラのおかげで、菓か子しを作つくりたくてしょうがなくってさ。けどじいちゃん、まだ早はやいって手て伝つだいさせてくれなかったんだ。でも、メッチャうまかった……なんか思おもい出だしたら早はやく食たべたくなってきたな」

　ぽつぽつがたくさんできてきたところでひっくり返かえすと書かいてある。

　だけどまだ表ひょう面めんは生なま焼やけでどろっとしている。

「これ、ひっくり返かえすのってむずかしいよね……」

　さっきの失しっ敗ぱいを思おもい出だしてしまう。

　びくびくしていたけど、

「次つぎはうまくいく。まかせとけって！」

　そう言いうとそらくんはフライ返がえしをかまえて、ケーキの下したに差さし込こんだ。

「たしか、じいちゃんは、こうやって……っと」

　そしてフライ返がえしをふわっと持もち上あげるようにすると、そのままくるりと半はん回かい転てん。

「えいっ」

　ホットケーキはきれいに裏うら返がえって、ちゃんと焦こげ目めが上うえにきた。

「すごい！　上じょう手ず！」

　思おもわず言いうと、「じいちゃんの見みてたからだな！」とそらくんは得とく意いそうだ。

　でも、そういうのって見みてただけでできるものなの!?　じつはすごく才さい能のうあるんじゃないかなって思おもう。

「これから２分ふんくらい弱よわ火びで焼やいたらいいみたい」

　タイマーをかけるとあとはまつだけ。

　ようやくちょっと肩かたの力ちからがぬけた。

　そしてタイマーが鳴なり、わたしとそらくんはお皿さらにケーキをのせる。

　見みた目めは、さっきとは比くらべ物ものにならないくらいにおいしそう。

　きっと大だい丈じょう夫ぶだ！

　期き待たいに胸むねをふくらませ、わたしたちは一ひと口くちずつ一いっ緒しょに口くちに入いれた。


「おいし、い？」

「おいしいよね！」



　二人ふたりで顔かおを見み合あわせる。口くちの中なかが甘あまいにおいでいっぱいになる。

　うん、今こん度どはちゃんとホットケーキの味あじがする！

　あんまりおいしくて、あとちょうどおやつタイムでお腹なかが空すいていたのもあって、ほとんど食たべてしまったあと、

「よし！　じゃあ次つぎこそ、じいちゃんに持もっていくやつ、作つくろーぜ！」

　そらくんははりきって、ボウルに入いれた材ざい料りょうをぐりぐりと勢いきおいよくかきまぜる。わたしとちがってすごく速はやいし、手て首くびを上じょう手ずに使つかっているかんじで、なんだかプロっぽいと思おもった。

　[image: ]回かいはゼッタイ超こえているのに、ぜんぜん疲つかれた様よう子すがない。

　すごい。わたし20回かいで疲つかれちゃったのに！　これも自じ主しゅ練れんしてるってことなのかな？

　そらくんがわたしが感かん心しんするくらいたくさんまぜると、だんだん生き地じがもったりとしてきた。

　わたしは生き地じをさっきと同おなじようにフライパンに流ながし込こんだ。

　同おなじように焼やいてみる。

　弱よわ火びで表ひょう面めんにポツポツができるまでまって、ひっくり返かえす。

　だけど……あれ？

「…………ふくらまない？」

　裏うらを焼やいていても、同おなじだった。

　さっきのケーキよりずいぶんぺったんこなケーキに仕し上あがってしまった。ケーキっていうより、おせんべいっぽい形かたちだ。

「味あじはおいしいかも！」

　不ふ安あんそうなそらくんを励はげますように切きり分わける。そしてそらくんと一いっ緒しょに口くちに入いれた。

　だけど、

「さっきとちがう……固かたい……もそもそしてる……え、なんで……？」

　そらくんがぼうぜんと言いい、わたしも眉まゆをひそめてだまりこむ。

　というのもケーキが固かたくて、のどに詰つまる感かんじで、なかなか飲のみ込こめなかったんだ。

「なにが、悪わるかった？　さっきとおんなじだっただろ!?　……うわあ……さっきのじいちゃんに持もっていけばよかった」

　がっくりと肩かたを落おとしたそらくんをどう励はげまそうと思おもっていると、外そとでチャイムが鳴なった。七ななつの子このメロディは、日ひが暮くれたから帰かえりなさいっていう合あい図ずだった。

　ああ、でも、このままのそらくんを置おいて行いきたくない！

「そらくん、元げん気きだして」

　必ひっ死しで励はげますと、そらくんが顔かおを少すこしだけ上あげる。その顔かおはまだ曇くもり空ぞら。だけど、わたしには、そらくんが上うえを見みて、立たち上あがろうとしているように見みえた。

　うん。もうちょっとだ、もうちょっとでまた立たち上あがってくれる気きがする！　笑わらってくれる気きがする！　あのリレーのときみたいに！

「失しっ敗ぱいは成せい功こうの元もとだよ。もう一いっ回かい、挑ちょう戦せんしよう？」

　そらくんの口くち元もとにふっ、と小ちいさな笑えみが浮うかんだ。

　ああ、やっぱり！

「そうだな！　……でも──挑ちょう戦せんって、なにをどうやって？」

「手て順じゅんにまだおかしなところがあったんだと思おもう。だから、もう一いっ回かい《ケンショウ》だよ」

　実じっ験けんが失しっ敗ぱいするとパパはよくそう言いったのだった。

　そしてさらに言いった。

　まちがいから新あたらしい発はっ見けんがあるんだって。

　そらくんの笑え顔がおをもっと大おおきくしたくて、思おもわず力ちからが入はいると、

「ケンショウって、なんかむずかしい言こと葉ば使つかうんだな」

　そらくんが言いって、わたしははっとした。

　ああ！　変へんなやつって思おもわれる！

　だけどそらくんは「はははっ」と、いつものように晴はれた青あお空ぞらみたいに笑わらって言いったんだ。

「佐さ々さ木きって、面おも白しろいな！」

　面おも白しろい？　初はじめて言いわれたかも。もしかしたらバカにされるかもって構かまえていたから、ちょっとびっくりする。

「そ、そうかな？」

　そらくんはうなずくと「あと、強つよいな。……ありがと」と少すこし照てれたように笑わらう。

　強つよい？　それも初はじめて言いわれたし、強つよいのはそらくんの方ほうだと思おもってたからおどろく。

　なんだか気き恥はずかしくなりながらも、そらくんの笑え顔がおがもどったことに、わたしはすごくホッとした。
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８　ものを比くらべる方ほう法ほう









　一回かい目めの黒くろこげケーキと、二回かい目めの成せい功こうしたケーキのかけら、最さい後ごの固かたいケーキを半はん分ぶん。

　それぞれ持もち帰かえったわたしは、お皿さらの上うえにのせてじっと見みつめてため息いきをついた。

「何なにがおかしかったのかなあ」

　一回かい目めの失しっ敗ぱいは、火ひ加か減げんがだめだったのは明あきらかだったけど、問もん題だいは三回かい目めだ。

　おんなじように作つくったのにどうして失しっ敗ぱいしたのか、まるでわからなかった。

「理り花か、どうしたの？」

　ママがふしぎそうにたずねる。

「そらくんとホットケーキを作つくったんだけど、どうして失しっ敗ぱいしたのかわかんないの。ママ、わかる？」

「ママにわかるわけないわよ～！」

　ママはカラッと笑わらって言いった。そこ、胸むねを張はって言いうところじゃないと思おもうんだけどな！

「パパは？」

「今日きょうは遅おそくなるって」

「えぇ？」

　返かえってきた言こと葉ばにがっかりする。

「メールでも書かいてみたら？」

　ママに言いわれてノートパソコンを開ひらいた。パパはわたしがいつでも使つかえるようにしてくれているのだ。

『ホットケーキが固かたくなるのはどうして？』

　というタイトルでメールを書かき始はじめる。

　ちゃんと説せつ明めいをしないとパパも意い味みがわからないだろうな。そう思おもって、今日きょうあった出で来き事ごとをカンタンに書かいてみる。

　黒くろこげのホットケーキ。成せい功こうしたホットケーキ。そしてなぜか失しっ敗ぱいしたホットケーキ。

　手て順じゅんは黒くろこげのケーキ以い外がいはまちがっていないはずなのに、ぜんぜんちがうケーキができてしまったこと。

　メールを書かき終おわると送そう信しんする。

　ぱたん、とノートパソコンを閉とじると、ママが待まっていたように声こえをかけた。

「理り花か、夕ゆうご飯はんは焼やきそばにするから、もやし洗あらって！　根ねっこを取とって！」

　ええー、メンドウクサイ──って言こと葉ばをのみこむ。今日きょうのそらくんを見みたら、もうちょっとお手て伝つだい、がんばろうかなって思おもっちゃったんだ。

　だってあんなにきれいに卵たまごを割われたら、かっこいいよね!?

「……はぁい！」

　そう返へん事じをすると、ママは目めを丸まるくした。

「あら、いい返へん事じ！」

　キッチンに行いってザルに入いれたもやしを洗あらう。

　もやしの根ねっこを取とったほうがおいしくなるらしいけど、面めん倒どうくさがりやのママはあんまりやりたがらないのだ。

　って、わたしもそんなに好すきじゃないけど……がんばらなくっちゃ！

　ぷつぷつと根ねっこを取とっていると、ふと思おもい出だす。

　そういえばパパともやしを育そだてたことがあったなって。

　暗くらいところと明あかるいところで育そだててチガイを調しらべたんだけど、暗くらいところじゃないと『もやし』みたいにならなかったんだ。

　原げん因いんは太たい陽ようの光ひかり。光ひかりが当あたると、葉はっぱが緑みどり色いろになって伸のびすぎちゃう……って……あれ？

　そのときのことを思おもい出だしたわたしは、あることをひらめいた。

「そうだ！　チガイを調しらべるためには比くらべるんだ！」

　わたしは超ちょう特とっ急きゅうで残のこりのもやしの根ねっこを取とると、自じ分ぶんの部へ屋やに行いく。

　そして実じっ験けんノートを開ひらいた。もやしの実じっ験けんのところを開ひらくと、表ひょうがかいてあった。

「表ひょう！」

　そうだ、比くらべるときには表ひょうをかく！　パパが言いってた！

　わたしはそのまま勉べん強きょう机づくえの椅い子すに座すわるとノートをめくる。そして真まっ白しろなページを見みつけると、一いち番ばん上うえに鉛えん筆ぴつで「ホットケーキが固かたくなるのはなんで？」とタイトルを書かく。

　そして少すこし考かんがえてから、タイトルの下したに『手て順じゅん』、『一回かい目め』、『二回かい目め』、『三回かい目め』、『ちがい』と書かいた。

　うーん、だけど一回かい目めは明あきらかな失しっ敗ぱいだったから、まぜるとわかりにくくなるかも。

　そう思おもったわたしは一回かい目めの文も字じを消けす。今いま調しらべなければいけないのは『二回かい目め』と『三回かい目め』のチガイだから。

　定じょう規ぎを使つかって間あいだに三本ぼんのたて線せんを引ひいていく。

　すると四列れつの表ひょうができあがった。

　手て順じゅんの欄らんにホットケーキの作つくり方かたを一ひとつ一ひとつ書かき込こんでいく。

　まず『分ぶん量りょうを量はかる』。量はかったのはそらくんだけど量りょうはわたしもいっしょに確かく認にんした。

『二回かい目め』、『三回かい目め』の欄らんに「そらくん、理り花か」、『ちがい』に「なし」と書かき込こむ。

　次つぎは『材ざい料りょうをまぜる』。『二回かい目め』には「理り花か」。『三回かい目め』の欄らんには「そらくん」と書かいたとたん、はっとした。

「あ！」
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　全ぜん部ぶおんなじだって思おもってたけど、ここはちがう！

　興こう奮ふんしながら、そのまま次つぎの手て順じゅんで表ひょうを埋うめていく。

　だけどあとの手て順じゅんにチガイはない。わたしは『そらくん』という文も字じを指ゆび差さした。

「ってことは……ケーキが固かたくなったのってこれのせい？」
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　次つぎの日ひ、わたしは少すこし早はやめに学がっ校こうに行いくと、そらくんの靴くつ箱ばこにこっそりと手て紙がみを入いれた。




『失しっ敗ぱいの原げん因いんについて気きづいたことがあるんだけど、学がっ校こうじゃ話はなしづらいから、今日きょうの放ほう課か後ご、フルールに行いって大だい丈じょう夫ぶかな？　佐さ々さ木き理り花か』




　なんだかすごく大だい胆たんなことをしている気き分ぶんだった。靴くつ箱ばこに手て紙がみとかって、な、なんていうか、ら、ラブレターみたいだし！

　だけど直ちょく接せつ話はなしかけるのはやっぱり人ひとの目めが気きになってしまうんだ。

　ドキドキしながらそらくんの登とう校こうをまつ。そらくんは気きづいたらしく、わたしを見みると大おおきくうなずいた。

　ホッとしたわたしは放ほう課か後ごをまってフルールへと向むかった。

　そらくんはすでに準じゅん備び完かん了りょうしていた。早はやく早はやくと急せかされてわたしはエプロンを着つけた。

「あのね、昨日きのうとおんなじように作つくってみようと思おもうんだ」

「え、答こたえわかったんじゃないの？」

　そらくんはじれた様よう子すだ。だけどわたしは首くびを横よこに振ふった。

「まだわたしがそうじゃないかなって予よ想そうしているだけ。だからちゃんと正せい解かいかどうかたしかめたいんだ」

「《ケンショウ》ってやつか」

　そらくんは苦にが笑わらいしながらも「わかった」とうなずいた。

「じゃあやるか」

　まず道どう具ぐを用よう意いする。ボウルに泡あわ立だて器き、秤はかりに計けい量りょうスプーン。それからフライパンとフライ返がえしをそれぞれ二つずつ。

　二つずつにしたのは、一いっ緒しょにやったほうがチガイがわかりやすいからだ。

　それから昨日きのうと同おなじように小こ麦むぎ粉こ、砂さ糖とう、ベーキングパウダー、牛ぎゅう乳にゅうを量はかる。

「まず、量はかった粉こな類るいをまぜ合あわせて、ふるいにかける。そして、卵たまごと砂さ糖とうと牛ぎゅう乳にゅうとまぜるんだけど……」

　わたしはそらくんに、同おなじ材ざい料りょうの入はいったボウルを手て渡わたしながら言いった。

「今日きょうは比くらべるために、同どう時じにまぜてみたいんだ。昨日きのうと同おなじくらいでお願ねがいできる？」

　そらくんはうなずくと泡あわ立だて器きを構かまえた。

「せーの！」

　そらくんはすごくきれいな手て付つきで、生き地じをまぜている。

　だけどわたしはやっぱり途と中ちゅうで疲つかれちゃって、粉こなが溶とけて消きえるくらいで手てを止とめた。

　昨日きのうと同おなじくらいで、30回かいがせいいっぱい。

「おれ、[image: ]回かいまぜた！」

　おでこに汗あせをかいて、自じ信しん満まん々まんなドヤ顔がおをするそらくん。

　わたしの回かい数すうとそらくんの回かい数すうを次つぎのページに書かき込こむ。

　三列れつの表ひょうを作つくり、一いち番ばん上うえの列れつには『作つくる人ひと』『そら』『理り花か』、二列れつ目めは『まぜる回かい数すう』『[image: ]』『30』と書かいた。

「じゃあ次つぎ。焼やくぞ～！」

　そらくんが張はり切きる。

　わたしはフライパンをコンロにのせながら言いった。

「火ひの強つよさも同おなじにしよう。昨日きのうと同おなじ火ひ加か減げんにしないと、何なにが原げん因いんなのかわからなくなっちゃうから」

　そう言いって同どう時じに火ひをつける。そして炎ほのおの大おおきさを同おなじにそろえた。

「徹てっ底ていしてるな、すごい」

　わたしはちょっと恥はずかしかったけれどうれしくなる。

　こんなふうにほめられることってあんまりないから。

　一いっ緒しょにフライパンに油あぶらをひく。

　温あたたまったところで生き地じを流ながし込こむ。

　二回かい目め、成せい功こうしたときと同おなじように進すすめていると、やがて表ひょう面めんにぽつぽつが現あらわれる。

　ふと気きがつく。

　同どう時じに二枚まいひっくり返かえすのはムズカシイので今こん度どはわたしもチャレンジしないといけないってこと！

「そ、そらくん、わたし、ひっくり返かえすのはできないかも！」

　きっと大だい惨さん事じだ！

　そう言いうと、そらくんはちょっと考かんがえてフライパンのふたを二つ出だしてきた。

「これならいける！　おれ、最さい初しょはこれでやってた」

　言いわれてわたしははっとした。ママがオムレツなどをひっくり返かえすのがニガテでやる方ほう法ほうだ！

　そらくんがやるのを見みながら、フライパンを斜ななめにする。

　ホットケーキをすべらせて、焼やけた面めんを下したにしたままふたにのせる。

　そしてホットケーキをのせたふたにフライパンをかぶせる。

　ママがやるのは見みたことがある。だけどいざとなるとドキドキする。

「せーの！　えいっ！」

　同どう時じにフライパンとふたをひっくり返かえすと、焼やけていない面めんがきれいに下したになった。

　やった！　できた！

　心こころの底そこからホッとする。あとは裏うら側がわが焼やけるのを待まつだけだ。

「うーん？」

　そらくんが二つのホットケーキをにらんで唸うなりはじめた。

「うそだろ？」

　どうやらそらくんも失しっ敗ぱいの原げん因いんに気きがついたみたいだ。

　だけど食たべてみないと完かん全ぜんにはわからないし。

　焼やけるのを待まって、わたしとそらくんは二つのケーキにかぶりついた。

　一ひとつはふっくら。

　もう一ひとつはあんまりふくらまず、固かたいホットケーキだった。

「うわああ……まじで!?」

　そらくんが頭あたまを抱かかえた。

「なんだよー、じゃあ、『ホットケーキが固かたくなる事じ件けん』の犯はん人にんって、おれじゃん！」
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　チャイムが鳴なり、時じ間かん切ぎれとなる。

　そらくんはちょっとがっかりしていたけれど、「もう一いっ回かいやる！」と言いって材ざい料りょうを量はかりはじめた。そして、わたしにむかって、

「あとは一人ひとりで大だい丈じょう夫ぶ！　今日きょうはありがとな！」

　とガッツポーズをした。

　そんなそらくんに「頑がん張ばってね！」と言いうと、わたしは家いえに帰かえる。

　なんだか足あし元もとがふわふわとしている。気きを抜ぬくとスキップを始はじめてしまいそう。ケンショウが成せい功こうしたからかもしれない。

　だけどそらくんがひっそりつぶやいた言こと葉ばが耳みみによみがえって、ふわふわした足あしを地じ面めんに引ひき戻もどした。




『原げん因いんはまぜる回かい数すうだってわかったけど……どうしてそうなったんだろ？』




　家いえに帰かえるとパソコンを開ひらく。

　いつもみたいに検けん索さくをしようとしたけれど、何なにをどう調しらべたらいいのかわからなくて、「だめだぁ」とわたしは音ねを上あげる。

　そういえばパパからのメールの返へん事じもない。

「ママー、パパは？」

「今日きょうも遅おそいって。ほら、もうすぐ学がっ会かいだから」

　学がっ会かいっていうのは、日に本ほん中じゅう、世せ界かい中じゅうの研けん究きゅう者しゃたちが集あつまって自じ分ぶんの研けん究きゅうについて発はっ表ぴょうするイベントのことだ。年ねんに何なん回かいもあるんだけど、そのたびにパパは忙いそがしそうだ。

　あーあ。しょうがないけど困こまったなあ。

　そう思おもいながら部へ屋やに入はいると、机つくえの上うえに一冊さつの本ほんが置おいてあった。

　あれ？　いつの間まに？

　本ほんは開ひらかれていて、真まん中なかにちいさなメモ紙がみが挟はさんである。

　そこには『分ぶん子し模も型けい』という絵えが描かかれていた。ぐるぐる巻まきのばねみたいな絵えの下したにはグルテンと書かいてある。

　これ、なんだろう？　ちゃんと読よもうと椅い子すに腰こし掛かける。

　するとある一いち文ぶんが目めに飛とび込こんできた。

『小こ麦むぎ粉こには、グルテニンとグリアジンという物ぶっ質しつが含ふくまれている』

　小こ麦むぎ粉こっていう言こと葉ばがなんとなく気きになって続つづきを読よむ。

『その二つは、水みずと混まざると互たがいにくっつきあってグルテンという弾だん力りょくのある別べつの物ぶっ質しつを作つくる。こねればこねるほどグルテンが形けい成せいされ、弾だん力りょくが増まし……』

　ちょっとかたくるしい説せつ明めいが続つづく。言こと葉ばがムズカシくて頭あたまに入はいってこなくて、わたしが休きゅう憩けいを入いれたとき、一枚まいの写しゃ真しんが目めに入はいった。

　小こ麦むぎ粉こをこねて作つくったグルテンを、両りょう手てで左さ右ゆうに引ひっ張ぱっているという写しゃ真しんだ。

　そのネバネバ具ぐ合あいがなにかに似にてる、と思おもったわたしは答こたえに気きがついた。

「これ……ゴムみたい……って、あれ？」

　わたしははっとする。

　これ、パパからのメールの返へん事じだ！

　わたしの質しつ問もん、「ホットケーキが固かたくなるのはどうして？」についての答こたえ。

　わかった。パパ、わたし、わかったかも！

　よろこびが一いっ気きにこみ上あげてくるのがわかる。

「そっか。ネバネバができすぎたから、ケーキがふくらみきれなかったんだ！」

　ホットケーキに入はいっている小こ麦むぎ粉こをたくさんこねると、生き地じはゴムみたいになっちゃう。

　ゴムって、引ひっ張ぱるとその分ぶん伸のびるけど、元もとの形かたちに戻もどろうとするよね？

　だから、ゴムみたいな生き地じだと、せっかくガスを発はっ生せいさせても元もとに戻もどるちからに負まけてふくらまない。だから固かたくなるんだ！

　すごい、すごい!!

　やっぱりどんな失しっ敗ぱいにもちゃんと理り由ゆうがあるんだ！

　自じ分ぶんでたどり着ついた答こたえにわたしは興こう奮ふんする。

　思おもわず本ほんを持もち上あげたわたしだったけれど……本ほんの表ひょう紙しに書かかれている文も字じを見みて一いっ気きにユウウツな気き持もちになった。

　そこには、

『料りょう理りの科か学がく事じ典てん』

　と書かかれていたのだ。

「科か学がく……」

　料りょう理りだからと安あん心しんしきってふくらんでいたわたしの気き持もちは、急きゅうにしゅるしゅるとちぢまってしまった。

　とたんに、『変かわってるよね』という言こと葉ばが浮うかび上あがって、耳みみの中なかでうわんうわんと鳴なり始はじめる。

「ちがうよ。これは料りょう理りだよ。お菓か子し作づくりだから！」

　自じ分ぶんに言いい聞きかせて、変へんという言こと葉ばを消けそうとする。

「料りょう理り、料りょう理りだから」

　耳みみをふさいで、そう言いい続つづけていると、声こえは小ちいさくなったけれど……。

　だけど完かん全ぜんに消きえてしまうことはなかったんだ。








９　女じょ子しの憧あこがれ、ゆりちゃん









　寝ね不ぶ足そくで目めがしぱしぱする……。

　料りょう理りと科か学がくについていろいろ考かんがえていたら、あんまり眠ねむれなかったんだ。

　昇しょう降こう口ぐちの靴くつ箱ばこの前まえでふわああ、とわたしが大おおきなあくびをしたときだった。

「理り花か！　おはよう！」

　その声こえを聞きいて、わたしはびっくりして一いっ気きに目めが覚さめた。

　だって男おとこの子この声こえだ。

　今いままで男おとこの子こでわたしのことを名な前まえで呼よぶ子こはいなかった。だけどたった一人ひとりだけ、思おもい当あたる男おとこの子こがいた。

　でも……まさか……。

　恐おそる恐おそる振ふり向むくと、そこにはそらくんがニコニコ顔がおで立たっていた。

　ひゃっ！　うそ！

　そらくん、今いま、わたしのこと、名な前まえで呼よんだ!?　聞きき間まちがいじゃない、よね？

「お、おはよう」

　急きゅう接せっ近きんしたみたいに思おもえて、ドキドキするよ！

　わたしがあわあわと挨あい拶さつを返かえしていると、他ほかの子こが続ぞく々ぞくと入はいってきたけれど、その中なかのひとりを見みてわたしは固かたまった。

『ゆりちゃん』が立たっていたのだ。

　慌あわただしく靴くつを履はき替かえるそらくんには、いろんな子こが声こえをかけていく。

「そら～、今日きょう帰かえってから遊あそばねー？」

「んー、用よう事じある！」

「なんか、この頃ごろ、用よう事じ多おおくねえ？　新しん作さくゲーム買かったんだぞ！　おまえタブレット規き制せいされた～って文もん句く言いってたくせに、やりたくねえの？」

「やりたいけど……ごめん！　また今こん度どな！」

　誘さそいは絶たえない。そらくんはやっぱり人にん気き者ものだ……ってそれどころじゃなかった！

　男おとこの子こたちがみんな行いってしまったあとも、ゆりちゃんは不ふ思し議ぎそうに……それから少すこし不ふ満まんそうにわたしのことを見みつめていた。

「今いまの、なあに？　そらくん、どうして理り花かちゃんのこと名な前まえで呼よんだの？」

「な、なんでだろー？　わかんない」

　わたしは笑わらってごまかすと自じ分ぶんも教きょう室しつへ向むかおうとする。だけどゆりちゃんはわたしの後うしろにぴったりとついてきた。
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　ゆりちゃん──金かね子こゆりちゃんはうちの近きん所じょの子こで、よく遊あそんでいた子こだった。

　カワイイものが大だい好すきで、本ほん人にんもお人にん形ぎょうみたいにカワイイ。

　今日きょうも耳みみの横よこで二つに結ゆった柔やわらかそうなくせっ毛けがくるくるしている。

　ゴムはお花はなの飾かざりがついている。

　パステルカラーのボーダーニットに、白しろいスカート。淡あわい紫むらさき色いろのハイソックス。

　とても女おんなの子こらしい女おんなの子こで、クラスの中ちゅう心しん人じん物ぶつって言いっていいのかな。女じょ子しはみんな憧あこがれてる。

　女おんなの子こはかわいくないといけないって、ゆりちゃんを見みてると思おもわされてしまうんだ。

　でも……。

『それが宝たから物もの？　理り花かちゃんって変かわってるよね……虫むしとか好すきなのって男おとこの子こみたい』

　ゆりちゃんを見みていると、昔むかしと同おなじことを言いわれている気きがしてくる。

　そう。わたしを変へんだって言いったのはゆりちゃんだった。

　悪わる気ぎはなかったんだと思おもう。

　だけど、それ以い来らい、ちょっとニガテ意い識しきがあって……。

　仲なかが悪わるいわけじゃないけど……わたしのなかでは少すこしキョリができてしまっている。

「理り花かちゃんって、そらくんとなにかあったの？　このごろ仲なか良よさそう」

　ゆりちゃんはやんわりと追つい及きゅうしてくる。くるんとしたまつげはカワイイけれど、目めがちょっと怖こわい気きがする。

　たぶん、気きのせいじゃない。

　ゆりちゃんはそらくんのこと、好すきって言いってたから。

　いや、きっとほとんどの女おんなの子こがそらくんのことが好すきなんだと思おもう。

　その気き持もちはよくわかる。

　だってそらくんって、ただ顔かおがかっこいいだけじゃなかった。

　お菓か子し作づくりを通とおして、そらくんの色いろんな面めんを見みてしまったけれど、一ひとつ一ひとつを思おもい出だすとかあっと頬ほおが赤あからむのがわかる。

　卵たまごを割わるのが上じょう手ずなところとか。

　実じつはちょっとおおざっぱなところとか。

　失しっ敗ぱいしたら落おち込こんじゃうところとか。だけど、すぐに立たち直なおるところとか。

　そして……すごくおじいちゃん想おもいで、強つよくて大おおきな夢ゆめを持もっていることとか。

　学がっ校こうでは見みられないそらくんをいっぱい見みた気きがする。いいところも悪わるいところもいっぱい知しった気きがする。

　たぶん、みんながそれを知しったらずるいって言いうくらいに。

　そう考かんがえると急きゅうに怖こわくなってしまってウソをついた。

「な、なんにもないよ。そらくんはだれとでも仲なか良よくするタイプだからじゃないかな……」

　とてもじゃないけど二人ふたりでケーキを作つくってたなんて言いえるわけがない！

　うん、このことはナイショにしておいたほうが良よさそうだ。

　だってお菓か子し作づくりは偶ぐう然ぜんが重かさなっただけだし、もう終おわったことだし。

　知しられたら、どうして理り花かちゃんなんかと？　って言いわれるに決きまってる。

　あ、そらくんにも名な前まえで呼よんだりしないでって言いっておかないと。

　ま、万まんが一いち、つ、つきあってるとか──、変へんなふうにゴカイされてしまったら、そらくんにめいわくかけちゃうし！

　そんな事ことを考かんがえていたら、

「理り花か！　あのさ！　ちょっと相そう談だんが──」

　戻もどってきたそらくんがひょっこり顔かおを出だした。わたしはぎゃっと飛とび上あがりそうになる。

「相そう談だん？　理り花かちゃんに？」

　じとっとしたゆりちゃんの視し線せんが痛いたすぎる！

　ピリピリした空くう気きがただよう。

　まずい！

「そ、相そう談だんとかわたしなんかじゃムリだよ！」

　わたしは叫さけぶと、たまらずトイレへとダッシュした！

「あ、おい、理り花か!?」

　だから、佐さ々さ木きだよ～っ！

　振ふり返かえることもせずにわたしはひたすら走はしった。

　ああもう！　そらくんって、もしかして、空くう気きが読よめないの!?








10　おじいちゃんの課か題だい









　休やすみ時じ間かんをなんとか乗のり切きっての放ほう課か後ご。

　そらくんがいないのを確かく認にんしてわたしは家いえへ向むかって急いそぎ足あしだ。

　だけどフルールへの分わかれ道みちの桜さくらの木きを見みたとたん、すごーくイヤな予よ感かんがした。

　ま、まえ、ここでまってたことあったけど……。

「──りーかー！」

　うわあああ！　いた!!

　思おもわず後あとずさりをすると、そらくんは必ひっ死しな顔かおで言いった。

「なんでおれのこと避さけてるんだよ！　なんかしたか、おれ!?」

「な、なんにもしてない！　なんにもしてないけど……っていうかなんで名な前まえで呼よぶの!?　ご、ゴカイされちゃうよ!?」

「ゴカイって何なにを？　だれに？」

　あの冷つめたい空くう気きに全まったく気きづかなかったらしい。

　に、にぶい……！
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「だ、だから、えっと、あの」

　ゆりちゃんに、つ、つきあってるとか思おもわれたら、たいへんだし。

　恥はずかしくてうまく口くちに出だせず、口くちの中なかでゴニョゴニョ言いっていると、じれたのか、そらくんはぶうぶうと文もん句くを言いう。

「ていうか、理り花かだっておれのことそらくんって呼よぶじゃん」

「いや……それはみんなが呼よんでるから」

「理り花かだっておまえのともだちに呼よばれてんじゃん」

「それは、えっと」

「おれたちってともだちだろー？　ちがうの？」

　と、ともだち!?　いつの間まにか、そんなポジションをゲットしてたの、わたし!?

　ただのクラスメイトだったのに。一いっ気きにともだち[image: ]　え、いいの!?

　びっくりして言こと葉ばを失うしなっていると、

「……ちがうのか？」

　そらくんがしょんぼりと眉まゆを下さげたのでわたしはあわてて言いった。

「ち、ちがわない！」

「じゃあ、なんで？　……あ」

　そらくんは急きゅうにハッと目めを見み開ひらいた。

「もしかして、菓か子し作づくりとか誘さそったのって……めいわくだった？」

　そらくんが寂さびしそうな顔かおをする。

「め、めいわくなんかじゃないよ！」

　あわてて否ひ定ていする。

「ただ……学がっ校こうで話はなしかけられると……」

　わたしは自じ分ぶんの心こころの中なかを覗のぞいて、気きがついた。

　そっか。怖こわいんだ。わたしはたぶん、ゆりちゃんの目めが、怖こわい。

『そらくん、どうして「変へん」な理り花かちゃんと仲なか良よくしてるの？』

　そう言いわれるのが怖こわいんだ。

　だけどゆりちゃんが悪わるいわけじゃない。ゆりちゃんは悪わる気ぎがあるわけじゃない。

　実じっ際さいにわたしは『変へん』な女おんなの子こなんだろうし、それを正しょう直じきに言いっただけ。

　もやもやした気き持もちを言こと葉ばにするのがむずかしくて、わたしはだまってうつむいた。

「学がっ校こうで話はなすとなにかまずいわけ？」

　そらくんが一歩ぽ足あしを進すすめた。顔かおが近ちかづいて胸むねがどくんと大おおきな音おとをたてる。

　一歩ぽ後あとずさりをすると、そらくんは一歩ぽ近ちかづく。きれいな顔かおが、眼め力ぢからの強つよい目めがすぐそばにやってきた。

　ひ、ひえっ、まただ！　ちかい！

　どうしても顔かおが熱あつくなる。ひょっとしたら真まっ赤かになってるかもしれない。

　逃にげ出だしたくなったけれど、体からだがカナシバリにあったみたいに動うごかなかった。

　そのとき、

「──おとうさん！　止とまって！」

　大おおきな声こえが道みちにひびいた。そらくんがすごい勢いきおいで振ふり向むき、やっと解かい放ほうされたわたしはほっと息いきをついた。

　だけど、

「じいちゃん!?」

　そらくんが大おお声ごえを出だしておどろく。

　え、おじいちゃん!?

　見みると道みちの向むこうから、そらくんのおじいちゃんが片かた足あしを引ひきずるようにして歩あるいてきていた。

　きれいな女おんなの人ひとが、後うしろからおじいちゃんの腕うでを引ひっ張ぱっている。

「かあちゃん!?」

　よく見みるとその女おんなの人ひとはそらくんのママだ。そらくんのママはわたしに気きづくと、ふんわりとした笑え顔がおを浮うかべた。わあ、きれい！　そらくんそっくり！

「あら、あなた──もしかして、佐さ々さ木き理り花かちゃん？」

「え、あ、ここここんにちは！」

　く、口くちが動うごかない～！　しっかりして、わたし！

「いつもそらにつきあってくれてありがとう──っておとうさん！」

　挨あい拶さつをさえぎるようにおじいちゃんが歩あるき出だす。

「そら！　ちょっとおじいちゃんを止とめて！　病びょう院いんからダッソウしちゃったの！」

　おじいちゃんはそらくんのママを引ひきずるようにしてお店みせの方ほうへと歩あるいていく。

　だ、ダッソウ!?

　わたしは目めをむいた。

「だれもいないんだから、わしがやらんと店みせがつぶれるだろうが」

「だからといって、今いまムリしたらまた倒たおれちゃうでしょ!?　心しん臓ぞうに負ふ担たんがかかってるから、じっくり休やすんでからってお医い者しゃさんも言いってたじゃない！」

「店みせってのは、な。休やすんだら、よどむ。さびれる。そして……つぶれるんだよ！」

「もう、ガンコなんだから～!!　そらもおじいちゃんに言いってやって！」

　そらくんのママが言いうと、そらくんはおじいちゃんの前まえに立たちふさがってとおせんぼをした。

　そして力ちから強づよい声こえで言いいはなった。

「だから、おれがいるって言いってんじゃん！」

　おじいちゃんは「そら、おまえ……」と一いっ瞬しゅん目めを見み開ひらく。

「おれ、おれ、パティシエになってみせるから！　じいちゃんとばあちゃんの店みせはつぶさせないから！　──だから、じいちゃん、病びょう院いんに戻もどってくれよ！」

　おじいちゃんはびっくりしていたけれど、すぐに首くびを横よこに振ふった。

「そら、おまえ本ほん気きだったのか？　中ちゅう途と半はん端ぱな覚かく悟ごじゃあやっていけない世せ界かいだぞ？　わしだって何なん年ねんもフランスで修しゅ業ぎょうしてようやくなれたんだ」

「覚かく悟ごならある」

「クッキーもホットケーキもまだまだだったし」

「そ、それはこれから修しゅ業ぎょうして……」

「算さん数すうも理り科かもできないくせにか？」

　うっとそらくんは言こと葉ばに詰つまる。だけどすぐに顔かおを上あげて、おじいちゃんをまっすぐに見みつめた。

「算さん数すうと理り科かは、これから勉べん強きょうするし！　おれは……ゼッタイ、じいちゃんみたいなパティシエになるし、じいちゃんの力ちからになってみせる。だから……じいちゃんは早はやく体からだを治なおしてくれ！　そしておれを弟で子しにしてくれ！　おれ、ゼッタイ役やくに立たつから！」

　そらくんは見みたことがないくらいに真しん剣けんな顔かおだった。

　それを見みているとなんとかしないといけない気きになった。

　だって、だって、そらくんはゼッタイに本ほん気きだし、すごくがんばってる！

「わたしからもお願ねがいです！　そらくん、おじいちゃんが倒たおれてから、毎まい日にち、すごくがんばってお菓か子し作づくりの練れん習しゅうしてるんです！」

　思おもわずうったえると、おじいちゃんはびっくりしたようにわたしを見みた。

　そして、ううむ、と小ちいさくうなる。そして目めをぐるりと回まわしたあと、そらくんに向むかって言いった。

「じゃあ、本ほん気きかどうか証しょう明めいしてみろ」

「どうやって？」

　おじいちゃんは右みぎ手ての指ゆびを四本ほん立たてた。
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「四よっ日か後ごにテストをする。課か題だいは、そうだな。カスタードコロネ。うちの一いち番ばん人にん気きの商しょう品ひんだ。それが作つくれないようなら、見み込こみなしだから諦あきらめろ」

　テストというひびきに、そらくんはあからさまに顔かおをしかめた。

「でも、諦あきらめろって、おれが諦あきらめたら店みせを継つぐ人ひとがいなくなるってことじゃん！」

「そんときは潔いさぎよく店みせを畳たたむかな」

　おじいちゃんはひょうひょうと言いった。

「え!?」

　そらくんのママとわたしは思おもわず声こえを上あげた。だ、だって！　店みせを畳たたむって……やめちゃうってこと!?

「ちょっとおとうさん、そんなこと今いま決きめてしまわなくっても……。お店みせやめたら、おかあさんが悲かなしむでしょう!?」

「フルールが悲かなしむもんか。あいつだって、中ちゅう途と半はん端ぱなものを出だすくらいなら、いっそやめたほうがマシだって言いうに決きまってる」

　ん？　フルール？　と気きになりつつも、な、なんだか、大おお事ごとになってきた！　とわたしはドキドキする。

　つ、つまり、そらくんのテストの出で来きに、店みせの存そん続ぞくがかかってるってことだ！

　すごいプレッシャー！　わたしだったらとてもたえられないよ……！

　だけどそらくんはおじいちゃんの目めを見みたまま力ちから強づよくうなずいた。

「わかった。なにがなんでも作つくってみせる！」

　おじいちゃんはふう、とため息いきをつくと、くるりとそらくんに背せを向むけて、

「ひとまず病びょう院いんに戻もどる。あー、つかれた。もう歩あるけんぞ！」

　と言いった。

「あーもう……タクシー捕つかまえるから大おお通どおりまでがんばって。そらもいらっしゃい」

　そらくんのママがぶうぶう言いいながら、おじいちゃんを支ささえて歩あるき出だした。

「理り花か、ごめん。また明日あしたな」

　そう言いうと、そらくんもついていく。

　騒さわぎのせいか、そらくんはすっかりいつも通どおりだ。おじいちゃんが来くるまでの話はなしはなかったみたいなフンイキだった。

　答こたえにくいことだったからちょっとホッとする……けど、え、名な前まえ呼よびはそのままなんだ!?

　でも呼よび方かたに話はなしを戻もどしたらまた蒸むし返かえすことになってしまう。

　うーん、それは困こまる……！　と思おもっていると、そらくんが、ダッシュで戻もどってきた。

　わ、なんだろ!?

　構かまえたわたしにそらくんは言いった。

「理り花か、ごめんな。おれ、一いっ方ぽう的てきに理り花かにたよりっぱなしでさ。そりゃ、話はなしたくないって思おもうよな」

「え」

　ち、ちがうよ！　そらくんのゴカイにわたしは大おおあわてだ。

「そ、そんなんじゃないよ！　た、ただ、ちょっと恥はずかしかったっていうか」

　そう言いうと、そらくんはちょっとだけホッとしたみたいだった。

「あのさ。おれのカンチガイじゃなかったら、菓か子し作つくってるとき、理り花か、すごく楽たのしそうに見みえたんだけど……ちがった？」

「ち、ちがわない！」

　とっさにそう答こたえてわたしは気きがついた。

　ここ数すう日じつ、わたし、そらくんとお菓か子しが作つくれて、すごく、すごく楽たのしかった！

　わたしがぶんぶんと首くびを横よこに振ふると、そらくんは「よかった！」と嬉うれしそうに笑わらった。

「じゃあさ、カスタードコロネも一いっ緒しょに作つくらないか？　おれ、理り花かとやりたい。……理り花かとなら、『幻まぼろしの菓か子し』だって作つくれる気きがするんだ」

　真しん剣けんな顔かおでじっと目めの中なかをのぞき込こまれて、わたしはうなずく。

「そらー、行いくわよお！」

　そらくんのママがそらくんを呼よぶ。

「じゃ、また明日あした！　放ほう課か後ごフルールに来きてくれ！」

　そう言いうと、そらくんはおじいちゃんたちの方ほうへと駆かけ出だした。

　そらくんが見みえなくなったとたん、わたしははっと我われに返かえった。

　あぁああ、わたし、またうなずいちゃった！

「だけど、あんなこと言いわれちゃったら、断ことわれないよ！」

　わたしは小ちいさくつぶやくと家いえの方ほうへと歩あるき始はじめる。だけどなんだか体からだがふわふわして、途と中ちゅうから走はしり出だす。

　それに、あのドキドキワクワクをもう一いっ回かい、あじわってみたかった。

　成せい功こうしてももちろん楽たのしいけど、失しっ敗ぱいしても楽たのしかった。だって失しっ敗ぱいには必かならず理り由ゆうがあって、それをじっくりとケンショウして確たしかめれば、新あたらしい発はっ見けんがあった。

　世よの中なかの仕し組くみを一ひとつ一ひとつ解とき明あかしていくみたいで、実じっ験けんとおんなじくらいに楽たのしくて──。

　わたしの足あしがぴたりと止とまる。

　え、……実じっ験けん？　おん、なじ？

　お菓か子し作づくりの楽たのしさと実じっ験けんの楽たのしさ。二つの楽たのしさがしっかり『＝イコール』で結むすびついて、がん、と頭あたまを打うったような気き分ぶんになった。

　そっか。お菓か子し作づくりが楽たのしいって思おもったのって……実じっ験けんと似にているからなんだ……。

　なんだ、わたし、ぜんぜん変かわれてない。ぜんぜん普ふ通つうになれてない。『変へん』なわたしのまま。

　もう自じ分ぶんに言いい訳わけできないくらいにはっきりと気きづいてしまって、わたしはぼうぜんとその場ばに立たちすくんだ。








11　固かたまらないクリーム









　ショックは家いえに帰かえっても続つづいていた。

「わたしは実じっ験けんが好すき……なんだ……」

　もう認みとめるしかない。だけど……それはだれにも知しられたくない。だってきっとまた変へんだって言いわれちゃう。

　でも……。もしそうだったとしても、「お菓か子し作づくりが好すき」って言いえば、変へんだって言いわれたりしないよね？　お菓か子し作づくりなら、女おんなの子こらしい趣しゅ味みだもん。それなら、みんなも『変へん』って言いわないよ、きっと。

「うん、大だい丈じょう夫ぶ！」

　もう一いっ回かい、大だい丈じょう夫ぶだと自じ分ぶんに言いい聞きかせると、やっと胸むねの中なかのザワザワしたものが消きえていった。

　だけど、ホッとすると、急きゅうに別べつの大だい問もん題だいが頭あたまに浮うかび上あがってきた。

　あぁあああ、そうだ！　それより、どうしよう！

　そらくん、また明日あしたって言いってたけど、それってつまりカスタードコロネを作つくるってことなんだよね？

　そして、うまく作つくれなかったら、そらくんの大だい事じなお店みせがなくなっちゃうんだよね!?　思おもわずひきうけちゃったけど、責せき任にん重じゅう大だいだ！

　フルールのカスタードコロネはわたしも食たべたことがあった。パパの大だい好こう物ぶつだ。

　とろりとした冷つめたいクリームがパリッとしたパイ生き地じに包つつんであって、サクッとした食しょっ感かんのあとに、フワッと甘あまさが口くちに広ひろがるのがたまらない。

　レシピってわかるのかなあ。レシピがわかればまだいいと思おもうんだけど。

　そらくんは全ぜん部ぶおじいちゃんの頭あたまの中なかって言いってたけど、じゃあおじいちゃんに聞きくしかないってことだよね？

　おじいちゃん、教おしえてくれないかな。でもテストなのに、答こたえを教おしえてもらうみたいなことになるから……ムリかな……。

　そんなことを考かんがえていたら、ママが「あああ！　お酒さけの量りょうまちがえた!!」と大おおきな声こえを出だした。

　キッチンをのぞくと、ママは大おおきな鍋なべでじゃがいもと玉たまねぎと人にん参じんとお肉にくを炒いためている。

「今日きょうの夕ゆう飯はんはなに？」

「肉にくじゃが！」

　ママはお料りょう理りの本ほんとにらめっこをしている。

　ふと不ふ思し議ぎに思おもった。

「ママ、肉にくじゃがって何なん回かいも作つくってるよね？　覚おぼえられないものなの？」

　ママは目めを吊つり上あげた。

「玉たまねぎ３個こにじゃがいも５個こ、人にん参じん１本ぽん、牛ぎゅう肉にく[image: ]グラム、お醤しょう油ゆが大おおさじ３杯ばい、お酒さけが[image: ]㏄シーシー、お砂さ糖とうが大おおさじ５杯はい、みりんが大おおさじ３杯ばい！　さあ覚おぼえた!?」

　あ、ムリだ！
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「……ごめんなさい」

　わたしがしおらしくあやまるとママはため息いきをついた。

「ママは味あじ付つけがニガテなのよねえ。細こまかいし、どうしても覚おぼえきれないのよ」

　そういえばこの間あいだ、砂さ糖とうの量りょうの小こさじと大おおさじをまちがえて、みょうに甘あまい麻マー婆ボー豆どう腐ふが出で来き上あがっていた。

　そうだよねえ。やっぱり細こまかい分ぶん量りょうは忘わすれちゃう……。

　わたしははっとする。

　あれ？　おかしいよね？　あれだけフクザツなお菓か子しの作つくり方かたなのに、全ぜん部ぶ頭あたまの中なかって。

　作つくり方かたは覚おぼえたとしても、分ぶん量りょうまではむずかしいと思おもう。

　ふと、ホワイトボードに貼はり付つけたままのおじいちゃんのメモを思おもい出だした。

　カイドクしようとしてむずかしくてやめたままだった暗あん号ごうのこと。

「うーん、でも、分ぶん量りょうをわざわざ暗あん号ごうにするかなあ……」

　キッチンからはくつくつと煮にえる音おとがしはじめる。どうやら煮に込こみに入はいったらしい。

　やれやれ今日きょうも失しっ敗ぱいだわ～、とのんきに言いいながらママがテレビをつけた。

　あー……失しっ敗ぱいしたんだ。

　がっかりしていると、テレビから音おん楽がくが流ながれ始はじめた。何なに気げなくテレビを見みる。

　ちょうど映うつっていたのは遊ゆう園えん地ちのコマーシャル。

　花はな畑ばたけの映えい像ぞうと一いっ緒しょにあるフレーズが読よみ上あげられた。

『フラワーフェスティバル、開かい催さい中ちゅう！』

　ん？　花はな畑ばたけ？　フラワー？

　なにかひっかかる。

「ねえ、ママ。フラワーって花はなっていう意い味みだよね？」

「そうよぉ。英えい語ごで花はなっていう意い味み。それがどうしたの？」

　フラワーが花はななら、どうしてパパはフルールが花はなだと言いったのだろう？

　フルール……って、そういえば……。

　ふとさっきのおじいちゃんとそらくんのママのやり取とりが思おもいうかんだ。

　フルールが悲かなしむもんか？　その言いい方かただと、まるでフルールが人ひとみたいだよね……？

　ん？　あれ!?　そらくん、店みせの名な前まえはおばあちゃんの名な前まえからとったって……！

「あああああ！　そうだ！　ってことは、フルールはおばあちゃんの名な前まえ!?」

　ひょっとして日に本ほん人じんじゃない!?　じゃあ、どこの国くにの人ひと!?

「なっ、どうしたの!?」

　ママがびっくりしている。だけどわたしは興こう奮ふんをおさえきれずに叫さけんだ。

「今日きょう、おじいちゃん、フランスで修しゅ業ぎょうしたって言いってたよね!?」
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「じゃあ、やるぞ」

　次つぎの日ひ、約やく束そくどおりにフルールに行いったわたしは、そらくんのタブレットを前まえにごくんとのどを鳴ならした。

　昨日きのう、おじいちゃんがフランスで修しゅ業ぎょうしたことを聞きいて思おもいついたんだ。

　だとしたら、材ざい料りょうをフランス語ごで書かいていてもおかしくない。

　それからもう一ひとつの大だい発はっ見けん。

「そらくんのおばあちゃんって……フランス人じんなの？」

　わたしはしみじみと言いった。

「あれ、言いわなかったっけ？　店みせの名な前まえ、ばあちゃんの名な前まえって」

　そらくんはあっさりうなずく。

「言いってたけど、フランスとは結むすびつかなかった……」

　花はなっていう意い味みって知しってたから、『花はな』がつく名な前まえの人ひとだと思おもい込こんでたんだ。

　知しらなかったことばっかりでびっくりしていると、そらくんが翻ほん訳やくサイトにメモに書かかれたアルファベットを入にゅう力りょくする。そしてフランス語ご→日に本ほん語ごを選せん択たくする。

　ぱっと表ひょう示じされた言こと葉ばにそらくんは声こえを上あげた。

「La crèmeラ・クレームはクリームだ！」

　や、やった！　当あたりだ！

　そらくんは次つぎ々つぎに入にゅう力りょくしていく。

「Farine de bléファリーン・ドゥ・ブレは小こ麦むぎ粉こ。で、Sucreシュクルは砂さ糖とう……これはクリームの材ざい料りょうだ!!」

　全ぜん部ぶ訳やくし終おえたころには、わたしとそらくんは興こう奮ふんで顔かおを真まっ赤かにしていた。

　だって、これにはおじいちゃんが作つくっているクリームの材ざい料りょう、小こ麦むぎ粉こと砂さ糖とうと卵たまごと牛ぎゅう乳にゅうの量りょうが書かかれていたのだ。

　ってことは、やっぱりあのノート！

　わたしと同おなじことを考かんがえてたのか、そらくんが壁かべにかかっていたノートを持もってきた。

「フランス語ごってわかったから、これもカイドクできる！」

　うん！　これがあれば鬼おにに金かな棒ぼうだよ！

　だけど……。




「ぜんぜん固かたまらないなあ」

　ぐーるぐる。

　メモに書かいてあったカスタードクリームの材ざい料りょう、卵らん黄おう３つと砂さ糖とう70ｇグラムと小こ麦むぎ粉こ30ｇグラムと牛ぎゅう乳にゅう[image: ]mlミリリットル。

　全ぜん部ぶを泡あわ立だて器きでかきまぜた。

　色いろはクリーム色いろになったけど、いくらかきまぜても、サラサラのままでちっとも固かたまらなかった。

　イメージとしては、生なまクリームを泡あわ立だて器きでかきまぜるのと同おなじ感かんじだった。

　テレビのお料りょう理り番ばん組ぐみでは、ハンドミキサーのスイッチをいれたら、牛ぎゅう乳にゅうみたいな液えきがすぐにもったりとしてきていた。

　何なにがちがうんだろう？

「腕うでが疲つかれた～。おかしいなあ……じいちゃん、ただまぜてたように見みえたけどな」

　メモには材ざい料りょうしか書かいてなかったから、それ以い上じょうの作つくり方かたはわからない。

　作つくり方かたはたぶん……。

　そらくんはうらめしそうにノートと、それからタブレットを見みた。

　ノートのレシピは全ぜん部ぶがフランス語ごで書かいてあって、クリームの作つくり方かたがどのページに書かいてあるか、さっぱりわからない。

　さらに、こつこつ翻ほん訳やくをしているうちに使し用よう制せい限げんが来きてしまって、タブレットにはロックが掛かかっている。

　だからこれ以い上じょうはカスタードクリームの作つくり方かたを調しらべられないのだ。

「……30分ぷんってさあ、さすがに短みじかすぎると思おもわないか？」

　わたしもしょんぼりとうなずいた。

「延のばしてもらえないの？」

「ゲームしすぎたのがなあ……かあちゃん激げきオコだったから……。ま、大だい丈じょう夫ぶか。おれには理り花かがいるし」

　そらくんはカラッと笑わらって言いうけれど、あんまり信しん頼らいしないでほしい！

　わかるかな……わたしは自じ信しんがなくて小ちいさくなってしまう。

　五時じのチャイムが鳴なりひびき、クリームになりそこねた液えきを見みつめながらため息いきをつく。

「時じ間かんだな。また明日あしたがんばるか……」

　そらくんはちょっとあせった感かんじだった。だって期き限げんは三みっ日か後ごだ。間まに合あうかどうか不ふ安あんなんだろう。

「一いち応おう、家いえでも調しらべてみるね」

　パソコンがあれば大たい抵ていのことが調しらべられるはず。そう思おもったら少すこしだけ気きが楽らくになる。

「頼たのんだ」

　そらくんは笑わらうけれど、いつもみたいな元げん気きがないのが気きになってしまった。
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12　ヒントはゆでたまご









　帰かえってから一いち応おうママにも作つくり方かたを聞きいてみたけれど、あっさり「ママが知しるわけないでしょ！」と言いわれた。予よ想そう通どおりだけれどがっくりする。

　パパにメールしようかな……と思おもったわたしは、いつもの場ば所しょにパソコンがないことに気きがついて青あおざめた。

「ま、ママ！　ノートパソコンがない！」

「パパが持もっていったみたいよ。ほら出しゅっ張ちょうだから」

「え、出しゅっ張ちょうなの!?　どこに!?」

「ギリシャよ」

「はあああ!?　うそ！」

　ヨーロッパ!?

「知しらなかったの？　ずっと学がっ会かいで忙いそがしいって言いってたじゃない」

「し、知しらないし！」

　言いってた!?　いや、そもそもこのところパパとは会あってないよ！

「い、いつ帰かえってくる？」

「んー、日にち曜よう日びかな？」

　それじゃあおじいちゃんのテストに間まに合あわない！

　どうしよう。パソコンさえあればなんとかなると思おもってたのに……。

　あ、……そうだ！

　わたしは部へ屋やに戻もどると、藁わらにもすがる思おもいで前まえにパパが置おいておいてくれた本ほんを探さがす。『料りょう理りの科か学がく事じ典てん』だ。

　だけどいつの間まにか本ほんは片かた付づけられてしまっていて、見みつからない。

　こうなったら……！

　ママに見みつからないように、とパパの部へ屋やにこっそり入はいる。

　しょ、しょうがない……よね。キンキュウジタイだし……！

　そこはわたしにとって立たち入いり禁きん止し区く域いき。本ほんが山やまのように積つんであって、危あぶないから入はいっちゃだめと言いわれているのだ。

　久ひさしぶりに入はいったパパの部へ屋やのにおいは図と書しょ室しつのにおいに似にていた。

　窓まどのところ以い外がい、壁かべいっぱいに天てん井じょうまでの高たかさの本ほん棚だなが置おかれていて、それ全ぜん部ぶに本ほんがぎっしりと詰つまっている。もしかしたら学がっ校こうの図と書しょ室しつよりも本ほんがあるんじゃないかって思おもう。

　しかもほとんどがむずかしそうな科か学がくの本ほんなのだ。

　わたしはぐるりと見み回まわしてクラクラとする。こ、ここから見みつけるの!?

　だけどやるしかない。そう思おもったときだった。

「りーかー！　危あぶないから入はいっちゃだめって何なん度ど言いったらいいのかなあ!?」

　恐おそる恐おそる振ふり向むくと、ママがこわい顔かおで部へ屋やの入いり口ぐちに立たっていた。

　うわああ……だめだ。これは自じ分ぶんで考かんがえるしかない。




　その夜よる、わたしはあまり眠ねむれなかった。

　おまけに明あけ方がたには本ほん棚だなに押おしつぶされるというひどい夢ゆめまで見みて、サンザンだった。

　今け朝さの朝ちょう食しょくメニューはゆで卵たまごとホットケーキとフルーツとヨーグルト。

　ぼうっとしたまま朝あさごはんを食たべる。

　ゆで卵たまごをかじると黄き色いろい卵らん黄おうがとろりとあふれた。

　半はん熟じゅく卵たまごより、黄き身みが固かたまっているほうが実じつは好すきだったりする。

　ホットケーキを口くちに入いれる。ママにコツを教おしえてあげたからか、いつもよりふんわりしている。甘あまいケーキの味あじに、そらくんとの実じっ験けんを思おもい出だした。

　あのときも大たい変へんで。ぐるぐるまぜて、まぜすぎて失しっ敗ぱいした。

　だけど、今こん度どはまぜてもまぜても固かたまらない。

　なんだか毎まい回かいおんなじようなことしているなあ……。ん、おんなじ？？？

　わたしははっとする。

　ケーキの生き地じとクリーム。おんなじクリーム色いろだ。

　そして、ホットケーキも材ざい料りょうは卵たまごと牛ぎゅう乳にゅうと砂さ糖とうと小こ麦むぎ粉こだった。なのにクリームの方ほうだけ固かたまらない。

「あれ？　いや、重曹ベーキングパウダーも入いれたっけ」

　だけど、ちがうのは重じゅう曹そうだけ。それでホットケーキはちゃんと固かたまった。

「じゃあ、重じゅう曹そうを入いれれば固かたまる？」

　ためしにやってみようかと思おもったけれど、なにかちがう気きがして部へ屋やから実じっ験けんノートを持もってくる。

　朝あさごはんが途と中ちゅうのままノートを読よみ始はじめる。

「りーかー、学がっ校こうチコクするよ？　って、お行ぎょう儀ぎワルイわね！　食たべながら読よむのはだめっていつも言いってるでしょ！」

　ママが言いうけれど、いつも言いわれるのは新しん聞ぶんを読よみながら食たべるパパで、わたしじゃない。

　でも今いま、パパの気き持もちがよくわかった。なんだか、食たべてる場ば合あいじゃないんだもん！

　わたしは「わかってる！」と返かえしてホットケーキを口くちに入いれる。

　そしてまたこっそりとノートに目めを落おとした。

　重じゅう曹そうを使つかったのはクッキーとホットケーキ。

　クッキーに重じゅう曹そうを入いれたのは、二に酸さん化か炭たん素そを発はっ生せいさせて、クッキーをサクサクにさせるため。

　そして次つぎのホットケーキで重じゅう曹そうを入いれたのは、ケーキをふんわりふくらませるため。

　ガスで、ものをふくらませるのが重じゅう曹そうだ。

「でも、クリームはサクサクでもないしふくらんでもいないよね……？」

　それなら、重じゅう曹そうはきっと関かん係けいない。原げん因いんは他ほかにある。

「じゃあ、ホットケーキが固かたまったのは、どうして？」

　つぶやいたわたしは、なにげなくゆで卵たまごを見みてハッとした。

「──わかった！　そっか。冷つめたいからって、生なまクリームとおんなじように考かんがえてたからだめだったんだ！」

　わたしが叫さけんで顔かおを上あげると、ママが怖こわい顔かおで時と計けいを指ゆび差さしていた。

「理り花か！　チコクするって言いってるでしょ！」

　時と計けいを見みるともう八時じだった。わあ！　あと十分ぷんしかない！　チコクだ！

「ほんともう、なんだかパパが二人ふたりいるみたい……」

　ママがぼやくのを聞ききながら、わたしはランドセルをつかんで家いえを飛とび出だした。








13　ゆりちゃんにバレちゃった！









　その日ひわたしはずっとじれじれしたままだった。

　ギリギリセーフで教きょう室しつに飛とび込こんだせいで、朝あさはそらくんとはタイミングが合あわなかったのだ。

　休やすみ時じ間かんに教きょう室しつで話はなしかけるのは、ゆりちゃんがいたからムリだったし。

　っていうか、自じ分ぶんから学がっ校こうで話はなしかけられると困こまるって言いったんだもん。できないよ！

　だけど、どうしてもウズウズが止とまらなかった。どうしても今け朝さの発はっ見けんを伝つたえたかった。

　だから昼ひる休やすみに校こう庭ていに出でようとしたとき、昇しょう降こう口ぐちでそらくんを見みかけたわたしは思おもわず叫さけんでしまったんだ。

「そらくん！」

　だけど呼よんでしまってからわたしははっとした。わああ、ここ学がっ校こうなのに!?　どうして放ほう課か後ごまでがまんできなかったの!?

　そらくんは少すこし意い外がいそうな顔かおをしたけれど、「どうした？」と近ちかづいてきた。

　いまさら逃にげるわけにいかない。ラッキーなことに周まわりにはクラスの子こはいなかった。

　声こえをひそめる。

「えっと、クリームの失しっ敗ぱいの原げん因いん、わかったんだ！　ゆで卵たまごだよ！」

「え、なに？　ゆで卵たまご？」

　人ひとに見みられる前まえにと大おお急いそぎでわたしは言いった。

「えっと、ホットケーキとクリームって材ざい料りょう似にてるよね？　だから、えっと、固かたまらないわけがないなって思おもって……それなら温あたためればいいんじゃないかなって、朝あさごはんのゆで卵たまごを見みてたら思おもいついて」

　ああ、早はやく言いわないとだれかに見みられちゃう！

「ゆで卵たまご？」

「ほら、卵たまごって、熱あつくなると固かたまるよね？」

　あわててるせいで説せつ明めいがうまくいかない。余よ計けいにあせってしまう。

「熱ねつ……あっ、そっか！　そういやじいちゃん、ボウルじゃなくて鍋なべでかきまぜてたかも！　よく覚おぼえてなかったけど、あのとき、コンロの上うえだったのかも！」

　伝つたわってホッとしたときだった。

「ねえねえ……二人ふたりでなんの話はなししてるの？」

　わたしはぎくりとする。

　後うしろから声こえをかけたのは、よりによって今いま一いち番ばん声こえをかけてほしくなかったゆりちゃんだった。

「なんにもないって言いってたけど、ウソでしょ？　やっぱりなにかあるんでしょ、理り花かちゃんとそらくんって」

[image: ]

　ゆりちゃんはなんだか怒おこっているように見みえた。

　ゆりちゃんの周まわりの空くう気きだけ冬ふゆの朝あさみたいに、チクチクしてる。寒さむくもないのにゾワゾワと鳥とり肌はだが立たった。

「あーそれおれも思おもってた！　ってかそら、この頃ごろ付つき合あい悪わるいし、変へんだもんな！」

　通とおりかかったクラスの男だん子しが、ひょっこりと話はなしの輪わに割わり込こんできた。

「そらって、どうして最さい近きん佐さ々さ木きと仲なか良よくしてるんだぁ？」

　からかうような口く調ちょうだ。だけど、ゆりちゃんの目めは「どうして理り花かちゃんなんかと？」って言いっているように見みえた。

　だけどそれに気きが付つかないのか、そらくんはサラッと言いった。

「だって、理り花かはメッチャクチャ理り科かが得とく意いなんだ。ほんと、いろいろ知しっててすげーんだよ。きっと将しょう来らいは博士はかせだぞ？」

　なんで、そらくん、みんなの前まえでそんな事こと言いうの！

　ゼッタイに隠かくしておきたかった秘ひ密みつだった。目めの前まえが真まっ暗くらになる。

　せっかく、『変へんなわたし』を卒そつ業ぎょうしようと思おもってたのに。『普ふ通つう』で『カワイイ』女おんなの子こになりたかったのに!!

　頭あたまの中なかがぐしゃぐしゃだ。

『変へん』『変へん』『変へん』『変へん』『変へん』『変へん』『変へん！！！』

　だれかが耳みみ元もとで叫さけんでいる。ぐわんぐわん、と目めの前まえのそらくんたちがゆがんだ気きがした。体からだの中なかの血ちが足あしの先さきからどんどん抜ぬけていくような。

「理り科かが得とく意い……あ、そっか。理り花かちゃん、虫むしとか大だい好すきだったっけ」

　ゆりちゃんがぽつりと言いった。

「そうだ。ほら、タマムシとかいう虫むしを宝たから物ものって言いって──」

　もういや。もうやめて。もう、タマムシは捨すてたもん！　もう……好すきじゃない！




「理り科かなんか、好すきじゃないし！」




　大おお声ごえで叫さけんで顔かおを上あげると、そらくんと目めが合あう。そらくんはすごくびっくりしていた。他ほかのみんなもいっせいにわたしを見みている。

　かあっと顔かおが赤あかくなっていくのがわかる。

　ああ、なんてみっともないんだろう。そらくんにも『変へん』って思おもわれちゃったかもしれない。

　泣なきそうで逃にげたくなる。だけどいつの間まにか人ひと垣がきができていて逃にげ道みちがなかった。

　なになに？　とみんながキョウミシンシンな顔かおでのぞきこんでいる。

「で、理り科かが好すきな佐さ々さ木きとそらくんが仲なかがいいのはなんでなのかなあ？」

　男だん子しがにやにやと笑わらっていた。ひやかしの口く調ちょうに、そらくんは少すこしムッとした様よう子すだった。

「何なにか問もん題だいあるわけ？」

　そらくんがうんざりした様よう子すでため息いきをつくと、いつもとちがうひんやりしたフンイキに、みんなビクリと顔かおをこわばらせた。

　それでもみんな答こたえを待まっている様よう子すだった。

　そらくんは少すこしだけ迷まよった様よう子すで黙だまり込こんだけれど、やがて顔かおを上あげてキッパリと言いった。

「理り花かには、おれのケーキづくり手て伝つだってもらってんだよ。おれが理り科かができないから」

「え、そらくん、ケーキ作つくったりするの？　ウソ」

　ゆりちゃんが目めを見み開ひらいてつぶやいた。その顔かおからは、『なんでそんな女おんなの子こみたいなこと』──そんな声こえが聞きこえてきそうだった。

　わたしはぎくりとする。

　だけど、そらくんは、力ちから強づよい目めでまっすぐにゆりちゃんを見みていた。

「うん。だって、おれ、パティシエになりたいから」

「えええええ!?」

　取とり囲かこんでいた女じょ子しが一いっ気きに叫さけんだあと、

「知しらなかったぁ。意い外がい！」

「てっきりスポーツ選せん手しゅとかかと思おもってた！　だって足あし速はやいし！」

　そんな声こえが聞きこえて、わたしはひやりとする。

「まじ、まじ？　じゃあ、このところゲームしなかったのって、菓か子し作つくってたからってこと？」

「そらが菓か子し作づくりとか、ぜんぜん想そう像ぞうできねえ！」

「食たべるの専せん門もんの間まちがいじゃねえの？」

　みんなが思おもい思おもいに声こえを上あげ、ざわざわが大おおきくなる。それにつられて人ひとがどんどん集あつまってくる。

「なになに？　何なんの話はなし？」

「それがさあ、広ひろ瀬せくんがパティシエになりたいんだって！」

「ええっ、広ひろ瀬せくんが!?」

　有ゆう名めい人じんのそらくんの新しん情じょう報ほうに、他ほかのクラスの子こ達たちまで集あつまりだした。

　話はなしがどんどん広ひろがっていくのがわかって、ドキドキがひどくなってくる。息いきが苦くるしくなってくる。

『そらくんって「変へん」！』

　今いまにもだれかがそう口くちにしそうな気きがして、わたしは怖こわくてたまらなくなる。

　もしそうなったら、きっとそらくんは悲かなしそうな顔かおをしちゃうよ。わたしが前まえにさせたみたいに。

　そんなの、がまんできない！

　なんとかしなきゃ。そらくんを守まもらなきゃ！

　わたしは思おもわず叫さけんだ。

「ちがうよ！　ケーキ屋やさんやってるおじいちゃんが入にゅう院いんしてるから、お手て伝つだいさせてもらってるだけ！　だって、そらくんがそんな……」

　どうしたらそらくんを守まもることができる？　わたし、どうやって「変へん」って言こと葉ばから自じ分ぶんを守まもってた？　そうだ、「変へん」って言いわれること、男だん子しみたいなこと、全ぜん部ぶやってないよってごまかした。それなら──

　ぐちゃぐちゃの頭あたまの中なかからわたしは必ひっ死しで言こと葉ばを探さがし、見みつけたそれに思おもわず飛とびついた。




「女じょ子しみたいなことするわけないじゃん！」




　ね？　そうだよね？　いつもみたいに明あかるく否ひ定ていして！　今いまならまだ冗じょう談だんってことにできるから、そうやってごまかしちゃおう？　──そう思おもってそらくんを見みる。

　だけど。

「はぁ？」

　そらくんの冷つめたい声こえが廊ろう下かに落おちて、わたしははっとした。

　そらくんは見みたこともないくらい悲かなしそうな顔かおでわたしを見みていた。




「『女じょ子しみたい』って……理り花か、おまえも……おれのこと『変へん』って思おもってたのかよ」




　その言こと葉ばと同どう時じに、そらくんとの間あいだに見みえない壁かべができた気きがした。

　そらくんは人ひとをかき分わけて外そとに出でていく。それにつられるようにしてみんなも気きまずそうに散ちり散ぢりになっていった。

　あ……。

　ぽつんと残のこされたわたしは気きがついた。

『男おとこの子こみたい』

　わたしを傷きずつけ続つづけた言こと葉ばを、わたし自じ身しんが言いってしまったことに。

　さっき、そらくんを一いち番ばん傷きずつけたのは、まちがいなくわたしだった。








14　嫌きらわれちゃった!?









　学がっ校こうが終おわると、そらくんはあっという間まに教きょう室しつを飛とび出だしてしまった。そらくんがどれだけ怒おこってるのかわかってしまって、わたしはユウウツなきもちで校こう門もんを出でた。

　日ひ差ざしは強つよく、アスファルトはジリジリと焼やけている。うつむいて足あし元もとの濃こい影かげを見みつめると大おおきくため息いきをついた。とにかくそらくんのことで頭あたまがいっぱいだった。

　あやまらないと。

　あやまっても許ゆるしてもらえないと思おもう。

　それでもあやまらないとと思おもった。

　そらくんにあんな顔かおさせたままなんて、ゼッタイダメだから。

　フルールに行いかないと。

　ぐっと手てをにぎり、桜さくらの木きの方ほうを向むいたときだった。

　目めの前まえに見み慣なれた男おとこの子こがいて、わたしは目めを見みひらく。

　そらくん！

　思おもわずそらくんに駆かけ寄よろうとしたけれど、直ちょく後ご、

「金かね子こ、ちょっといいか？」

　とそらくんが口くちを開ひらいて、足あしが止とまった。そらくんの前まえには、ゆりちゃんがいた。

　ゆりちゃんが振ふり向むいたので、思おもわず電でん柱ちゅうの陰かげに隠かくれてしまう。ゆりちゃんへのニガテ意い識しきはさっきのことでさらに強つよくなっていたのだ。

　息いきをひそめて、耳みみを澄すます。するとそらくんが言いった。

「相そう談だんがあるんだけど、いまからつきあってくれない？　おれんち知しってる？　フルールってケーキ屋や」

　相そう談だん？　フルールで……？

　ゆりちゃんが目めを丸まるくしたあと、頬ほおを一いっ気きに赤あからめた。

「もちろんいいよ！　わたし、そらくんの役やくに立たてるのうれしい！」

　高たかい声こえがわたしの体からだ中じゅうにつきささってくるような気きがした。

　わたしはぼうぜんとしてしまう。

　だって、それって。

　今いままでたくさんの時じ間かんを過すごしたフルール。その場ば所しょにそらくんはゆりちゃんを呼よんだ。

　きっと、わたしの代かわりだ。わたしの手て伝つだいはもういらないって、そらくんは言いってるんだ。

　そっか。そうだよね。

　そらくんには、わたしなんか、もういらないよね。








15　そらくんがやってきた









　すっかり自じ信しんをなくしてしまったわたしは、ぬけがらのようになってしまった。

　土ど曜よう日びだというのに、どこにも出でかけずにテレビをつけてソファでゴロゴロ。

　朝あさのアニメが終おわり、やがてお料りょう理り番ばん組ぐみがはじまった。

　タイミングは最さい悪あくで、お菓か子し作づくりの回かい。調ちょう理り台だいの上うえにはボウルに泡あわ立だて器きに計けい量りょうカップが並ならんでいる。

　それがフルールの光こう景けいと重かさなると、なんだか見みるのが辛つらくなってぽちっと消けした。

　すると、ママの声こえがキッチンからひびいた。

「りーかー？　なにか悩なやんでるんならママに言いってみな？」

　さすがに落おち込こんでるのがわかってしまったみたい。

　でも、この悩なやみだけはママにも言いえないと思おもった。

　今いままで何なんでも相そう談だんしてきたけど、あんな情なさけなくて恥はずかしい失しっ敗ぱい、だれにも──ママにだって知しられたくない。

「んー……なんでもないよ」

　ママはむーとうなったあと、ちいさくため息いきをついた。

「そう？　それならいいんだけど……じゃあ、庭にわの草くさでも抜ぬいてきて！　もうこの頃ごろすごいのよ、ぼうぼうよ！」

「……はあい」

　このままゴロゴロしてたらまたいろいろ聞きかれるだろうな。それもいやだな。わたしはのろのろと立たち上あがる。

「道どう具ぐは庭にわの小こ屋やにあるから」

　実じっ験けん室しつの鍵かぎを渡わたされて庭にわに出でる。ママの言いったとおりに庭にわの草くさは伸のび放ほう題だいだった。

　たんぽぽはぎざぎざの葉はっぱを大おおきく広ひろげているし、ハルジオンの茎くきは伸のび切きっていて、たくさんのつぼみを付つけている。種たねになるとやっかいなのよ、とママが言いっていた。どちらもふわふわの綿わた毛げを遠とおくに飛とばしたがる花はなだからだ。

　だけど葉はっぱがやわらかいものばっかりだし、別べつに道どう具ぐはいらないかな？

　そのまましばらくしゃがみこんで草くさを抜ぬいていると、がちゃん、と玄げん関かんのドアが開ひらく音おとがした。門もんの方ほうを見みたわたしは目めを見み開ひらく。

　そこにはそらくんが立たっていたのだ。

　う、うそ！

「理り花かなら庭にわに──」

　ママの声こえに誘さそわれるように、そらくんがこちらを向むいた。

　うわあ、顔かおなんて見みれないよ！

　わたしは思おもわず逃にげ場ばを求もとめてぐるりと庭にわを見み回まわして──ちょうどよいところを見みつけた。

　そうだ、実じっ験けん室しつ！

「あ！　──まてよ、理り花か」

　そらくんの声こえが庭にわにひびく。だけどわたしはダッシュで実じっ験けん室しつに駆かけ込こむと、中なかから鍵かぎをかける。

　もし、もう手て伝つだいはいらないとか、ゆりちゃんと交こう代たいするとか……そらくんの口くちから聞きいちゃったら、立たち直なおれないもん！

「理り花か、開あけろよ！」

「理り花か、いったいどうしたっていうのよ？　出でてきなさい！」

　そらくんとママの声こえがひびく。どん、どんと実じっ験けん室しつのドアが叩たたかれる。わたしはしゃがみこむとギュッと目めを閉とじて耳みみをふさいでやり過すごした。

　こんなふうに逃にげててもしょうがないって思おもう。だけど、ドアを叩たたく音おとがわたしを責せめているようで。怖こわくてしかたがなくて、わたしはどうしても鍵かぎを開あけられない。

　しばらくするとドアを叩たたく音おとが止やんだ。ああ、諦あきらめてくれたんだ。わたしがホッとしたときだった。

　がらり、と音おとがしてぎょっとする。顔かおを上あげると窓まどからそらくんの顔かおが現あらわれた。

　えっ!?

　その窓まどは地じ面めんから二メートルくらいの高たかさのところにある換かん気き用ようの窓まどだ。まさかそんなところから入はいってくるとは思おもいもしなかった！

　固かたまるわたしの前まえで、そらくんは小ちいさな窓まどから侵しん入にゅうしてくる。

　窓まど枠わくを器き用ようにくぐり抜ぬけて軽かろやかに着ちゃく地ちした。

　そしてわたしの正しょう面めんに立たったそらくんの顔かおは怒おこっていた。

「……ごめんなさ、い」

　思おもわずうつむいてあやまる。

「なんであやまるんだ？」

　そらくんの声こえはやっぱり冷つめたい。顔かおを上あげられない。わたしは泣なきたくなった。

「わたし、あんなこと、ほんとは思おもってない、よ」

　言いい訳わけみたいで恥はずかしい。いくら本ほん心しんじゃなかったって言いっても、一いち度ど出でてしまった言こと葉ばは取とり消けせない。

　そらくんは黙だまっていた。何なん度どあやまっても、全ぜん部ぶ跳はね返かえされちゃうんじゃないかって思おもって、苦くるしい。

「わたし、そらくんが『変へん』って言いわれるのがいやだったんだよ。だから冗じょう談だんにしてごまかしてほしいって思おもって……だけど、そらくんがゆりちゃんがいいって言いうんなら、もうしょうがないって思おもう」

　泣なきそうになりながら言いうと、そらくんがとまどったような声こえを上あげた。

「ゆり？　金かね子こがどうしたって？」

「そらくん、わたしの代かわりにゆりちゃんにお手て伝つだいたのむんじゃないの？」

「いや？　なんで？」

「なんでって……だってわたし、そらくんにひどいこと言いったし」

「だけど、おれも、言いったんだろ？　理り花かを傷きずつけるようなこと」

　顔かおを上あげると、そらくんはじっとわたしの目めを見みた。

「おれが『理り科かが得とく意い』って言いったの、やだったんだろ？　あのあと理り花か、おかしかった。だから金かね子こに聞きいた。なんか知しってそうだったから。そしたら、前まえに宝たから物ものだった虫むし、捨すてたって聞きいて……」

　とそらくんは言いう。

　ああ。あのときのこと、ゆりちゃんに聞きいちゃったんだ。元げん素そ図ず鑑かんや塩しおの結けっ晶しょう、それからタマムシのこと。

　だとしたら、そらくんも思おもったよね、きっと。わたしのこと、変へんだって。

「理り花かさあ、理り科かがキライとか、ウソだろ？」

　追つい及きゅうされてわたしはギュッと目めをつぶった。そらくんの目めは見みられなかった。

「ウソじゃ……ない」

「ウソつけ。あんだけ楽たのしそうに実じっ験けんしてて、何なにがキライだよ」

「……あれは、実じっ験けんじゃないよ。お菓か子し作づくりだもん。虫むし取とりとちがって、女おんなの子こがやってもおかしくない。だから」

　そらくんはそっか、と大おおきなため息いきをついた。

「菓か子し作づくりって女おんながやるもの？　じゃあ、理り花かはさ、菓か子し作づくりしてるじいちゃんのことも、女おんなみたいだって思おもう？　かっこ悪わるいって思おもう？」

「え？」

「おれはいいよ、サンザン言いわれて慣なれてるし。だけど、もし……じいちゃんをばかにするんだったら、おれは許ゆるさない」

　じっと挑いどむように見みつめられて、わたしは胸むねがぐっとつまるのがわかった。
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　そうか。虫むし取とりは男だん子しがするもの。料りょう理りは女じょ子しがするもの──この考かんがえ方かた自じ体たい、そらくんやおじいちゃんのことを否ひ定ていしてるようなものなんだ。

　この間あいだ、おんなじことでそらくんを傷きずつけたばっかりなのに。またやっちゃった……！

　気きづいて顔かおをこわばらせていると、そらくんはそのままくるりと背せを向むける。

「わかった。じゃーな」

　呆あきれられた。嫌きらわれちゃった！

　ぎゅううと胸むねが痛いたくなって、わたしはがまんできなくて叫さけぶ。

「まって。そらくん！　わたし、かっこ悪わるいとか思おもってない!!　そらくんのことも、おじいちゃんのことも、かっこいいって思おもってる！」

　叫さけんだ直ちょく後ご、わたしは一いっ気きに顔かおが赤あかくなる。

　ちょっとまって！　わ、わたし、今いま、そらくんにかっこいいって言いっちゃった!?

「え、えっと、わたし」

　まるで告こく白はくみたいじゃない!?

　え、え、取とり消けしたほうがいい!?　深ふかい意い味みはないよって。

　あわあわとするわたしだったけれど、そらくんはこちらを振ふり返かえると、いたずらが成せい功こうしたような顔かおで笑わらったんだ。

　あ、そらくん、怒おこってるのって、もしかして演えん技ぎ!?

「ひ、ひどい！　からかったの!?」

　わたしがそう言いうとそらくんはハハッと笑わらった。

「理り花か。堂どう々どうとしてろよ。笑わらうやつなんか、気きにすることない。そんなやつのせいで自じ分ぶんの好すきなことあきらめるの、メチャクチャもったいない」

　そらくんのしゃんと伸のばした背せ筋すじと、まっすぐなまなざしに、どきん、と胸むねが音おとをたてる。

「──ってのは、じいちゃんが言いってたんだけどな？　おれも、昔むかしケーキ屋ややりたいって言いって、『女おんなの子こみたい』って笑わらわれたときに落おち込こんだんだよ。そしたら、『変へん』だって笑わらいたいやつは笑わらわせとけって。『普ふ通つう』からはみ出でる勇ゆう気きを出ださないと、だれもやっていないことはやれっこないんだって」

「え、そらくんも……？」

「だから、おれは、『変へん』って言いわれるのは『すげえ』って言いわれてると思おもうことにしてるんだ」

　わたしはへへっと笑わらうそらくんを見み上あげた。

　部へ屋やに差さし込こむ光ひかりがちょうどそらくんを照てらしていた。いつもより力ちから強づよい光ひかりをたたえた目めが、まっすぐにわたしを見みつめている。そのまなざしにはやさしさと、つよさと、明あかるさの全ぜん部ぶがつまっていた。

　ああ、そらくんって、晴はれた日ひの青あお空ぞらみたい。見みていると、自し然ぜんと心こころが上うえを向むいて、力ちからが湧わいてくる。

　そうだ。そうだよね。そらくんはお菓か子し作づくりしててもちゃんとかっこいい。ってことは、好すきなことと男だん子しとか女じょ子しとかは関かん係けいないんだ、きっと。

　そう思おもってぼうっと見みつめていると、そらくんはちょっと照てれくさそうに手てを差さし出だした。

「ほら」

　目めの前まえの手てをとまどいながら握にぎると、そらくんはしゃがんだままのわたしを引ひっ張ぱり上あげる。

「理り花か、一いっ緒しょに菓か子し作づくりやろう。実じっ験けんをやろう！　そして博士はかせの理り花かと、パティシエのおれで、いつか『幻まぼろしの菓か子し』──いや、それを超こえる究きゅう極きょくの菓か子しを作つくろうぜ！　おまえのこと傷きずつけるやつがいたら、ゼッタイ、守まもってやるからさ！」

　仲なか直なおり、とでも言いうように一いっ瞬しゅんだけ強つよくわたしの手てを握にぎる。

　真しん剣けんなそらくんの目めから目めがはなせなかった。

　わたしは自し然ぜんとうなずいてしまう。
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　そらくんはおひさまみたいに笑わらうと、「じゃ、行いこうぜ！」と言いって扉とびらを開あけた。








16　「好すき」への一いっ歩ぽ









　外そとで待まっていたママは、わたしが「ごめんなさい。でも解かい決けつしたから」と言いうと、「そう？　それならいいんだけど」と、それ以い上じょうの追つい及きゅうはしてこなかった。

　だけど、ケーキ作づくりに行いくって言いったら嬉うれしそうだったから、たぶん、外そとで聞きいてたんじゃないかな。そしてわたしが何なにに悩なやんでいたのかわかったんだと思おもう。




　わたしとそらくんはそのままフルールへと向むかう。

　だけど、途と中ちゅう、そらくんが角かどを曲まがったところで足あしが止とまった。

　いつもは避さけている公こう園えんのあるあの道みち。だけど、わたしはぐっとこぶしを握にぎりしめる。大だい丈じょう夫ぶ。もう逃にげなくても大だい丈じょう夫ぶ！

　わたしは思おもい切きって足あしを踏ふみ出だす。

　公こう園えんの前まえに差さし掛かかると、いつもどおりにそこにはゆりちゃんがいた。周まわりにはゆりちゃんと仲なかがいいクラスメイトが二人ふたり。みぃちゃん、ななちゃん。カワイイものが大だい好すきな女じょ子したちで、お洋よう服ふくもカワイくて、なんだか花はなが咲さいたみたい。

　いつも遊あそんでるって知しってたけれど、本ほん当とうに会あうとやっぱりドキドキする。足あしがすくむ。

　おしゃべりをしていたゆりちゃんは、わたしとそらくんを見みつけると、びっくりしたように目めを見み開ひらいた。

　ゆりちゃんは一人ひとりで近ちか寄よってくる。

「二人ふたりでどこに行いくの？」

　そらくんがちらりとわたしを見みた。大だい丈じょう夫ぶか？　と言いわれているような気きがしたわたしは、大だい丈じょう夫ぶだよって言いうかわりに一歩ぽ前まえに出でた。

「そらくんのおじいちゃんのお店みせ。お菓か子し作づくりに行いくの」

　するとゆりちゃんはそらくんをちらりと見みて、少すこしだけ顔かおをしかめた。

「ふうん。やっぱりお菓か子し、作つくってるんだ」

　わたしに男おとこの子こみたいって言いったときとおんなじ顔かお。不ふ思し議ぎでしょうがないって顔かおだった。

　あぁ、ゆりちゃん、たぶん、男おとこの子こがお菓か子し作づくりをするなんて、『変へん』だって思おもってる。

　だけど昨日きのうわたしが、『女じょ子しみたい』って言いってそらくんが怒おこったから。だからはっきりと言いえないんだと思おもった。

　それがわかってわたしはひやりとした。そらくんもおんなじように感かんじてたら、きっとイヤな気き持もちになるって思おもったんだ。

　でも、そらくんは少すこしだけ肩かたをすくめて「そうだよ」と一ひと言こと。

　そっか。『すごい』って言いわれてるって思おもってるんだ。

　気きにしてない様よう子すにわたしはホッとする。そしてそんなそらくんをすごくかっこいいなって思おもった。

　ゆりちゃんはちょっと不ふ満まんそうに口くちを尖とがらせると、わたしを見みた。

「理り花かちゃんも、行いくの？」

　どうしてそらくんと一いっ緒しょにいるの？　昨日きのう言いってたよね、理り科かがキライなんでしょ？

　そんなふうに聞きこえた。

　そらくんがわたしを見みた。心しん配ぱいそうな目め。さっき言いったみたいに守まもってやるって思おもってくれているのかもしれない。

　だけど。

　わたしはギュッとこぶしを握にぎりしめる。

　ここまできて、逃にげたらだめだって思おもったんだ。そして、守まもってもらってもだめだと思おもったんだ！

　だってわたしが勝かたないといけないのは、今いままでの、弱よわいわたしだったから。

「そらくん、ちょっと先さきに行いってて！」

　そらくんはちょっとびっくりしたように目めを見み開ひらいたけれど、うなずいて先さきへと進すすんだ。

　静しずかな公こう園えんでゆりちゃんと二人ふたり。向むき合あっていると時じ間かんが巻まき戻もどされていく。

　やがて、ゆりちゃんの顔かおが三年ねん生せいのあのときの顔かおに重かさなった。同どう時じに声こえも聞きこえた。

『理り花かちゃんって変かわってるよね……虫むしとか好すきなのって男おとこの子こみたい。わたし、ちょっとムリ、かも……』

　ずきんと胸むねが痛いたくなり、ゆりちゃんから目めをそらすと足あし元もとを見みつめた。

　──普ふ通つうの、カワイイ女おんなの子こになりたいんじゃなかったの？

　消きえたはずの弱よわ虫むしなわたしがひょこっと顔かおを出だして、やっぱり逃にげようってうったえる。

　ほら、適てき当とうにごまかしちゃえばいいんだ。ちがうよ、理り科かじゃなくって、お菓か子し作づくりが好すきなんだよって言いえばいいんだ。

「わたし」

　やっぱりムリだ。押おしつぶされそうになったとき。

『理り花か。堂どう々どうとしてろよ』

　心こころの中なかのそらくんの声こえが、弱よわ虫むしなわたしを追おい出だした。

　わたしは顔かおを上あげる。

　うん。もうさっきまでのわたしじゃない。だから怖こわくない。もう、怖こわくない。

「ゆりちゃんは虫むしがムリかもしれない。キモいって思おもうかもしれない。──だけどわたしは好すき。ゆりちゃんがカワイイものが好すきなのとおんなじくらいに、好すき」

　そう切きり出だすと、ゆりちゃんはびっくりした顔かおをした。

「わたし、あれから自じ分ぶんにずっと言いい聞きかせてたんだ。虫むしがキライだって。星ほしも、石いしも、実じっ験けんも、全ぜん部ぶキライだって。だけどずっと苦くるしかった。そうやってウソついて、好すきなこと隠かくしてたら、自じ分ぶんで自じ分ぶんのことどんどんキライになっちゃいそうだった。だから、ウソつくの、もうやめるね」

　わたしは大おおきく息いきを吸すう。胸むねいっぱいに勇ゆう気きを溜ため込こむと、口くちを開ひらいた。




「わたし、理り科かが好すき」
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　口くちにしたとたん、言こと葉ばが胸むねの中なかにじんわりと広ひろがっていく。そして体からだ中じゅうをめぐり始はじめると、どんどん力ちからが湧わいてきた。

「あのね。お菓か子し作づくりするのって、理り科かの実じっ験けんみたいですごく楽たのしいんだ！　だから──わたし、そらくんと一いっ緒しょに行いくね」

　誰だれがなんと言いおうと、好すきなことはあきらめない。あきらめたらゼッタイもったいない。

　うつむいたら弱よわい気き持もちに負まけてしまう気きがして、わたしはお腹なかに力ちからを入いれて顔かおを上あげ続つづけた。

　ゆりちゃんは、ちょっとぽかんとしていた。だけどぷい、と目めをそらす。そして「い、いきなりなに？　理り花かちゃん……変へんなの」と言いった。

「『変へん』、かな？」

　変へんだって言いわれたのにぜんぜん平へい気きで、不ふ思し議ぎだった。

　思おもわずへらりと頬ほおがゆるむ。ゆりちゃんはびっくりしたように叫さけんだ。

「へ、変へんだよ！」

　ゆりちゃんはみぃちゃん、ななちゃんのいる公こう園えんの奥おくへと走はしり出だした。

「つまり『すごいよ』かぁ」

　そう言いい換かえてみるとなんだか笑わらえてきた。

　ふと気きがつくと、すごくスッキリした気き分ぶんだった。三年ねん生せいのときから胸むねにつっかえていたものが全ぜん部ぶ流ながれていったみたい。

　あぁ、わたし、やっとちゃんと言いえた。好すきだって言いえた！

　三年ねん生せいのわたしとハイタッチしたい気き分ぶん！

　わたしは大おおきく一つ深しん呼こ吸きゅうをする。そしてフルールの方ほう向こうへと足あしを踏ふみ出だした。








17　最さい後ごのミッション









「さーてーと！　いっちょやるか！」

　フルールの工こう房ぼうに着つくと、そらくんは手てを洗あらってエプロンと三さん角かく巾きんを着つけて準じゅん備び万ばん端たんだった。

「カスタードクリーム、今こん度どこそ作つくってみせるぞ！」

「でも、火ひにかけることしかわかんないかも……」

　わたしがそう言いうと、そらくんは「じゃじゃーん」と言いいながら紙かみの束たばを出だした。

「実じつは、じいちゃんのノートを訳やくしてきたんだ！」

「え、すごい……！」

　それって、ものすごく時じ間かんかかったんじゃないの!?

「タブレット、五いつ日か分ぶん、一いち度どに使つかわせてもらえるようにかあちゃんと交こう渉しょうしたんだ」

　そらくんは「どんなもんだ」って笑わらう。

「あと、これも」

　そらくんが小ちいさなお皿さらを指ゆびさした。

　お皿さらの上うえには黒くろくて細ほそい、さやいんげんみたいな形かたちのものが置おいてある。

　一いっ瞬しゅん虫むしかと思おもってぎょっとする。

　虫むしは好すきだけど、クリームに入いれるのはいやかも！

「え、これなに？」

「バニラビーンズ。材ざい料りょうのメモには書かいてなかったけど、作つくり方かたのところに書かいてあったんだ」

　ああ、聞きいたことある！　甘あまくていいにおいがするスパイスだ！

「……すごい、本ほん格かく的てきだね！」

「ケーキ屋やだからな」

　そらくんは胸むねを張はった。

　そして卵たまごを割わって黄き身みと白しろ身みを分わけていく。

　そらくんは卵たまごを割わるのもだけど、殻からを使つかって分わけるのもやっぱりすごく上じょう手ずで、思おもわず見みとれてしまう。

　そらくんが分わけてくれた黄き身みと砂さ糖とうをよくまぜる。

　その後あとに小こ麦むぎ粉こを入いれて粉こなが消きえるまでかきまぜる。

「『熱ねつ』が必ひつ要ようかあ」

　そらくんが感かん心しんしたように言いうと、鍋なべで沸わかしていた、香かおり付づけのバニラビーンズを入いれた牛ぎゅう乳にゅうを見みた。

　そらくんは、これを冷つめたい牛ぎゅう乳にゅうだと思おもっていたんだ。確たしかに部へ屋やの外そとから見みてるだけじゃ、温おん度どまではわかんないかも。

「で、次つぎは卵たまごの液えきと牛ぎゅう乳にゅうをまぜるんだよな？」

　レシピをちらりと見みてわたしはうなずく。

　そらくんが鍋なべの中なかに、卵たまごと砂さ糖とうと小こ麦むぎ粉こをまぜたものを少すこしずついれる。

　そしてぐるぐると中なか身みをまぜていく。

　ん？　なんか、カタマリが……。

　黄き色いろいカタマリがところどころできている。これ、大だい丈じょう夫ぶなのかな？

　だけどそらくんは気きにせずに、鍋なべをコンロの上うえに置おいた。

　次つぎは、さらに火ひにかけて熱ねつを加くわえる。そらくんが火ひをつけながら聞きいた。

「火ひの強つよさは？」

「中ちゅう火びだって」

　ぐるぐるとカタマリだらけの液えきをまぜながらじっと見みていると、鍋なべの周まわりがふつふつと煮に立たった。

　これからなめらかになるのかな……と思おもった瞬しゅん間かん。

　そらくんがまぜる手てを止とめた。

「なんだか……これ、変へんじゃないか？　……かきたまスープみたい……」

　薄うすいクリーム色いろの水みずの中なかに黄き色いろい炒いり卵たまごが浮ういているような感かんじ。

　とてもじゃないけれど、クリームとは言いえない物ものだった。

「火ひ、強つよすぎた……？　え、でも中ちゅう火びって書かいてあったんだったよな？」

　わたしはうなずく。ちゃんと手て順じゅん通どおりにやったはずなのに。

「理り花か、どうしてかわかるか？」

　すがるように見みられてわたしはひるんだ。

　パパはたよれない。パソコンもない。時じ間かんもない。

　どうしよう──と心こころ細ぼそくなる。

　だけど、店みせをつぶすわけにはいかない。諦あきらめるわけにはいかないんだ！

「手て順じゅんを確かく認にんしてみよう。レシピとちがうところがきっとあるはず」

　わたしは実じっ験けんノートを取とり出だした。

「失しっ敗ぱいにヒントがあるよ、きっと」

　今いままでの実じっ験けんでもそうだった。

　まちがったら、どこがまちがっているか確たしかめればいい。同おなじまちがいをしなければ、いつかきっと正せい解かいにたどり着つくんだ。

「レシピをもう一いっ回かい読よむから、一いっ緒しょにまちがい探さがししよう？」

　そらくんはうなずいた。

　その目めにはもう不ふ安あんはない。

「１　材ざい料りょうを量はかります──って書かいてあるけど……」

　見み直なおしてみると、材ざい料りょうはあってるみたい。次つぎを読よむ。

「２　卵らん黄おうと砂さ糖とうをよくまぜます


　３　小こ麦むぎ粉こを入いれて軽かるくまぜます

　４　温あたためた牛ぎゅう乳にゅうを少すこしずつ入いれてまぜます



　５……」

　と言いいかけたときだった。

　そらくんが「あっ」と声こえを上あげた。

「え、あれ？　温あたためた牛ぎゅう乳にゅうを？　おれ、牛ぎゅう乳にゅうの入はいってる鍋なべに、まぜたもの入いれなかったっけ？」

「それが原げん因いん？　え、でも、まぜることには変かわりないよね？」

「だよなあ」

「でも、一いち応おうメモしておくね」

　わたしはレシピの続つづきを読よんだ。

「５　小こ鍋なべに入いれて中ちゅう火びにかけてまぜます。とろりとなったら強つよくまぜます」

「ここまでしかできなかったんだよな。かきたまスープのでき上あがりで、ゲームオーバー。怪あやしいのは、牛ぎゅう乳にゅうを入いれるか、牛ぎゅう乳にゅうに入いれるか、かあ。国こく語ごのテストみたい」

　そらくんがため息いきをついた。

　ほんとだ、と思おもいながらわたしは言いう。

「最さい初しょにレシピをよく読よんでおくのって、すごく大だい事じなのかもしれないね」

「だなあ。訳やくしてるときにも『よく』とか『軽かるく』とか『少すこしずつ』とかよくでてきたし。じいちゃん、いつも料りょう理りは科か学がくだって言いってた。だから繊せん細さいなんだって。たぶん順じゅん番ばんとか、たいしたことないって見み逃のがしてしまう手て順じゅんがすごく大だい事じってことなんだろうな」

　わたしはうなずく。

　料りょう理りは科か学がくって言こと葉ばが耳みみにじわっと広ひろがった。

　目めには見みえない小ちいさなものが──そうだ、元げん素そ図ず鑑かんにのってた小ちいさなものたちが、きっとすごい勢いきおいで動うごいているんだ。

　だから、小ちいさなチガイが大おおきなチガイになってしまう。

　この失しっ敗ぱいしたクリームだって、そう。

　卵たまごと牛ぎゅう乳にゅうと砂さ糖とうと小こ麦むぎ粉こが、わたしたちの予よ想そうとはちがう化か学がく反はん応のうをしている！

　想そう像ぞうすると、なんだかドキドキワクワクしてくる。

「よーし、最さい後ごまで頭あたまに入いれておくぞ。今こん度どは失しっ敗ぱいしねえぞ！」

　そらくんがこぶしを握にぎりしめている。

　わたしはうなずいてレシピの続つづきを読よんだ。

「６　なめらかになったら、こげる前まえにコンロから下おろします

　７　バットに移うつし替かえて、氷こおりで一いっ気きに冷ひやします」

　そこでわたしは首くびをひねった。

「バットって……？」

　野や球きゅうのじゃないよね？

　と思おもった瞬しゅん間かん、そらくんがにっとわらった。

「野や球きゅうのじゃないぞ」

　そして金きん属ぞくでできたトレイみたいなのを指ゆびさした。わあ、心こころを読よまれた！

「わ、わかってるよ！　え、えっと、でも、どうやって冷ひやしたらいいのかな」

　恥はずかしいのでごまかすように言いうと、そらくんはにやにや笑わらいを引ひっ込こめる。

「そのまま入いれるはずはないし……あ、ひと回まわり大おおきいバットに氷こおり入いれて、そこにつければいいかな？」

　レシピはここで終おわりだった。

『強つよく』、『こげる前まえ』、『一いっ気きに』。あいまいでわかりにくいけれど、それがたぶんとても大だい事じ。

　わたしは頭あたまに刻きざみ込こむ。

「うん……覚おぼえた！　じゃあ、４番ばんのとこ、気きをつけてやるぞ……！」

　力ちから強づよく言いうと、そらくんは腕うでまくりをする。




　卵たまごと砂さ糖とうをよくまぜる。

　そこに小こ麦むぎ粉こを入いれて軽かるくまぜる。

　そして、４番ばんのところ。温あたためていた牛ぎゅう乳にゅうを少すこしずつボウルに入いれて、そのたびにていねいにまぜる。

「あ、今こん度どはカタマリがないかも」

　さっきはここで黄き色いろいカタマリができていた。

　そらくんと顔かおを見み合あわせてうなずく。ここがまちがいだったんじゃ？　と期き待たいがふくらむ。

「中ちゅう火びだよな？　弱よわ火びじゃなくて？」

「うん」

　まぜたものを鍋なべにうつしかえる。

　こわごわと火ひをつけるとぐるぐるとまぜる。

　交こう代たいしながらしばらくまぜているととろりとしてくる。

「きた！　ここから強つよくまぜる！」

　わたしはあせりながらもぐるぐるとまぜる回かい数すうを増ふやした。

　でもすぐに腕うでが疲つかれてしまう。わたしの手てが止とまるとすぐに、

「交こう代たい！」

　そらくんが木きべらをつかむと、真しん剣けんな顔かおでかきまぜた。

　そしてクリームがもったりとしたのを確かく認にんしたあと、

「こげる前まえに！」

　とコンロから下おろした。

「バット！　氷こおり！」

　用よう意いしていた氷こおり漬づけのバットに、鍋なべの中なか身みをうつしかえる。

　とろりとしたクリームがバットに広ひろがるとわたしはラップをかける。

　ホッとしたと同どう時じにじんわりとよろこびが湧わき上あがってくる。

「……できた？」

「できた、かも！」

　ラップの下したのカスタードクリームは、その名なの通とおりきれいなクリーム色いろだ。

　お月つきさまの色いろ。

　さっきみたいな《カタマリ》のない、カスタードコロネにかぶりついたときにとろっとはみ出だしてくる、あのなめらかなクリームそのものだった。

「ちょっとだけ食たべてみる？」

　うなずいてラップを少すこしずらすと、スプーンでそれぞれひとくちずつすくった。

　ふんわりと湯ゆ気げが上あがる。

　甘あまいバニラのにおいに頬ほおがゆるんだ。

「まだあったかい」

　せーので口くちに入いれたわたしは目めを丸まるくした。

「おおいいしひいい！」

　甘あまさはひかえめだけれど、その分ぶん卵たまごの味あじがしっかりした。

　やさしい、やわらかい、あったかい味あじ。フルールの味あじだ！

「やべえ……あったかいクリームとか初はじめて食たべたけど、めちゃくちゃうまいな！」

　そらくんも顔かおを輝かがやかせている。

「これならじいちゃんを、ギャフンと言いわせられる！」

「そらくん……ギャフンって、テストなんだよ？」

「あ、そうだった」

　照てれ笑わらいをしながら、そらくんはもうひとくちとクリームを口くちに運はこぶ。

　そしてにっこりとおひさまのように笑わらったんだ。








18　おじいちゃんのテスト









　そしてテスト当とう日じつの日にち曜よう日びがやってきた。

　わたしは落おち着つかずにソワソワしっぱなしだった。

　だって、おじいちゃんのお見み舞まいについてきてって言いわれたんだ！

　入にゅう院いん先さきは、街まちで一いち番ばん大おおきな病びょう院いん。広ひろいロビーを歩あるきながら、わたしはそらくんにたずねる。病びょう院いんだから、小ちいさな声こえで。

「ね、ねえ、ほんとにわたしがここにいていいの？」

　ひそひそと話はなしかけると、そらくんもささやき返かえした。

「っていうかおれと理り花かで作つくったんだから、理り花かも来きてくれないと、なんだかずるしてるみたいだろ？」




　たどり着ついた病びょう室しつは七階かいの部へ屋やで、窓まどからは街まちが見みわたせた。学がっ校こうはすぐに見みつかったけれど、わたしの家いえやフルールは小ちいさすぎてなかなか見みつけられそうになかった。

　ドキドキしながら一いち番ばん奥おくのベッドを見みる。おじいちゃんは、いつもどおりの怖こわい顔かおだった。

　おじいちゃんはそらくんとわたしを見みつけると、低ひくい声こえで言いった。

「できたのか？」

　そらくんもだけれど、眼め力ぢからが強つよいって言いうのかな。

　見みつめられてわたしはすくんでしまう。

　だけど慣なれているそらくんは、挑ちょう発はつ的てきな言こと葉ばにも自じ信しん満まん々まんだった。

　さっき作つくってきたばかりのカスタードコロネを出だす。

　袋ふくろから出だすと、バニラの甘あまい香かおりが部へ屋やに広ひろがって、自じ分ぶんで言いうのもなんだけど、すごくおいしそうだった。

　おじいちゃんはしばらくコロネを観かん察さつしたあと、ぱくり、と口くちに入いれた。

　おじいちゃんの口くちがもぐもぐと動うごくのを祈いのるような気き持もちで見みつめる。

　ごくん。おじいちゃんののどが大おおきく動うごき、わたしとそらくんは息いきをのんだ。

「……まあ、最さい初しょのクッキーに比くらべればずいぶんと上じょう達たつしたもんだ」

　おじいちゃんがほめたので、「じゃあ──」とそらくんが期き待たいで顔かおを輝かがやかせる。

　だけど──おじいちゃんはひひひ、と笑わらった。

「──だが、これじゃあ合ごう格かくはやれん！」

「ええええええええ……まじで、これでもだめなわけ!?」

「なにがこれでも、だ！　パイは冷れい凍とうパイシートだろうが！」

「げっ、バレた！」

　わたしもあせった。パイ生き地じまでは翻ほん訳やくも作つくるのも時じ間かんが足たりなくて、おじいちゃんの言いう通とおり、パイシートを使つかっちゃったんだ……。

　そらくんは大だい丈じょう夫ぶだって言いったけど、さすがおじいちゃん。ごまかせなかった！
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「プロをなめるんじゃない！」

　そらくんはがっかりしてうなだれた。けれど、次つぎの瞬しゅん間かん、わたしは見みてしまった。

　おじいちゃんが残のこりのコロネを嬉うれしそうに食たべてしまったところを！

　はみ出でてお皿さらに落おちたクリームまで、全ぜん部ぶ。

　うわああ！　きっと、おいしかったんだ！

　え、それで合ごう格かくじゃないってことは……。

　わたしはちらりとそらくんを見みる。そらくんは悔くやしそうにコロネを見みつめて、なんでだよ～！　早はやく一いち人にん前まえになって『幻まぼろしの菓か子し』を作つくりたいのに！　と文もん句くを言いっている。

　それを見みてなんとなくわかってしまった。

　もしかして。おじいちゃんって、そらくんがマジメに修しゅ業ぎょうできるように、ほめないことにしてるんじゃないかな？

　だって、ほめちゃったら、満まん足ぞくして修しゅ業ぎょうやめちゃいそうじゃない？

　これって、当あたりでしょう？

　と問といかけるように見みていると、おじいちゃんは、ニヤッと笑わらった。そして落おち込こみつづけるそらくんに言いった。

「クリームはまあまあだったがな」

「そ、そうだろ！」

「まぁ……だから、弟で子しはムリだが、あのフランス語ごのレシピを解かい読どくしたことに免めんじて弟で子し候こう補ほくらいにはしてやろうか」

「弟で子しと弟で子し候こう補ほってどうちがうんだよ」

「まだまだぜんぜんだめだってことだ。作つくってみて『料りょう理りは科か学がく』だって身みにしみただろう。算さん数すうと理り科かをなんとかしないとな！」

　むむむとそらくんが不ふ満まんげに口くちをとがらせると、おじいちゃんはわたしを見みた。

「ところで、そら。そこのおじょうさんを紹しょう介かいしてくれないのか？」

「あ、そうだった。同おなじクラスの佐さ々さ木き理り花か。テスト、理り花かのおかげでできたんだ！」

「あ、えっと、さ、佐さ々さ木き理り花かです」

　あ、かんじゃった！

　かあっと赤あかくなっていると、

「この間あいだはもめ事ごとを見みせてしまって、すまなかったね。……りか、ちゃん？　どんな字じを書かくのかな」

「理り科か室しつの理りに、フルールの花はなで、りかです」

「よい名な前まえだなあ」

　にっこりわらったおじいちゃんが言いう。笑わらったおじいちゃんは、怖こわそうなおじいちゃんから、やさしいおじいちゃんに変へん身しんしていた。

　わたしは、控ひかえめに、だけどしっかりとうなずいた。

　わたしが大だい好すきな、わたしの名な前まえだ。

「子こ供どもの名な前まえには親おやの願ねがいがこもっている。うちのそらは青あお空ぞらのような明あかるい子こになって欲ほしかったから『蒼そ空ら』。その通とおりに育そだってうれしいかぎりだが……理り花かちゃんのご両りょう親しんはどんな願ねがいを込こめたんだろうな」

　はっはっはと笑わらうおじいちゃんの前まえで、わたしはなんだか泣なきたくなった。

　わたしの名な前まえをつけたのはパパだ。パパは一いち度ども言いわないけど、名な前まえに込こめられた願ねがいくらい、わかる。

「うちのパパは、理り科かが好すきだから……」

　科か学がく者しゃのパパは理り科かが好すきだから、きっと、わたしにも理り科かを好すきになって欲ほしかったんだ。

　だけどわたしが実じっ験けんをしたくないって言いったから、わたしの気き持もちを優ゆう先せんしてくれたんだ。

　自じ分ぶんが好すきなものを否ひ定ていされるのって、つらいのに。

「……わたし、パパに実じっ験けんしたくないって、言いっちゃった」

　本ほん当とうは好すきなのに、怖こわくて、ウソをついた。パパを悲かなしませちゃった。

　ぽろり、と涙なみだがこぼれると、そらくんがたずねた。

「……理り花かんとこのとうちゃん、いつ帰かえってくるの？」

「今日きょう。三時じには帰かえるって、言いってた」

　時と計けいを見みると、時じ刻こくは二時じ半はんだ。

「じゃあ帰かえろう、いますぐ。理り花かのとうちゃんに会あいに行いこう！　そして理り科かが好すきだってちゃんと言いおう！」

　ぐい、と強ごう引いんに手て首くびを引ひっ張ぱられてびっくりする。つかまれた部ぶ分ぶんがカッと熱あつくなり、顔かおまで赤あかくなっていくのがわかる。

「ほら、クリームの謎なぞ、一つ解とけてないのがあったろ？　だから、また一いっ緒しょに実じっ験けんしたいって言いおうぜ！　大だい丈じょう夫ぶ、ゼッタイ喜よろこんでくれるって！」

　一いっ生しょう懸けん命めいうったえるそらくんから目めがそらせない。

　ああ、そらくんって、すごいな。

　転ころんでも立たち上あがらせてくれる。くじけた心こころをはげまして、前まえを向むかせてくれる。強つよさとやさしさを持もってる。

　……ヒーローって、そらくんみたいな人ひとのことを言いうんじゃないのかな？

　わたしは力ちから強づよくうなずく。

「ありがとう……そらくん！」

　わたしはおじいちゃんに挨あい拶さつをすると、家いえに向むかって駆かけ出だした。








19　牛ぎゅう乳にゅうと卵たまごの謎なぞ









　家いえに帰かえると、予よ定てい通どおりパパが出しゅっ張ちょうから帰かえってきていた。

「パパ！　おかえりなさい！」

　なんとなく飛とびつきたい気き分ぶんだったけれど、後うしろにはそらくんがいるからぐっとこらえた。

「ただいま。たくさんおみやげがあるんだよ！」

　おみやげが机つくえの上うえにのっている。

　けれど、全ぜん部ぶお菓か子しだった！

　チョコレートにクッキー、キャラメルにキャンディ。

　大たい量りょうの海かい外がいのおやつの山やまには苦にが笑わらいだ。

「こんにちは」

　そらくんが挨あい拶さつをすると、パパは「おや、いらっしゃい。めずらしいお客きゃくさんだな！」と目めをぱちぱちと瞬またたかせた。

　そんなパパにそらくんは「これ、おみやげです！」とカスタードコロネを差さし出だした。

「え、なにこれ、なにこれ！」

　パパは目めを丸まるくして叫さけぶ。

「カスタードコロネ。そらくんが作つくったんだよ！」

「理り花か、さんに手て伝つだってもらいました」

　ちょっとキンチョウしているのか、呼よびすてが気きまずかったのか、そらくんはギクシャクと言いう。

　理り花かさん、だって。思おもわずくすりと笑わらうと、そらくんは赤あかくなる。

「理り花かと二人ふたりで？　すごいな！　お店みせにあるのと変かわらないじゃないか」

　パパはがまんできないといった様よう子すで、コロネをほおばった。そして目めを丸まるくして「おいひい！」と叫さけんで涙なみだぐむ。

　そらくんは楽たのしそうにハハッと笑わらった。

「でも、どうしてもわからないことがあって。あのね……」

　わたしが実じっ験けんノートを開ひらいて説せつ明めいをすると、

「牛ぎゅう乳にゅうを入いれるか、牛ぎゅう乳にゅうに入いれるか、かあ」

　パパはふむふむと聞きいた後あと、ナットクしたようにうなずく。

「それはね」

　パパはカンタンに答こたえにたどり着ついたみたいだった。

　だけど、わたしは思おもわずパパをさえぎった。

「ま、まって！　答こたえは、まって！」

「どうした、理り花か？」

　そらくんが不ふ思し議ぎそうに聞きく。

「だ、だって、こんな面おも白しろい問もん題だい、自じ分ぶんで考かんがえないなんて、もったいないよ、やっぱり！」

　実じっ験けんして、答こたえを導みちびきだしたときのあの感かん動どうを捨すてちゃうなんて、ゼッタイもったいない！

「実じっ験けんしよう、そらくん」
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　そう言いうと、そらくんとパパが目めを丸まるくした。

　そして二人ふたり同どう時じに笑わらいだした。

　え、なにか変へんなこと言いった、わたし!?

　ドキドキしていると、

「理り花かってほんとに理り科かが好すきなんだな」

　そらくんは笑わらいながら言いい、

「小ちいさな科か学がく者しゃの誕たん生じょうだなあ」

　パパはしみじみとほめてくれた。
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　実じっ験けん室しつのすみっこでは、椅い子すに腰こしかけたパパが興きょう味み深ぶかそうに見み守まもっている。

　わたしが答こたえはゼッタイ言いわないで！　って言いったから、実じっ験けん室しつではお客きゃく様さまあつかい。だまって見みているだけだ。なんとなくウズウズしてるし、丸まる椅い子すはキュウクツそうだった。

　真まん中なかの実じっ験けん台だいには実じっ験けんノートが広ひろげてある。

「問もん題だいは牛ぎゅう乳にゅうを、と牛ぎゅう乳にゅうに、のちがいだよな」

　そらくんは頭あたまをかきながら、う～んと唸うなった。

「おんなじだと思おもうんだけど、なんでだめなんだろ？」

「……ひとまずノートに問もん題だいになってることを書かいてみるね」

　悩なやんだときは書かくと頭あたまが整せい理りされるってパパはよく言いってた。パパを見みると嬉うれしそうにうなずいた。

「『牛ぎゅう乳にゅうに』」

　そらくんが口くちに出だすのをノートに書かく。

「『卵たまごと砂さ糖とうと小こ麦むぎ粉こ』……って、いちいち長ながいな」

「『卵らん液えき』って言いうことにしようか。『卵らん液えきを入いれるのと、卵らん液えきに牛ぎゅう乳にゅうを入いれるのでは何なにがちがうんだろう？』」

　わたしは書かき写うつす。

　なんだか頭あたまの中なかでもやもやと引ひっかかるものがあった。答こたえを知しっているのに、あと少すこしで出でてこない。そんな感かんじ。

　そのとき、パパが遠えん慮りょがちに言いった。

「ためしにもう一いっ回かいやってみようか。材ざい料りょうならうちにもあるだろう？」

　やってみようか。

　昔むかしとおんなじように誘さそわれて。

　わたしがぱっと顔かおを上あげると、パパはニッコリと嬉うれしそうに笑わらったんだ。




　実じっ験けん室しつの台だいの上うえには、二つのボウルがある。

　一つにはカセットコンロで温あたためた牛ぎゅう乳にゅうが入はいっている。

　ふわふわとまだ湯ゆ気げが立たっていて、見みるからに熱あつそうだ。

　そしてもう一つのボウルには『卵らん液えき』──卵たまごと砂さ糖とうと小こ麦むぎ粉こをまぜたもの。クリームを作つくるのと同おなじ量りょうだった。

　卵らん液えきはどろっとしてて、なんだかホットケーキのタネに似にていた。

「じゃあやるぞ。理り花かはよく見みてて」

　わたしが、うん、とうなずくと、そらくんが牛ぎゅう乳にゅうにスプーンですくった卵らん液えきを入いれる。

　するとそれはすぐにカタマリになってしまった。入いれたものがそのまま同おなじ形かたちで固かたまる感かんじ。

　昨日きのうと同おなじ。やっぱりここでカタマリができてしまう。……あれ？

　わたしはふと首くびを傾かしげた。

　カタマリ？

　その言こと葉ばがなんだか気きになる。なんでだろう？　そう思おもいながらわたしはそらくんの作さ業ぎょうをぼんやり見みつめた。

「あれ？」

　ふとそらくんが手てを止とめた。

「そらくん、どうしたの？」

「見みて」

　そらくんがボウルを指ゆび差さす。わたしがのぞき込こむと、そらくんは卵らん液えきをぽちゃん、と牛ぎゅう乳にゅうに入いれる。だけどもうカタマリにはならず、牛ぎゅう乳にゅうにじわりと黄き色いろい卵らん液えきが溶とけていく。

　あれ？　え？　なんでだろう？　さっきと何なにがちがう？

「最さい後ご、なんか、カタマリにならなかった気きがする。溶とけたよな？」

「うん。そうかも」

　うーんと二人ふたりで唸うなっていると、パパがうしろから声こえをかけた。

「そらくん、ちょっとおじさんにも見みせてくれるかい？」

　そらくんがうなずいてボウルを持もち上あげようとする。わたしはあわてた。

「あ、熱あついからだめだよ！」

　忠ちゅう告こくは一いっ瞬しゅん間まに合あわない。そらくんの手てがボウルにふれる。だけどそらくんは平へい気きそうだった。

「いや、もうかなりぬるいから大だい丈じょう夫ぶ」

　そらくんが言いったとき、頭あたまの中なかでぱっと何なにかがはじけた。

　ぬるい──そうか！

「ああああ！　そうだよ！　熱あついからだ！」

　お湯ゆに入いれたらゆで卵たまごになるのとおんなじだ！

　最さい初しょ、牛ぎゅう乳にゅうはアツアツ。

　そこに入いれた卵らん液えきは熱あつくて固かたまってしまう！

「もしかして、牛ぎゅう乳にゅうの温おん度どが原げん因いんかも！」

　わたしがそう叫さけぶとそらくんは「そうか！」と言いった後あと、「あれ？　でも……」と首くびを横よこに振ふった。

「レシピには温あたためた牛ぎゅう乳にゅうって書かいてあったし。だいたい、牛ぎゅう乳にゅうを卵らん液えきに入いれても熱あついことに変かわりはないだろ？」

「あ、そっか。そうだね……うーん、やっぱり『牛ぎゅう乳にゅうを』と『牛ぎゅう乳にゅうに』かあ……」

　やっぱりそこで行いき止どまりになってしまう。

　わかりかけている気きがしたけれど、もやもやスッキリとしない気き分ぶんだった。

　そのとき、とんとん、と扉とびらがノックされる。

「おっじゃましまーす！」

　ママが元げん気きよく言いいながら入はいってくる。手てにはティーカップが三つのったトレイがある。

「みんなむずかしい顔かおねえ。ちょっと休きゅう憩けいしたら？」

　ママはお茶ちゃ菓が子しを実じっ験けん台だいの上うえにのせて、そしてカップを置おいた。ぷうん、といい香かおり。中なかに入はいっているのはどうやら紅こう茶ちゃみたいだ。

「熱あついから気きをつけてね」

　なんだかソワソワした様よう子すでそらくんに微笑ほほえみかけると、ママは出でていく。

　ともだちを家いえにつれてきたことがほとんどないから、キンチョウしてるのかもしれないな。

　わたしはカップにふれて、ひゃっと手てを引ひっ込こめた。

「そらくん、これ、ほんとに熱あついかも！　ごめんね、ママ、お料りょう理りとかニガテなんだ……」

「それなら氷こおりを入いれたらいい」

　パパが言いって、冷れい蔵ぞう庫こからたくさんの氷こおりを取とり出だした。

　するとそらくんが感かん動どうしたように言いう。

「すげえな、この実じっ験けん室しつ！　なんでもある！　菓か子しも作つくれそうだし、むしろ住すめそう！」

　わたしは笑わらいながら氷こおりを一つだけカップに入いれる。すると氷こおりはしゅるしゅると小ちいさな音おとを立たててみるみるうちに小ちいさくなっていく。

「そらくん、熱あついのニガテならアイスティーにしてもいいよ。氷こおりはいくらでもあるからね」

　パパのアイスティーという言こと葉ばにそらくんは顔かおを輝かがやかせる。たしかに部へ屋やはちょっと蒸むし暑あついかもしれない。おでこのあたりがしっとりしている。

　わたしが窓まどを大おおきく開あけている間あいだに、そらくんは氷こおりをカップに一いっ気きに五つ入いれた。

　たくさんあった氷こおりが、少すこしずつ同おなじ速はやさでじわじわと溶とけていく。

　それを横よこ目めで見みながら、もう冷さめたかな？　とわたしはカップに口くちをつけた。

「あつっ……！」

「理り花かは猫ねこ舌じた？」

「うん、ちょっとだけ。だけどホットが好すきなんだ」

　だってアイスティーにしたら味あじが薄うすくなっちゃうから。いつも、氷こおりを入いれるとしてもひかえめだ。

　ぽちゃん、ぽちゃん、と追つい加かしていく。飲のめる温おん度どに下さがるまでと、一つずつ。

　氷こおりはさっきよりもじんわりとゆっくり溶とけていく。口くちをつけるけどまだ熱あつい。

　じゃあ、あと一個こだけ。

　次つぎの氷こおりを入いれる。うーん、だんだん溶とけなくなってきた……って、え？　あれ？　あれ[image: ]

「あああああ！　わかった……かも!?」

「え、なにが？」

　そらくんがキョトンとしている。わたしは頭あたまの中なかを必ひっ死しで整せい理りする。

「一つ目めの氷こおりはあっという間まに溶とけたの。だけど、次つぎの氷こおりはちょっとだけゆっくり。三つ目めの氷こおりはそれよりもっとゆっくりと溶とけた！」

「そんなのあたりまえ──」

　そう言いいかけたそらくんもハッとした。

　わたしは力ちから強づよくうなずく。

　どうしてそうなるかっていうと、最さい初しょはまだ紅こう茶ちゃが熱あついから。

　最さい後ごの方ほうは、先さきに入いれた氷こおりで紅こう茶ちゃが冷ひえているから。

　つまり──。

「卵らん液えきを牛ぎゅう乳にゅうに入いれると、熱あつすぎるから、最さい初しょの卵らん液えきはあっという間まに固かたまってしまうんだ！

　で、卵らん液えきに牛ぎゅう乳にゅうを入いれたら、卵らん液えきで牛ぎゅう乳にゅうが一いっ気きに冷ひえる！　だから卵らん液えきはすぐには固かたまらない！」

「それだ！　さすが理り花か！」

　そらくんはうわああ！　と大おおきな声こえで叫さけび、思おもわずハイタッチをしてきた。

　ほんとうにあってる[image: ]

　パパを見みると、ぱちぱちぱちと大おおきな拍はく手しゅをする。

「大だい正せい解かい！！！！　さすが理り花か～!!」

　みんなで、すごいすごいと大おお声ごえを上あげ、なにかで優ゆう勝しょうしたみたいなテンションだった。

　大だい興こう奮ふんのわたしとそらくんに、パパはたずねた。

「説せつ明めい、少すこしだけさせてもらってもいいかな？」

　わたしがうなずくと、パパは嬉うれしそうに説せつ明めいを追つい加かした。

「卵たまごの黄き身みが固かたまる温おん度どはね、65度どから70度どなんだけど、温あたためた牛ぎゅう乳にゅうの温おん度どは90度どくらい。だから理り花かが言いったように、最さい初しょに入いれたものはすぐに固かたまっちゃうんだ。それがカタマリの正しょう体たい。牛ぎゅう乳にゅうを卵らん液えきに少すこしずつ入いれるとそれと逆ぎゃくのことが起おきる。最さい初しょに入はいった牛ぎゅう乳にゅうはすぐに卵らん液えきに冷ひやされるんだ。だから熱あつくなりすぎない。どっちにどっちを入いれるのかがとても大だい事じなんだ」

　ああ、あってた！　うれしい～～!!

　自じ分ぶんで考かんがえて答こたえにたどり着つくのは、やっぱりただ教おしえてもらうよりずっと面おも白しろかった。

「うん。やっぱり面おも白しろいなあ。料りょう理りって科か学がくだなぁ」

　パパが楽たのしそうに言いい、わたしははっとする。

　科か学がく者しゃのパパもパティシエのそらくんのおじいちゃんも同おなじことを言いったのだ。

　ああ、そっか。料りょう理りって、実じっ験けんに似にているんじゃなくて、実じつは科か学がく実じっ験けんそのものなんだ。

　それなら、もしかして。

　そらくんが言いった『究きゅう極きょくの菓か子しを作つくる』ってことは、『究きゅう極きょくの実じっ験けんをする』ってことなんじゃないかな？

　究きゅう極きょくの実じっ験けん──そのひびきにドキドキとワクワクが止とまらなくなってきて、わたしは大おおきく深しん呼こ吸きゅうをした。




　その日ひの夕ゆう方がたのこと。

　わたしは腕うでの中なかに抱かかえた本ほんを頭ず上じょうにかかげる。

　それは実じっ験けん室しつから持もってきた元げん素そ図ず鑑かんだ。

　表ひょう紙しの原げん石せきは、夕ゆう日ひに照てらされ、昔むかしと同おなじようにキラキラと輝かがやいている。

　他ほかにも昆こん虫ちゅう図ず鑑かん、宇う宙ちゅう図ず鑑かん、恐きょう竜りゅう図ず鑑かん──実じっ験けん室しつにしまってあった本ほんは全ぜん部ぶ持もってきた。

　久ひさしぶりに手てにした図ず鑑かんたちはずっしりと重おもかった。

　全ぜん部ぶゆっくり読よみ直なおそうかなと思おもって机つくえの上うえに図ず鑑かんを並ならべてみる。ふと、図ず鑑かんの上うえを横よこ切ぎっていく小ちいさな影かげをみつけて、わたしは思おもわず窓まどを見みた。

　影かげの正しょう体たい──網あみ戸どについていたのは、まるまる、つやつやな赤あかいてんとうむし。

「うわあ。ナナホシテントウ！」

　おいで、と言いいながら指ゆびを差さし出だすと、てんとうむしはわたしの指ゆびにのぼってきた。

　もぞもぞというひさびさの感かん触しょくに、わたしはじんわりと感かん動どうする。

　ああ、わたし、やっぱり虫むしが好すきだなあ。

「わたし──理り科かが好すきだなあ！」

　好すきなことを好すきって言いえるって、なんて幸しあわせなんだろう。

　人ひと差さし指ゆびを夕ゆう日ひに向むかってピンと伸のばすと、てんとうむしは上うえを目め指ざして登のぼり始はじめる。そしててっぺんまで来くると羽はねをふるりとうごかした。

「さあ、飛とぼう！」

　わたしがささやくと、てんとうむしは夕ゆう焼やけ空ぞらに向むかって元げん気きに飛とびたった。







　それから数すう日じつたったある日ひのこと。

「そらくん。これから病びょう院いん？」

　放ほう課か後ごの昇しょう降こう口ぐちでわたしが聞きくと、そらくんはニコニコ顔がおでうなずいた。

　今日きょうはおじいちゃんの退たい院いんの日ひ。

　つまり今日きょうから本ほん格かく的てきな弟で子し修しゅ業ぎょうがはじまると、そらくんはすごくはりきっているんだ。

　そのせいか、朝あさからそらくんはウズウズしていて、先せん生せいに何なん回かいも注ちゅう意いされていた。

「修しゅ業ぎょう、頑がん張ばってね！」

「ああ！」

　そらくんはガッツポーズをするとすごい勢いきおいで駆かけ出だした。

　それを見みて、わたしはちょっとだけ寂さびしくなった。

　おじいちゃんは本ほん物もののパティシエなんだから、きっともうわたしをたよらなくてもすむ。

　そらくんは『幻まぼろしの菓か子し』を作つくるのが目もく標ひょうなんだし、それを目め指ざして忙いそがしくなる。

　だから、今いままでみたいに毎まい日にちのように実じっ験けんはできないだろうなって思おもったんだ。

　だけど──。




「理り花か、たのみがある!!」

　次つぎの日ひの放ほう課か後ご、そらくんがあの桜さくらの木きの下したでまちぶせてたもんだから、すごくびっくりしちゃった！

　どこかしょんぼりした顔かおのそらくんにわたしはあわてる。そらくんがここでまちぶせていたときには、たいていトラブルが発はっ生せいしているのだ。

「ど、どうしたの、そらくん」

「それが……新あたらしいスタッフが来きちゃったんだよ！」

「ええええ!?」

　くわしく聞きくと、スタッフ募ぼ集しゅうのはり紙がみを見みて応おう募ぼしてきた人ひとを、おじいちゃんが気きに入いってしまったとのこと。

　そしておじいちゃんと新あたらしいスタッフさんの二人ふたりでお店みせの営えい業ぎょうを再さい開かいするから、まだ弟で子し候こう補ほのそらくんは、工こう房ぼうへの立たち入いりが禁きん止しになっちゃったんだって。

　え、それって大だいピンチなんじゃ……!?

「それ、で……えっと、たのみって？」

　ハハハ、と少すこし照てれくさそうに笑わらうそらくんがしたたのみごとというのは──。




「おじゃましまーす！　うわっ、やっぱすげえ！　冷れい蔵ぞう庫こも、オーブンレンジもカセットコンロもあるし、何なんでも作つくれるじゃん！」

　そらくんのたのみごと。

　それはなんと、『わたしの実じっ験けん室しつで一いっ緒しょにお菓か子しを作つくりたい』だったのだ！

　わたしの答こたえは「いいよ！」だ。むしろ、ばんざいって言いいたいくらい！

「この実じっ験けん室しつで作つくった菓か子しで、こんどこそじいちゃんをギャフンと言いわせてみせる！　めざせ、究きゅう極きょくの菓か子し職しょく人にん！」

　そらくんがビーカーを両りょう手てにかかげて言いったので、わたしは思おもわずふきだした。

　そして、そらくんが究きゅう極きょくの菓か子し職しょく人にんなら……。

「じゃあ、わたしは……めざせ、究きゅう極きょくの科か学がく者しゃ！」

　思おもい切きって真ま似ねすると、今こん度どはそらくんが楽たのしそうにふきだした。

　笑わらい声ごえが実じっ験けん室しつからあふれていく。

　わたしたち、このおかしな実じっ験けん室しつで、究きゅう極きょくの実じっ験けん、はじめちゃいます！

[image: ]








あとがき









　はじめまして、やまもとふみです！

「理り花かのおかしな実じっ験けん室しつ」、読よんでくれてありがとう！

　理り花かたちと一いっ緒しょに料りょう理りと理り科か実じっ験けんを楽たのしんでくれたかな？　このお話はなしを読よんで、理り科かを少すこしでも面おも白しろいって思おもってもらえたら、すごく嬉うれしいです！




　小ちいさい頃ころから食たべ物ものの出でてくる絵え本ほん（お話はなしに出でてきた「しろくまちゃんのほっとけーき」、「ぐりとぐら」それから「こまったさん」シリーズなど）が好すきで、出でてくるおいしそうな食たべ物ものに憧あこがれていました。それがまさか書かく方ほうになるなんて思おもいもしませんでした！（笑わらい）




　実じつは、私わたしは理り花かのママと一いっ緒しょで料りょう理りがあんまり得とく意いじゃありません！（笑わらい）　さらにはお菓か子し作づくりも得とく意いじゃない……（苦く笑しょう）。

　なのにどうしてこのお菓か子しのお話はなしを書かいたんだろうって、思おもうかもしれませんね。

　それはさっき書かいたみたいに、もともと食たべ物ものの本ほんを読よむのが好すきというのもあったんですが、さらに理り科か（科か学がく）が大だい好すきなのです！　そしてお話はなしの中なかでも書かいたように料りょう理りと理り科かの実じっ験けんはすごく似にているのです！

　コックさんやパティシエさんは、どんなものをどれだけ混まぜて、どんなふうにすればおいしくなるのか、日ひ々び研けん究きゅうしています。その工く夫ふうは科か学がく実じっ験けんにすごく似にている──というより、「おいしさ」を作つくり出だす科か学がく実じっ験けんそのものなんです。

　料りょう理りは科か学がくだ！　と思おもったら、苦にが手てだった料りょう理りが少すこし楽たのしくなりました（笑わらい）。




　今こん回かいお話はなしの中なかで出でてきたお菓か子しは全ぜん部ぶ作つくりました！

　そして失しっ敗ぱいもたくさんしました！　失しっ敗ぱい作さくももったいないので食たべました……（涙なみだ）。でもお話はなしに出でてくる成せい功こうレシピは、実じっ際さいに作つくって成せい功こうしたおいしいものを書かいています。だから安あん心しんして作つくってみてね！

　おすすめはあったかカスタードクリームです。トーストにはさんだらすごくおいしいですよ！　作つくったらぜひ感かん想そうを聞きかせてね！

　最さい後ごになりましたが、ｎａｎａｏななおさま。たくさんの素す晴ばらしいイラストをありがとうございました！　理り花かちゃんは賢かしこそうで可愛かわいいし、そらくんは元げん気きいっぱいでキラキラ眩まぶしいです。パソコンの壁かべ紙がみにして休きゅう憩けい中ちゅうに癒いやされています……！　至し福ふくの時ときです！

　第だい８回かい角かど川かわつばさ文ぶん庫こ小しょう説せつ賞しょうで選せん出しゅつしてくださった、選せん考こう委い員いんの方かた、この作さく品ひんを見みつけていただき本ほん当とうにありがとうございました！

　それからたくさんの助じょ言げんをくださった担たん当とう編へん集しゅうさま。応おう募ぼ時じよりも数すう段だん面おも白しろい作さく品ひんになって感かん激げきしております。一人ひとりではとても作つくり上あげられなかったと思おもいます！　他ほかにも、この本ほんに関かかわってくださった皆みなさま、ありがとうございます。これからもよろしくお願ねがいいたします。

　いつも応おう援えんしてくれる家か族ぞくへ。思おもう存ぞん分ぶん小しょう説せつを書かける幸しあわせをありがとう！




　そしてこの本ほんを手てにとってくれたみんな！

　次つぎのお話はなしでも、理り花かたちの究きゅう極きょくの実じっ験けん（！）を応おう援えんしてくれると嬉うれしいです。

　二〇二〇年ねん十一月がつには短たん編ぺん集しゅうに載のります。そして二巻かん発はつ売ばいは二〇二一年ねん二月がつ予よ定ていで冬ふゆ真まっ只ただ中なかですが、夏なつのお話はなしになります（笑わらい）。どちらもおいしいお菓か子しと楽たのしい実じっ験けんが盛もり沢だく山さんです！　どうぞお楽たのしみに！
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